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ヵラー図版ii　3号竪穴Ⅴ層出土（3・4），1号竪穴出土（5・6）の復元土器



例　　　言

l　本書は，北海道奥尻郡奥尻町字松江49－上447，448番地

に所在する松江遺跡の発掘調査報告書である。

11本調査は，農作物等の生産向上，産業開発の発展と地域住

民の生活安定を図ることを目的とした，松江原野1号線道路

改良工事に伴なうものである。

iii　発掘調査は，昭和57年4月21日に着手し9月24日に完了，

引き続き昭和57年9月25日より昭和58年3月10日まで整理作

業をおこなった。

掠　本調査の主体者は，奥尻町産業建設課ならびに奥尻町教育

委員会である。

Ⅴ　調査は，日本考古学協会員e佐藤忠雄が担当者となり，佐

藤芳子が調査員としてこれに当った。

Vi　本書の執筆はI・H2eII3（遺構e土器）II巨Ⅳをを佐藤

忠雄，IIle H2を佐藤芳子，I。e H3（石器）・Ⅲ　を千代

肇が分担した。

Ⅴ五　発掘・整理ならびに本書の作成にさいして，下記の機関と

各位より指導・助言e協力を賜った。ここに感謝の意を表し

たい○北海道教育庁文化課，北海道土木部道路係市町村道室，

桧山教育局，大沼忠春，河野本道，下倉正昭，竹田輝雄，成

田敏雄，中村経雄，中村福彦，安本勝広．（敬称略）

iV嵐　石器の実測・トレースは，千代宏子・内海和子，土器の実

測・拓影は梶沼聖樹が主として受持ち，佐藤忠雄e千代　肇

がそれを修正した。写真撮影は現場を佐藤忠雄，室内を佐藤

雅彦がおこなった。

玩　土器拓影の縮尺は1：3，石器実測図は第11．18e26e29

・37。38図が1：4，外は1：2である。写真図版は土器が

1：3，石器は第15・20。26e29・37・38図版が1：3，外

は1：2で，その他の図には，すべてにスケールを付した。

Ⅹ　整理終了ごの出土遺物は，奥尻町教育委員会が保管し，今

秋竣工予定の奥尻町郷土資料館に収蔵展示される。
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I．松江遺跡の概要

1．遺跡の立地

奥尻島は北海道渡島半島の西方海上にある離島で，奥尻港の真東に当る大成町平浜との直線

距離は約30km，晴天に望めば浜の家並みを見ることができる。島の大きさは，東西11km，南北

27k町，周囲60km，面積143．27kn子である。形状は，西岸に偏在する神威山584mを折点とした「く」

の字型，側面観は低平で海成段丘が発達し，丘陵性台地が形成されている。

松江遺跡は北海道奥尻郡奥尻町松江447，448，49－1に所在する。そこは松江市街地より1．

5km南に離れた地名を初松前と呼ばれる小集落で，青苗市街からは鰍潤より2．5km北にあり，

ちょうど青苗岬に対峠する青苗湾の一方の基部にあたる。初松前は，古くアイヌ名で「ツマイ」

一中広い入江の場所－，「ハマシマイ」一潮の半島・大きな入江の場所－と呼ばれていたが，

明治2年，国郡制定のおりに松前藩の始祖・武田信広が1454年，南部大畑より蝦夷島に渡ると

き時化で遭難，この地に漂着し，上ノ国脱出までの間，暫らく居を構えたというアイヌ口碑に

基づいて改称された地名である。

遺跡が所在する地点は北緯42004′18〝，東経139028′45〟にある。市街地のほぼ中央から北に伸

びる松江原野1号線（松江50番地先を起点とし，松江原野414番地を終点とする）登坂口の左側，

旧松江小学校裏の丘陵上である。本調査の対象となった地点の地番は，阿部正治氏所有地49－

1，448，阿部元一氏所有地447のそれぞれ東面の一部である。

この遺跡は，昭和27年8月，当時函館市立博物館学芸員であった石川政治と深瀬真澄・千代

肇ら三氏によって確認され，考古学雑誌にその概要が報告された。奥尻町埋蔵文化財包蔵地調

査カードには，登録番号C・07・9，種別・遺物包蔵地，所在地・奥尻町字松江446・大須田喜

代治氏所有地，時期（型式）中期・円筒上層式土器，出土遣物・石鉄・磨製石斧，保管者・青

苗小学校とあるが，本調査に先立って実施した踏査では，446番地に遺跡が存在する証左は得ら

れなかったし，青苗小学校保管の遣物も遺憾ながら所在不明になっていた。

奥尻島の海成段丘発達の顕著さば古くから知られているが，その研究成果は遺跡の分布調査

を至便にしてくれる。瀬川秀良氏の分類によると，島の海成段丘は，つぎのように区分される。

神威山I面，神威山II面，青苗川面，フケ歌沢面，松江I面，松江II面，赤石面，米岡面，寺

屋敷面，赤石岬面，青苗岬面の11面である。これらの中で，縄文時代早期，前期，中期の遺跡

は殆んどが重複し，寺屋敷段丘に立地が限定されている。したがって寺屋敷面は即遺跡の存在

と結びつけられ，たとえ登録がなくても，開発行為等に対する事前対処が容易なのである。こ

の寺屋敷段丘が広範囲にあるのが，青苗岬・奥尻空港・群釆岬に至る，千畳と呼ばれている処

で，青苗遺跡群がその中に立地している。松江遺跡が立地する寺屋敷面は標高23－25m，松江

市街外れのラント川から西の赤川間に，幅150m－200mで帯状に延びており，ラント川ロには

薬師遺跡がある。松江遺跡の範囲は，登坂口より北に50m，西に80m，面積にして凡そ4，000nf’

ー1－

▲I



第1回　奥尻島松江遺跡位置図
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である。現状は約半分近くが畑地として耕作され，崖縁と北西の低地はシノ地，他は荒地とな

っている。（第2図）地形は全体的に西北方面へ傾斜し，周辺から小さなカレ沢や地下水脈が

集まり，遺跡中央は大きな凹地になっている。道路を挟んだ東側は，地表面に花崗閃緑岩の岩

塊が随所に露呈し，遺物は出土しない。

2．調査の方法

発掘区は，片こう配すりつけ工事がなされる部分で，遺跡の東南端にあたる，最大長65m，

幅27mで道路に接した範囲である。発掘区の設定は，民地との境界線にトランシットをすえて

磁北をとり，8mX8mグリッドに測量杭をうって大区分し，発掘にあたっては，それを4m

X4m，状況に応じて2mX2mに細分する。

グリッドは発掘区の南西角隅から北に向って1－15の算用数字を，東に向ってA－Nのロー

マ字の符号を与え，それぞれの交わる区をA－1区，N－12区というように呼称する。

発掘調査着手の地点については，範囲確認のために道教育委員会が実施したB調査で，比較

的出土遺物の多かった，高圧電柱のある平坦なシノ地，また，この調査に先立って行なった表

面採集で，南と東の崖の崩落面から多くの石器片を得たのを考慮して，遺物分布の中心と目さ

れる，崖際の平坦地から始めることにしていたが，発掘区内の見かけの地形が，西北方向に傾

斜し，2箇所に窪地が認められ，遺構の存在が予測されるので，G－4・5，H－4・5区の

表土を除去し，落ち込みを埋めている淡橙色の火山灰を追跡して進めることにする。

遺構の発掘は，隣接区に拡がる火山灰の落ち込みを，完全に露呈させてから深度掘閥に入る。

セクションベルトは，全グリッドの南面と西南にとり，主要箇所を残し，他は随時取り払う。

遺構の土層断面は南面，西面の何れかが，中心を通ればそれを代行させ，それ以外の場合は，

新らたに中心を交叉するセクションベルトを設ける。その場合，調査を進めるうえで片一方を

犠牲にしなければならない時は，層ごとに詳細な記録をとりスケッチを残す。

出土遺物は，すべてを平面図にスポットし，層序に対照させるためのレベルを測る。出土遣

物には土器，石器のほかに自然石，木炭，炭化木を含む。土器の取り上げは一括できるものは

袋を分割して遺物番号を付し，器形，文様等の判別できない細片は，グリッド名，層順，レベ

ルを記入してまとめる。石器については，完成品，使用痕のある剥片は一点一袋とし，フレイ

クは共伴関係にあった完成品等の番号を記録し，30cm四方を単位として取りまとめる。その他，

礫器，砥石，台石等大型のものは，目立たぬ箇所にマジック・インキで直接所定事項・番号を

記入し，木製の魚箱に収納する。

写真撮影はグリッド毎の遺物の出土状況が把握できるフェイス，あるいはプロフィールの清

掃が終った時点で実施する。別に重要な遺物と見られるものは，その出土過程を逐一納める。

遺構もまた同様である。撮影に使用する現場の機材は，マミヤRB67，ニコンF3，FM，F2，各

1台，ジナーP4〝×5〝1台。フイルムはイルフォードFP4，フジネオパンss，コダカラーII，
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第2図　発掘区付近の地形図
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エクタクロームEPD，同EPYを用途に応じて使いわける。フイルム現像は一週間単位で処理

し，モノクロームは必らずコンタクトをとる。

実測図の作成は写真撮影終了ご，遣物の平面分布1：50，遺構1：20，土層断面1：20の縮

尺を原則とする。

層序の記載については，標準層序にI一Ⅶのローマ字を付し，間層，2次堆積層等に対して

1－3の算用数字を与え，Ⅵ1，Ⅶ2層のように標記する。土色の判定は湿土の色調をとり，土

色名は標準土色帖に準拠する。

3．遣物の分類

a．土　器

松江遺跡から出土した土器片の総数は12，281点で，すべてが縄文時代の所産であり，早期，

前期，中期，後期に及んでいる。量的には，早・前期のものが最も多く，ついで中期，後期は

2パーセント程度である。以下に古い順からI・早期二Ⅳ・後期の4群に時期区分し，識別さ

れる器形，文様，施文原体等の諸特徴を既存の型式に対照させ，各群を類別した。

I群土器

縄文時代早期後半に位置するもので，貝殻文系と撚糸文系に分けられる。

a琴　貝殻腹縁条痕文を施した鴨川式，あるいは住吉町下層式に相当すると見られるもの。

b類　短縄庄痕文を施した東釧路3式土器とみられるもの。

C類　器形は深鉢形で口径が底径の約3倍，あるいは，それ以上の比率のもので，口縁は平縁

で直立するか，やゝ外反気味である。口唇は薄く稜状ないしは丸味を帯びている。休部は，1．

口縁部から胴部に向って緩やかな脹らみをもち，底部近くで強く細まり，直立する底部に移行

するものと，2．胴部に脹らみがなく，括れて外に張り出した底部にテーパー状で連なるものと

がある。文様は撚糸絡条体廻転文，庄痕文，撚糸庄痕文，組紐庄痕文，羽状縄文等の組み合わ

せによるもので，幅3mmほどの平たい粘土紐による区画的貼付帯のあるのが特徴である。それ

は横位と縦位に用いられ，波状のものもあるが，直線的なものの方が多い。なお，（2）の施文は

貼付帯と羽状縄文のみ，という例が多く単調である。コッタロ式土器に相当する。

d類　C類に比らべると器高の低い，ずんぐり型のようであるが，器厚は4mm弱で薄い深鉢形

土器である。出土量がそう多くないので明らかではないが，施文形態から浅鉢形もあるようだ。

中茶路式土器に相当するもので，道南地方では中野A遺跡8住居地に良好なセット資料が出土

している。調査では復元資料こそ得られなかったが，ほぼ同一内容のものと推測される。文様

は貼付帯がC類より更に細く薄くなり，断面が三角形で稜になっており，微隆起線に近いもの

がある。貼付の形状は，波状，曲状を累積させたもの，方形に区画したとみられるものなどで

ある。施文は貼付帯の上から撚糸絡条体を縦位に廻転させたものが主体で，細い撚りの原体に
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よる斜行縄文も少量見受けられる。

e類　器形は口径と器高が等しい逆三角形であるが，見た眼では縦長の砲弾形である。東釧路

4式に相当する。b・C・d類とともに全道的な分布を示している。道南地方では栄浜遺跡第

2地点，元和遺跡第3・第5地点に好例があるが，同類の資料と目されるものは松前町鬼沢遺

跡，建石遺跡等数多く知られている。本遺跡出土のものの施文は，美沢2遺跡でみられるよう

な口縁の分化がある。文様は撚糸絡条体の原体押庄文が口縁部に縦位に並列し，その原体を用

いた廻転文を1方向とそれに対する直角の2方向から施して横位の羽状撚糸文を作出しているo

II群土器

縄文時代前期初頭に位置するもので，交叉状斜行縄文，羽状縄文，隆起帯と無文の口縁部の

あるものなどである。

a類　平縁丸底の深鉢形土器である。器高1に対し口径約1．5倍で広口，体部は緩やかにカーブ

する。口唇断面は角形に近く．内外面とともに横ナデによる調整が加えられている。器形は中野

式より綱文式に近く，胎土に繊維を含有しない。静川8遺跡第2群土器に類例がある。文様は

L桟とRilの2種の原体を用い，斜行縄文を交叉させている。

b類　Rllの原体の施文方向を変えた羽状縄文で，口唇部が上面の調整によって少し内面にめ

くれ加減になっている。他はa類と共通する。

C類　R日の原体による羽状縄文を施したもので，胎土に少量の微砂粒を含有する。口唇部の

特徴等はC類と同じだが，口縁下3cmほどが無文で，幅1cmほどの三角状の隆起帯が周らされ，

縦位の太い縄庄痕が等間隔にみられる。このC類は円筒土器下層式に平行あるいは直前に位置

するものでないかと思う。

III群土器

縄文時代中期中葉に位置する円筒土器上層式，余市式土器に相当するもので，前者をa類，

後者をb類とする。

a類　円筒土器上層b－d式。

b類　余市式にはノダップII式の一部の資料も含む。便宜上，施文形態から次のように分ける。

1．LBの撚糸文あるいは縄文地に原体の庄痕による縄線文と押引文・円形刺突文のあるもの

で，隆起帯を周らすものも含む。2．無文地に横位，斜位の縄線文による区画文があり，中を

円形竹管文で埋めるもの。3．無文地に横位，縦位の押引文，刺突文，瓜形文を施すもの。4・

網目状撚糸文と円形刺突列点文を施すもの。5．縄文地の口縁部に1－4条の平行縄線文を施

すもの。器形は平縁の小型深鉢形土器で出土量も多い。6．無文地に箆がき曲線文を施すもの。

7．その他

Ⅳ群土器

縄文時代後期に属するもの。

b．石　器

ー6－
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721点の石器を種類別にみると，石鉄，石錆，石槍，石錐，ナイフ状石器，掻器，削器，ヘラ

状石器，剥片石器，大形剥片石器，磨製石斧（有孔磨製石器を含む），球状礫器，擦石類に分

類することができる。石器は，大きく原石から加工した剥片を利用した剥片石器と剥離の過程

で鋭くなった刃を利用したもの，原石の部分のみを使用したもの，または，原石自体を使用し

たもの，自然石を使用したもの，磨製石斧のように石材を研ぎ磨いて使用したもの，砥石のよ

うに部分を利用して石器を磨いたり，研いだりしたものなどがある。

松江遺跡から出土した剥片33，650点には，定形化したものでなく剥片そのものを利用するか，

部分，局部を加工した石器も相当数あるので，その分類ではナイフ状石器の分類とあわせて別

の機会に報告したいと考えている。

石器と石質の関係については，石器の種類と分類とかかわりがあるが，石器の加工と使用を

もとに類別したので，それぞれの石器の種類のところで述べることにした。

I．石鉄　石鉄は薄手で細長い五角形石鉄に近いものI－a，体が細く長いものI－b，柳

葉形のものI－C，三角形石鉄で基部にえぐり込みがあり，長さと幅がほぼ同じ比

率のものI－d，三角形石鉄でえぐり込みがあり，長さが幅よりもあるものI－e，

三角形石鉄で基部にえぐり込みのないものI－f，有柄石鉄で肩が水平に張り出す

ものI－Jg有柄石鉄で尖端と張りが鋭いものI－Hの8種類がある。

II．石鈷　石錆に分類したもので石鉄として使用したものがあるかも知れないが，柳葉形で

幅広のものII－a，幅広であるが基部が丸味をもたず，水平になっているものII－

b，菱形で幅広のものII－C，有舌で基部が幅広く造り出しているものII－d，五

角形で基部にややえぐり込みのあるものII－e，五角形で両側が内湾しているもの

II－f，五角形で大形となり休部が長く，えぐり込みが顕著なものII－gの7種類

がある。

HI．石錐　石錐には，ドリルとオウルの二種がある。しかし，棒状石鉄かドリルかと思われ

るものを除くと刺器に用いたと考えられるものがある。石片の尖端部を細くしたも

のIII－a，石片の一端だけを尖らせたものIIトbがある。

Ⅳ．石槍　柳葉形石鉄を大きくしたような形のものⅣ－a，両端が尖らずに一端の基部がや

や丸味をもっているものⅣ－b，Ⅳ－bのタイプであるが幅広のものⅣ－Cの3種

に分けられる。

Ⅴ．ナイフ状石器　一般に石匙，石小刃などと呼ばれているが，紐をつけて使用したと考え

られるものでナイフ状石器と呼ぶことにした。この種類は大きく細長のものと幅広

のものに分類することができる。細長のものは縄文早期から出現するが幅広のもの

は前期になると多くなる傾向がある。この種類は完形化した石器のなかで47パーセ

ントをしめている。つまみはすべて縦形である。肩部を水平にしてみると刃部の稜

線が垂直に下がるものと右傾または左傾するものがある。右傾や左傾は刃部の造り

出しによってきまるが，左傾する例は極めて少なく，そのほとんどが右傾する。こ
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れは右きき，左ききに起因するのだろうか。プレッシャーフレーキングによる刃部

の造り出しは，多く左から右にやや上向きに剥離され，それら剥離痕が平行して続

けられている。縦長の剥片は打撃痕のあるほうを上部としている。裏面に加工して

いるものは，側線に細かな打欠きによるものである。

Ⅴ－1．（細長なもの）　刃部の稜線が垂直に走るものⅤ－1a，形が柳葉状で刃部の稜

線が途中で右に孤を措くものⅤ－1b，形が柳葉形で先端部が横に直線的になり刃部

稜線が右寄りになるものⅤ－1C，先端部が右尖りとなり刃部稜線が右傾するものⅤ

－1d，体が左傾して刃部稜線が右寄りにあるものⅤ一1e，体が右傾して刃部稜線が

左寄りにあるものⅤ－1fがある。

Ⅴ－2．（幅広のもの）　刃部稜線が垂直に下るものⅤ－2a，先端部が右寄りに尖り刃

部稜線が右寄りにあるものⅤ－2b，刃部稜線が右傾し体部の左側にふくらみをもつ

ものⅤ－2C，刃部稜線が左傾し休部の右側にふくらみをもつものⅤ－2d，体の先端

部が右寄りに尖り，刃部稜線が左側から右先端部に伸びるものⅤ－2e，体部が極度

に左傾し，刃部稜線が右側にあるものⅤ－2fがある。

Ⅵ．掻器　刃部が厚味をもち，片面のみ加工したものと裏面も調整加工したものがある。

形は円形に近いものや基部が光っているものもある。円形で周縁を使用したものⅥ

－a，円形に近い形をしているが，刃部が∴端にある側縁も刃部として使用したも

のⅥ－b，形態的に削器に似ているがおもな刃部が一端にあるものⅥ－C，刃部が

一端にあり，周縁を加工した基部の尖ったものⅥ－d，基部が尖り一端と周縁を刃

部とするが，裏面の側縁の一部にも調整痕があるⅥ－eがある。

Ⅶ．削器　側縁の刃部が機能をもつもので，ナイフ状石器など特定のものを除いたものを分

類した。函館の梁川町遺跡のように片側に剥離原面および原石面を残して片側の側

縁を刃部とした特徴的なものはみられず，それに近いもので片側に剥離原面や原石

面を残さずに調整した長方形の削器が出土している。やや長方形で片側の側線をお

もな刃部として，先端部の水平部分および側縁をも刃部加工したものⅦ－a，長方

形で片側をおもな刃部としているものⅦ－b，形は不定であるが片側をおもな刃部

としたものⅦ－C，長方形で縄文早期末から前期初頭に出土する長方形で片側にお

もを刃部をつけたものⅦ－d，これらの石器裏面はほとんど調整加工していないで

剥離面をそのまま残しているが，Ⅶ－dのように刃部の機能を効果的にするために

裏面調整しているものもある。

Ⅷ．ヘラ状石器’この石器を注意したのは八幡一郎で，津軽半島の円筒式土器に伴出する石

器の特徴的タイプとして論考したことがある。その中に槍に似ているが，先端部が

尖っていないで，基部と同じように丸味をもつものとバチ形のものをあげているが

松江遺跡では前者の完形品がなく，バチ形がほとんどであった。先端部が水平で刃

部をなしている。裏面を調整していることが多い。刃部の水平部分が厚いなどの杵
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徴がある。刃部の水平部分と基部の比率が他のものよりも基部の柄が短いものⅧ－

a，刃部が幅広いものⅧ－b，ヘラ状石器の標準的なものⅧ－Cがある。

Ⅸ．大形剥片石器、剥片石器で掻器，削器と分類できない大形の石器である。機能的には削

るとか，割る補助的な用途に使ったと考えるものである。刃部の加工にはプレシン

ヤーフレイキングの技法を用いないで，細かな打ち欠きがある。大形の削器と考え

てよいものⅨ一a，粗く削るとか細かく割る補助的な用途，刃部が厚く魚包丁に相

当するものⅨ－bがある。

Ⅹ．球状礫器　自然石の球状か円形で厚味がある円盤形のもので用途が明らかでない石器が

ある。球状で自然石を何らかに用いたために表面が磨かれたようになっているもの

である。例えば，皮なめしにたたくとか固くなった皮をもみほぐして柔かくすると

きに用いたと考えられるものである。球体のものⅩ－a，やや扁平に近い球体でな

いものⅩ－bである。

ⅩL擦石類　剥片石器などでない礫器を擦るとか，研ぐなどしたものがある。自然石の安山

岩，玄武岩，凝灰岩といった用材で，薄手で片手で使用できる自然石の一端または

稜線部分を擦って用いたもの，縄文前期から中期に比較的多く出土し，擦石と呼ば

れているもの刃一a，安山岩質で石棒のように全面を最終的に擦ったり研いで定形

化したものであるが定形器でないために分類できなかったもの光一b，砥石に類す

るもので，自然石の一部を砥いでいるものである○なかには細い溝があって矢柄な

どを作るときに用いたと思われるものがある○砥石には大形のものと比較的小形で

片面または両面を擦っているもの光一Cがある○　　　　　　（千代　肇）

岩質名の略号

略　号　　　　　英

Aga．　　　Agate
And．　　　　Andesite

BトMu．　　　Black Mudstone

Gr－Mu．　　Green Mudstone

Obs．　　　　Obsidian

Sa．　　　　　Sandstone

Mu．　　　　　Mudstone

She．　　　　Hardshell

Bl－Sch．　　Black Schist

名

Da．　　　　　Dacite

Py－An・　　Two Pyroxene Andesite
Ba．　　　　　Basalt

Che．　　　　Chert

Propy．　　Propyrite
Gre－Sch．　Green Schist

H0－An Hornblend Andesite

Rhy．　　　Rhyolite
Tu．　　　　　Tuff

Tu－Sa．　　Tuffacecus Sadstone

－9－

和　　名

め　の　う

安　山岩
黒色泥岩
緑色泥岩
黒曜石
砂　　岩

泥　　岩
硬質頁岩
黒色片岩
石英安山岩
複輝石安山岩
玄武岩
桂　　岩
変朽安山岩
緑色片岩
角閃安山岩
流紋岩
凝灰岩
凝灰質砂岩
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第3図　石器分類模式図（1）
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（ヘラ状石器）

（大形剥片石器）

（球状礁器）

（擦石類）

Ⅷ－b　　　Ⅷ一c

第4図　石器分類模式図（2）
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II．発掘調査

1．遺跡の層序

発掘区シノ地の平坦面で観察した標準土層は，現地表からI渡島大島火山灰層（Osa），II

乙部層，III渡島大島b層（Osb），Ⅳ駒ヶ岳e層（Koe），Ⅴ渡島大島白バン層（Os白バン），

Ⅵ奥尻ロームA層，Ⅶ奥尻ロームB層からなる7層によって構成されている。

Iは渡島大島1714年の噴火による降下堆積物であることは周知されている。層厚は20cm前後，

色調は褐灰色10YR6／1であるが，シノ地に近い耕地は灰黄褐色10YR4／2，凹地の部分は流動が

大きく，暗褐色，黒褐色とブロック状に変化している。

IIは浅黄橙色の火山灰でOsaの直下に堆積する。層厚は15cm前後で噴出源不明である。耕地

内は殆んど欠層している。

IIIはその直下に続く黒褐色10YR3／1の火山灰で層厚は5cm前後である。

Ⅳは駒ヶ岳に由来する火山灰で黄橙色7．5YR7／8を呈する。層厚は5cm以下である。

Ⅴは渡島大島を起源とする火山灰層である。長期間の風化をうけて多量の腐植を集積し，黒

色10YR2／1化したもので，部分的に白い斑点状の火山灰を残している。層厚は厚いところで30

cm前後，薄いところは5cmほどである。

Ⅵは粘土質土壌で色調は褐色10YR4／4，灰黄褐色10YR4／2，黄褐色10YR5／6，にぷい黄褐色

10YR4／3と場所によって可なり異なり，遣物を包含する。奥尻Aローム層である。

Ⅶも粘土質土壌で色調もⅥと殆んど変らないが，どちらかというと灰黄褐色が強く，粘土化

が進んだ奥尻Bローム層である。遺構の床面で遣物を包含する。

本遺跡の層序を概観すると，全体の地形が西北に傾斜しており，とくに沢址のような凹地に

検出された1・2号竪穴付近は融雪時の凍上廟行や風雨がもたらした周辺の高所からの土壌の

欣溜り現象がみられる。シノ地であっても，＿該地の年間風速が平均6－7m，しかも懸崖地点

とあっては堆積も著しく削減されるのであろう。層厚は全般に薄く，とくにII層からⅤ層まで

‘の欠層が目立つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤芳子）

2．遺物の出土状況

高所にある平坦地のグリッド・遺構，斜面のグリッド・遺構の順に述べる。平坦地では，Ⅵ

層：灰黄褐色10YR4／2の上半から遺物が出土する。B－3・4，C－3・4区に濃い分布を示

すが，C－4区の土器は縄文時代前期から中期にかけての小片，石器は剥片が殆んどであるが

別表のように異常な物量である。包含状態は下半になるほどコンパクトで密庄されている。周

囲の地形からも，恐らくこの延長に本来の松江遺跡の中心があるのでは射）かと思う。この東
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に隣接して3号竪穴がある。D－3区の覆土のⅤ層：黒褐色10YR3／1から貼付帯に円形刺突文

のある土器と網目状撚糸文のある土器が良好な状態で共伴した。（第11図版5）Ⅵ1層：黒色10

YR2／1では上半から網目状撚糸文，縄線文のある土器，円筒土器上層式が揮然となって出土し，

（第8・11図版6・7）D－3，E－3区の南壁付近で羽状縄文や羽状撚糸文の円底土器が，

基盤層に張りついた状態で出土している。竪穴中央の窪みの部分のⅥ2層：灰黄褐色10YR5／2か

らは，縄文早期末のコッタロ式土器が散点状に出土したのみであるが，石器は比較的まとまっ

ており，E－3区では壁外の焼土付近から流入したとみられる大量の剥片の出土があった01

号竪穴の場合は，Ⅶ1層：黒褐色10YR3／1がG－4区の斜面からG－5区にかけて流れ込んでお

り，石器は基盤層の上面のやゝグライ化した層に突き刺さるように出土し，土器は文様の識別

できない小片がG－5区に多かった。ただ，炉牡を覆っていたⅦ2層との境いから，体部に隆帯

状の段をもつ無文の丸底土器が，丸底とみられる羽状撚糸文の土器を伴出した。この竪穴の床

面はⅦ2層：灰黄褐色10YR5／2が東の緩斜面から入り込み，先端が炉牡のある南西角隅に及んで

いて，そこに復元されたコッタロ式土器が有孔石斧を伴って出土した。壁面の崩落や南西に残

るベンチ様テラス，不規則な全体形状，遣物の出土傾向から竪穴あるいは生活址面が重複して

いるものと見られる。2号竪穴は1号竪穴の西北に連続してあるが，出土遣物に現われている

ようになり複雑な様相を呈している。遣物が出土するのはⅤ層：黒褐色10YR3／2からで量的に

は少ない。中期末から後期初頭の土器片と若干の剥片を得たのみである。．E－5区は1号竪穴

のG－4区同様の斜面で，Ⅵ1層‥暗褐色10YR3／3からⅦ，層：褐色10YR4／4へと下部になるにつ

れ密庄状態になり，フレイクが押流され突き刺さったり，集積しているものもあるが，土器片

の場合ブロック状にまとまっていたものはない。原位置に近いのではないかと見られるものは

E－6区東ベルトにかかる，Ⅵ，層：黒色10YR2／1の下部からⅥ2層：にぷい黄褐色10YR4／3上半

の間に出土した前期に属する復元された円底の大型縄文土器である。（図版i－2）それは一

個体分横倒しの状態で検出され，柳葉形石鉄3本を伴っていた。（第11図版3）その下層であ

るⅥ2層：にぷい黄褐色10YR4／3－灰黄褐色10YR4／2は西側から流れ込み，竪穴の中心部を覆っ

ている。この層の土器の出土量は以外と多く，東釧路4式土器を主体としたまとまりがある。

（第6図版）撚糸・絡条体廻転文，庄痕文による羽状文を主要文とする丸底の土器で1個体が

復元された。（図版i－1）つぎのⅦ1層：褐色10YR4／4－暗褐色10YR3／3ではE－5・6，F

－6区におよんで中茶路式土器の特徴のある40点余りの土器片を出土したが，コイル状絡条体圧

痕文や組紐庄痕文等のコッタロ式土器と見られるもの，また貝殻腹縁条線文のあるものまでが

あり，層位的区分はできなかった。竪穴内の石器の出土状態で気付いたことだが，球状磯器は

Ⅴ層とⅥ1層との境いに集中し，床面から出土することは少なく，逆に床面およびⅦ1・Ⅶ2層に

ある擦り石，砥石等がⅥ1層より上層から出土することはない。これは両者が共存しないことを

意味するものではなく，2号竪穴全体の出土傾向が1号竪穴と同様，南西の斜面あるいはその

直下に集中していることから，Ⅵ1層上面ころ長期におよぶ可なりの規模の降雨による地表の流

動があったと解釈できるだろう。（第5図）K－6，L－6区の4号竪穴の遣物は，東・南・

－13－
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西面のプランが消失し，Ⅵ2層：黒褐色10YR2／3に広く未炭化の古倒木の根・幹が延びており，

その直下に文様の判然としない土器小片やフレイクを出土する。出土状況の点からK－7区か

ら出土した擦り石8個と球状礫器1個の集まりは不自然であり，これらは北壁上し－8区の焼

土周辺に検出されたチップの集積とあった石斧，石皿，擦り石等の仲間とみられ，確実にこの

竪穴に伴ったものとはいい難い。

発掘区全体から見た遺物の出土分布は明らかに南の凹地，およびシノ地に偏在している。10

列より北は，N－12区から西北に流路をとる古沢に向って傾斜し，遺物は全く出土しない。遺

構外で出土遺物がグルーピングできるのはし－9区の円筒土器下層式に並行するとみられる土

器と先きのし－8区の礫器群であり，これらは8，9列を結ぶ鞍部に生活址面があったように

思われる。他に遣物が集中的な箇所は2号竪穴北壁外のF－7区にコッタロ式，1・3号竪穴

南の崖の崩落斜面に東釧路4式，B－3・4区に中期の余市式・ノダップII式が比較的まとま

った状態にある。また各区内には大小多形状の浅い掘り込みが数多く検出されている。そのう

ちの幾つかは人為的ピットの可能性もあろうが，それを想定しうるだけの積極的要件は何一つ

なく，遺物の出土状況もそれとは無縁に近いものであった。　　　　　　　（佐藤芳子）

3．遺構と遺物

a．1号竪穴

覆　土

G－4・5・6区，H－4・5区とF－4・5区の一部にかけて検出された。東側は松江原

野1号線に接する切り土のノリ肩，南は崖，西北が緩斜面の耕地になっており，南の標高は23．

10m，北は22・75mで凡そ70cmの落差がある。東西はほぼ平坦でG－5区が僅かに窪んでいる。

覆土は次のような層序で堆積する。

I層：褐色10YR4／6－灰黄褐色10YR4／2で腐植を含む壌土である。層厚は平均20cm，G－5・

6区にⅤ層に達する撹乱とH－5にⅦ2層に達するテスト・ピット址がある。

II層：浅黄橙色7・5YR8／4の火山灰の砂土で，G－4・5区の窪みに堆積する。中心の厚さは10

－12cmで円状に拡がって消える。

III層：黒褐色10YR2／2の腐植に富む火山灰で層厚6－10cm。竪穴内での判別は容易である。

Ⅳ層：黄橙色7・5YR7／8の火山灰の砂土で，竪穴外では殆んど欠層になっている。この層は奥尻

島南部平坦地での平均的厚さは2cm以下であるが，ここでは落ち込みで2－4cmあり，

円状に鉱がって消える。

Ⅴ層：黒褐色10YR2／2の腐植に頗る富む壌土の火山灰層で層厚10。m前後と薄い。いわゆるOs

白バン層であるが，竪穴内の堆積では白い斑点が非常に少ない。水分を多量に含み，粘

性がある。
′

Ⅵ層：褐灰色10YR4／1－黒褐色3／2の壌土で場所によって色調が異なる。層厚は32－50cmで上
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面から遺物の包含がある。これをⅥ1層とし，南の斜面を伝って流れ込んだG－5区中央

に及ぶ堆積層：黒褐色10YR3／1は木炭粒を多量に含み，層厚10cm。これをⅥ2層とし，そ

の下層の灰黄褐色10YR4／2の厚さ6cmの粘土層をⅥ。層とする。何れも再堆積層で遺物を

包含する。

Ⅶ層：灰黄褐色10YR5／2は東の緩斜面から流れ込んだ再堆積層で，竪穴中央付近で層厚4cmで

床面の大部分を覆っている。極めて粘性が強いロームで遣物を包含する。基盤層は明黄

褐色10YR6／6で若干ラフな感じの粘土層で竪穴床面である。なお，Ⅶ・Ⅷ層は乾燥時は

非常に硬く，亀裂が生じやすく冠水するとその間隙に軽い腐植土や異質の土壌が入り込

んで，蔦が這ったようになる。床面は一応踏み締められているので面の追跡はそう難し

いことではないが，日照り・降雨にかかわらず一旦作業を中止してしまうと見分けが困

難になり壁や床を突き破る危供がもたれた。

遺　構（第°8図・第4図版）

G－4・5区とH－4・5区に火山灰の拡がりを求め，除去したのちにF－5区とG－6区

を補足したが，F－5区の火山灰は別個のもの（2号竪穴）と判り，さきの4グリッドの掘り

下げを行った。最初に壁が検出されたのはG－4区で，立上りは300でなだらかではあるが認め

られた。だが東南に周るにしたがって，東から西に向う緩斜面に連なり，西は深く落ち込み，

北東面はⅥ層とⅦ層の色調，粒度，硬度等の変化が甚しく，心もとない壁であった。G－4区

の壁も結果的には2段になりベンチ様テラスとなって，更に床面の半壊した石組みの炉址へと

窪む。またG－5区の中央に東から西へと延びる短い壁があり，炉牡との間が括り鉢状の凹地

になっている。全体から見た床面は浅い皿形で小さな起伏がある。

平面の形状は東・南一西・北を長軸とし，長さ約7．6m，北・東一南・西を短軸とする最大幅

6．9mの不整長方形で，少なくとも2軒以上が重複したものと考えられる。

遺　物

土　器（第10図・第12図版1－43）

出土した土器片は，口縁部38点，胴部833点，底部24点，総数895点でその中から2個体が復

元された。拓影に摘出したものは43点である。Ib：1・2，Ic：3－17：27－37・39，Ie：

18－23，IIb：24－26，IIc：40，IIIb：38・41・42，Ⅳ：43で，Icのコッタロ式とIeの東釧路

4式を主とする。個々の出土区，層位，特徴については第1表を参照されたい。

復元土器（第9図1・2，カラー図版ii5・6）

1．Icのコッタロ式である。平縁で口唇部が内側に反り加減になっている。深鉢形で口縁部は

僅かに外反し，休部はゆるやかな脹らみをもって底部に移る。底部は筒形で器高の10／2の高さ

で直立し，接合部は「く」の字を呈する。平底である。器厚は5mm前後で薄く平均しているが，

底は14mmと厚い。施文は幅2－4mmの貼付帯により文様の割り付けをおこなったあとに撚糸文

を加える。貼付帯は口縁上部では平行に2本，その下に1本を小波状にうねらせ，胴部では1

本を周回させ上下の2本をうねらせている。底部近くにも1本が周回する。文様は撚糸文Lの

ー18－



絡条体を口縁部と胴部の貼付帯中心に縦位に施し，撚糸文Rを密に巻いた絡条体を用いた方向

の異なる羽状文と直行文を胴部貼付帯の上下に加えている。内面は横ナデによる調整がなされ

ている。色調はにぷい黄褐色で焼成はや、脆い。細かい砂粒を含む。

器高26．2cm，口径30．2cm，底部径10・4cm。

2．Ieの東釧路4式に相当するものと思われる無文の丸底土器である0平縁で口唇は若干丸味

がかっている。体部の中央よりや、下に意識的に隆帯状の脹らみが作出され，それより上部は

テーパー状に外傾し，下部は内角が800の丸底である。内面は横ナデ，隆帯状の部分は指頭によ

る調整がみられる。胎土に砂粒を含む。色調はにぷい黄橙色で焼成は硬いD

器高14cm，口径推定17．4cm，器高6－8mm。

っぎに拓影土器のうち特徴的なものについて述べる。9は，底部に近い部分のもので幅2－

3mmの薄い貼付帯が5段平行する。その上からR日の絡条体の縦位庄痕文が施されている。Ic

としたがIdとした方がよいかも知れない。10は，幅3mmの平板状のものに径0・8mmほどの繊維

の類をコイル状に巻き付けた原体を押圧したもので，その端に原体を押えたときの円形痕がみ

られる。なお繊維というのはそれ自体が極細のコイル状になっており，何なのか想定できか㌔

15，16は同一個体で張りのある胴部付近のもの03本組紐による斜位と横位の押庄文が施され，

縄端による刺突列，原体端を押えたときの円形痕が装飾的である。18－22は同一個体に属する

もので，18は口縁部で口唇断面は丸形，22は弱い脹らみをもつ胴部でLにの絡条体が縦横2方

向から施し羽状文としている。整形が悪く，輪積みの凹凸が目立つ。・この種の器形は概ね逆三

角形状の丸底であり，どちらかというと器高より口径のほうが大きい傾向にある。つぎの23の

第9回1号竪穴出土の復元土器

－19－



例は，Rjiの絡条体を前例と同様の手法で施文したものであるが，器厚も9mmと厚く微砂粒を

多量に含んでおり，全く趣きを異にする。24－26は同一個体に属するもので，24は，口縁部で

口唇断面は角形，口縁2cm幅に横走するL悟の縄文，同一原体を縦横2方向から施した横位の

大型羽状縄文が施されている。胎土に0．2－0．5mmの多量の磯と若干の繊維を含む器厚9－11mm

で黄橙色，焼成は硬い。28－30も同一個のもので，28は胴部，29・30は底部に近い部分である。

幅5－6mmの貼付帯があり断面は三角形を呈す。その稜上に縄端による押庄文が並列する。施

文はI剥・R臣よる繊細な桝のある羽状縄文である。4血昔 輯の結束のある

縦位の羽状縄文で極．めて少ない施文例である。IIcに分類したが早期末の可能性もある。41は網

目状撚糸文である。42はIeの山形に分化する口縁部かも知れをい。

石　器（第11図1－24－第12図25－40，第13図版1－40）

1号竪穴から出土した石器は，定形化した石器55点，石片類559点で，総点数614点であるが，

それぞれの出土した層，石器の計測値については第2表を参照されたい。　　（佐藤忠雄）

石鉄　細形の石鉄I－a，I－b，I－Cと三角形石鉄のI－dが出土している。細形の石

鉄が5点，三角形石鉄1点で6点出土しているが，五角形石鉄に類するものもある。

石鈷　有舌の石錆II－dと菱形のII－Cがある。II－dが2点，II－Cが1点で特色ある有

舌の石錆は黒曜石製である。

石錐　ここで石錐と分類したものは，棒状のものと，同じ棒状で基部が太くて厚味のあるも

の，刺器に類するものである。

ナイフ状石器　定形化した石器55点中22点出土しているが，分類すると細身のⅤ－1a，Ⅴ－

1b，Ⅴ－1C，Ⅴ－1d，Ⅴ－1fと身幅の広いⅤ－2a，Ⅴ－2b，Ⅴ－2C，Ⅴ－2d，Ⅴ－2eが

ある。Ⅴ－1C，Ⅴ－1d，Ⅴ－2bが多い。これらにつまみの小さいもの（15，29，33）や

幅広で小形なもの（28，29，30）がある。

掻器　槍状のⅥ－dと扁平なⅥ－eがある。Ⅵ－eの34は裏面に剥離原面を残しているが刃

部が孤状で厚味をもっていて，器面の加工はプレッシャーフレイキングによる。

ヘラ状石器　幅広のⅧ－bである。刃部が水平で厚く，裏面を平らに加工している。

磨製石斧　石斧は2点出土しているが，1点は基部で薄く仕上げられ穴を両側からあけた有

孔石斧である。1点は短柵形で器面叩き打つ技法で形を整えてから刃部を部分磨製によ

って造り出している。横断面形は円形に近い。遣構外の石器で磨石類のⅨ－bとしたな

かにあるいはこの種の石斧の柄が混入しているのかも知れないがⅨ－bは石棒の類かも

知れないので擦石類に入れておいた。

球状礫器　自然石の球状のものを用いて皮なめしなどそのままで叩くとかすり付けるとかの

方法で使用したと考えられるもので，部分または全面が磨いたようにつるつるしている

ものである。8点出土している。これは竪穴の上部から出土している。

擦石類　安山岩の自然石の一部，稜線部分を擦るなどで使用したもの（41－44）砥石のよう

に使用したもの（45－47）が7点出土している。　　　　　　　　　　（千代　肇）
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第1表　1号竪穴出土土器一覧表

図 図版 番 号 分 類 出 土 区 層位 備　　　 考 図 図 版 番 号 分 類 出 土 区 層位 備　　　 考

10 1 2 1 Ib G － 4 Ⅶ 1 0 1 2 2 3 I e H － 4 Ⅵ 1 胎 土 微 砂 礫 多

ク ク 2 ク ク ク ク ク 2 4 IIb G － 4 ケ

ク ク 3 I c ク ク ク ク 2 5 ク ク ク

ク ク 4 一ケ G － 5 ク
内 C o ． ク 〃 2 6 ク 〃 ケ

ク ク 5 ク ク ク
5 － 8 同 一 個 体 ク ク 2 7 I c H － 4 Ⅶ 胎 土 砂 粒 多 ．内 C o ．

ク ク 6 ク ク ク 内 C o ． ク ク 2 8 ク ク ク

ク ク 7 ク ・ケ ク ク ク ク 2 9 〃 ク ク

ク ク 8 ク ク ク ク ク ・ケ 3 0 ケ ク ク

ク ク 9 ク H － 4 ク ク ク ク 3 1 ク G － 5 ク

ク ク 1 0 ク ケ ク ケ ケ ク 3 2 ク G － 4 ク

ク ク 1 1 ク ク ク
表 C o ．付 着 ．
‘月台土 微 ′J、礫

ク ク 3 3 ク ク Ⅵ 1

ク ク 1 2 ク ク ク 胎 土 微 小 礫 多 ． ク ク 3 4 ク ク Ⅶ

ク ク 1 3 ク G － 4 ク ク ク 3 5 ク H － 4 ク

ク ク 1 4 〃 G － 5 Ⅵ 3 ク ク 3 6 ク G － 5 ・ケ

ク 〃 1 5 〃 H － 4 Ⅶ 〃 〃 3 7 ク G － 4 ク

ク ク 1 6 ク ク ケ
焼 成 脆 い ク ク 3 8 IIIb G － 5 Ⅵ 1

ク 〃 1 7 ク ク ク ク ク 3 9 I c H － 4 Ⅶ

ク ク 1 8 I e G － 5 ク ク ク 4 0 IIc 〃 ク

ク ク 1 9 ク ク ク ク ク 4 1 IIIb G － 4 Ⅴ

ク ク 2 0 ク ク ク ク ク 4 2 I e H － 4 Ⅶ 表 面 赤 橙 色

ク ク 2 1 ク ク ク ク ク 4 3 Ⅳ ク Ⅴ

ク ク 2 2 一ケ ク ク

第2表　1号竪穴出土石器一覧表

図 図 版 番 号 出 土 区 層位 種　 類 全　 長 （m m ） 最 大 幅 （m m ） 最 大 厚 （m m ） 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　 要

1 1 ． 1 3 1 H － 5 Ⅶ 石　　 鉄 35 ．3 10 ．8 2 ．6 1 ．4 S h e ．

ク ク 2 G － 4 ケ 〃
（29 ．2 ） 12 ．4 4 ．7 1 ．2 S h e ．

ク 〃 3 G － 5 ク 〃 4 5 ．2 11 ．5 5 ．0 1 ．4 S h e ．

ケ ク 4 ク ケ 〃 4 0 ．2 16 ．2 6 ．5 2 ．4 S h e ．

ク ク 5 G － 6 Ⅵ l 〃 17 ．6 14 ．9 4 ．2 0 ．8 D a ．

ク ク 6 H － 4 ク ク 21 ．8 12 ．5 3 ．6 1 ．2 O b s ．

ク ク 7 H － 5 ク ク 34 ．8 18 ．8 4 ．3 1 ．6 O b s ．

ク ケ 8 G － 6 ク ク 33 ．2 19 ．9 18 ．4 2 ．4 S h e ．

ク ク 9 H － 5 Ⅶ 石　　 錐 32 ．4 6 ．2 3 ．6 1 ．2 S h e ．

ケ ク 1 0 G － 5 Ⅵ 1 ク 39 ．6 9 ．0 5 ．8 1 ．2 S h e ．

ク ク 1 1 ク Ⅶ ク 33 ．4 14 ．6 4 ．8 1 ．4 S h e ．

ケ ク 1 2 〃 ク ナ イフ状石器 37 ．7 17 ．8 5 ．0 1 ．8 S h e ．

ク ク 1 3 H － 5 ク ク 4 3 ．6 19 ．8 4 ．2 2 ．8 S h e ．
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図 図 版 番 号 出 土 区 層 位 種 ．類 全　 長 （叩d 最 大 幅 （mm ） 最 大 厚 （ふd ‘重　 量 （9 ）・ 石　 質 摘　 要

1 1 13 1 4 G － 5 Ⅶ ナイフ状石器 48 ．6 1 7 ．0 4 ．6
3 ．i

S h e ．

ク ク 1 5 ‘ク ク ク 53 ．5 2 0 ．9 4 ．7 4 ．1 ‘S h e ．

ク ク 1 6 ク ク ク 48 ．8 17 ．4 4 ．8 3 ．8 S h e ．

ク ク 1 7 ク ク 〃 55 ．4 2 1 ．6 4 ．3 4 ．2 S h e ．

ク ク 18 ク ク ク 61 ．1 18 ．7 4 ．3 4 ．1 S h e ．

ク ク 19 H － 5 ク ク 68 ．7 23 ．1 5 ．5 7 ．7 S h e ．

ク ク 2 0 ク ク ク 66 ．4 20 ．8 6 ．6 8 ．2 S h e ．

ク ク 2 1 G － 5 ク ク 8 5 ．8 29 ．0 5 ．2 1 3 ．6 S h e ．

ク ク 2 2 G － 4 ク ク 5 8 ．8 2 3 ．9 6 ．0 7 ．1 S h e ．

ク 〃 2 3 G － 6 〃 ク 8 7 ．6 3 7 ．2 5 ．9 1 9 ．8 S h e ．

ク 〃 2 4 〃 〃 ク 5 0 ．4 1 9 ．8 ’4 ．4 3 ．9 S h e ．

〃 ク 2 5 G － 4 ク． ク 6 0 ．4 2 0 ．3 5 ．6 6 ．9 S h e ．

ク ク 2 6 H － 4 ク ク 5 2 ．0 2 3 ．8 4 ．9 5 ．1 S h e ．

ク 〃 2 7 G － 5 ク ク 70 ．9 3 7 ．0 8 ．5 14 ．1 D a ．

ク ク 2 8 G r 6 ク 〃 42 ．0 3 0 ．8 5 ．7 5 ．8 S h e ．

ク ク 2 9 G － 4 ク ク 45 ．7 2 6 ．4 6 ．4 6 ．2 S h ．e ・

ク ク 3 0 H － 4 〃 ク （37 ．7 ） 2 6 ．1 7 ．1 （6 ．0 ） S h e ．

ク ク 3 1 G － 6 Ⅵ 1 ク 44 ．4 19 ．7 5 ．2 3 ．2 D a ：

ク ク 3 2 G － 5 ク ク （51 ．2 ） 19 ．7 5 ．3 （4 ．7 ） S h e ．

ク・ ク 3 3 ク ク ク 52 ．6 15 ．7 4 ．7 3 ．1 S h e ．

ク ク 3 4 G － 3 Ⅶ 掻　　 器 70 ．3 4 1 ．8 11 ．3 3 2 ．4 S h e ．

ク ク 3 5 H － 4 ク ク （4 7 ．2 ） 26 ．4 8 ．8 （6 ．1） D a ．

ク ク 3 6 G － 5 ク ク 4 6 ．1 29 ．3 8 ．8 1 1 ．5 S h e ．

’・′ケ ク
3 テ

ク ク 〃 6 1 ．7 5 0 ．0 1 4 ．4 32 ．6 S h e ．

ク 〃 3 8 ク ク ‘有 孔 石 斧 （5 0 ．0） 3 2 ．8 5 ．6 （15 ．6 ） R h y ．

ク． ク 3 9 H － 5 Ⅵ 1 へ ら状 石 器 7 8 ．4 5 0 ．9 ．1 5 ．4 69 ．7 S h e ．

ク ク 4 0 H － 4 ク 磨 製 石 斧 （15 0 ．5） 3 9 ．3 3 2 ．4 （3 12 ．4 ） T u －S a ．

甲 図版 番号 出 土 区 層位 種　 類 全　 長 （mm）最大 幅 （の 最大厚 （mm）重　 量 （9 ） 擦 り面の長 さ×幅 （mm）

13 1 4 4 1 1 号竪穴 Ⅶ 1 擦 り石 12 3 8．5 5 5 77 0 66 ×　6

ク 〃 42 ク ク ク 16．5 7 0 5 4 1，01 0 1 05 ×　8

ク 〃 43 ク ク ク 17 0 8 5 5 5 1，23 0 90 ×13

ク ク 44 ク ク ク 17 8 9・1 6 7 1，510 90 ×’9

ク 〃 45 ク Ⅶ2 ・砥　 石 215 1 4 1 6 0 2 ，000

ク ク 46 ク ク ク 14 7 1 4 5 7 5 1 ，370

ク ク 47 ク ク ケ 27 0 1 1 5 9 0 4 ，250

第3表1号竪穴ピット計測一覧表

番号 形　 状 上面径cm 底面径cm 深　 さcm 備　　 考 番号 形　 状 上面径cm 底面径cm 深　 さcm 備　　 考

1 楕円形 13×11 9　× 8 20 3 円　 形 10 ×10 8　× 6 18

2 円　 形 12×11 8　× 8 15 ．4 ク 20 ×22 － 6 東 開 口
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第10図　1号竪穴Ⅶ・Ⅵ3・Ⅵ1・Ⅴ層出土の土器
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第12図1号竪穴Ⅶ・Ⅵ1層出土の石器（2）
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⊂
第13図1号竪穴Ⅶ1・Ⅶ2層出土の石器（3）
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b．‾2号竪穴

覆　土

竪穴はE－5・6区，F－5・6と7区の一部にかけて検出された。東南面は1号竪穴と重

複し，南西面は3号竪穴に隣接している。南のF－4区に標高23．17mの地点があり，北のF－

7区に標高22．13mがあって落差約1m，3．50の斜面ほぼ中央に位置する。東西はD－6とH－

6区に標高22．87mの地点があり，G－6・F－6区の間が22．71mと低くなって16cmの落差で緩

やかに窪んでいる。覆土は次のような層序で堆積する。

I層：褐灰色10YR6／1で腐触を含む壌土である。層厚10「32cm，F－6区に160×100cm，130×

120cm，112×100cmの擾乱穴があり底がⅤ層に達しているものもある。

II層：浅黄橙色7．5YR8／4の火山灰・砂土で，層厚4－10cmでF－5区に良好な堆積がみられ

る。

III層：黒褐色10YR2／2腐触に富む火山灰層で平均層厚4cm。

Ⅳ層：黄橙色7．5YR8／4の火山灰・砂土で平均層厚3－4cm。F－5，E－6区に拡がる。遺

構をはずれると欠層する。

Ⅴ層：黒褐色10YR3／2－黒色10YR2／1のOs白バン層で，F－6区の南西角隅の竪穴中央付近は，

層厚上面の腐触が頗る富んでいる。層厚30－45cmで水分を多量に含み，竪穴内での白斑

は全く見られない。

Ⅵ層：暗褐色10YR3／3・黒褐色10YR2／2・黒色2／1で腐植に富む壌土で場所によって色調が異な

る。この層の上面はE－5，E－5・6区の高所からの流れ込みで，層厚20－50cm，極

めて不規則で大きく起伏する。これをⅥ1層とし，・それ以前に西斜面から竪穴中央に舌状

に堆積した小規模の流入をⅥ2層とする。層厚15－30cmで木炭粒が混入し遣物を包含する。
ヽ

Ⅶ層：褐色10YR4／4，暗褐色10YR3／3，褐灰色10YR4／1で南の斜面から中央の浅い落ち込みを

埋める粘土層で若干グライ化している。竪穴内の層厚は4cm前後で薄い。これをⅦ1層

とし，四方からの流入とみられる最も古い覆土，灰黄褐色10YR5／2をⅦ2層とする。強い

・粘性をもつローム層で層厚16cm前後で共に遣物を包含する。

遺　構（第14図・第5図版）

撹乱穴の少なかったF－5，E－5・6区にII層火山灰が円を措いたように認められたので，

5区の円心に接する角隅から外に掘開し，II層上面を完全に露呈させた。その結果，E－6，

F－6区の北寄りに欠層があり，掘り過ぎることを考慮してE－6区西面，F－5区，ついで

E－5区に竪穴の輪郭と壁の立上りを求めた。輪郭は南・南西・西に明僚な弧となって検出さ

れ，立上りは450－770，壁の高さは20－30cmで，明黄褐色10YR6／6を掘り込んだ堅牢なもので

あった。その直下の床面は西側に小さな乱れはあるもののF－5・E－5区壁外に3対，E－

5区床面に1対と1個，壁斜面に1一個の柱穴を検出した。床面は50cmほど中央に向うと黒褐色

のⅥ1層が一段と深く円状に落ち込んでいたが，当面，水平面を保って掘閥を進めた。その落ち

込み面ではF－5・E－5区から遺物が出土し，また4箇所に直径20～25cmの柱穴らしいもの

－27－

粛



C－23．47M ＋T E－6S　　　　－d

第14図　2号竪穴実測図
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を検出した。その柱穴らしきものは黒色で腐植に富み，土色の点からⅥ1層との区別は難しいよ

うに思えたが，その部分は細い粒状で硬度が軟らかく，竹箸を人差し指で軽く押しても入って

いくほどであった。深さは30cm前後でⅥ2層に達していたが，それを掘り込んだ痕跡は認められ

なかった。2段目の落ち込みの輪郭は，E－5・F－5区とF－6区の南側一部にかけて半円

形にあり，E－6区では北に直線状に伸び，F－6区では一段目の壁に連続している。壁高は

平均で16cm，北・東はやゝ低くなり10cm，西北に長さ2．5mの開口部がある。2段目の床面は南

側は比較的平坦であるが，西側は起伏がある。全体に皿状で中央部は，更に6cmほどの深さで

東南に向う不整形な窪みがある。

規則的に配置されたとみられる柱穴は1・2，3・4，5・6，7・8，9，10，17・18，

13，14，15であり，19，20は深さ10－15cmのピットで木炭粒を含んでいたが，炉址ではない。

この竪穴も1号同様で2軒が重複したものであろう。この竪穴の発掘中に2度に亘って大雨に

見舞われ∴完全に水没したが，基盤層が排水不良の粘土層であり，一目を要しても5cmも減水

しない。周囲から水脈が集まっていることもあるが，居住地としては適地だったとは考えられ

ない。なお調査終了ご，その粘土を採取し，土器の焼成実験を試みたが，充分造形・焼成に耐

えうるものであった。これらから推測される床面内部は自然の営力によって可なり変貌してい

ると見るべきであろう。

平面の形状は1段目の外周は直径約7mの円形，2段目の外周は不確かだが，南北に長軸を

とり6．4m，東西を短軸とする長さ5．2mの長楕円形らしい。

遺　物

土器（第15・1，6・17・18図，図版il・2，第16・17・18図版1－109）

竪穴の床面および覆土から出土した土器片は，口縁部59点，胴部1366点，底部67点，総数14

92点である。その中から特徴のある代表的なもの109点を摘出し拓影図示した。それらはIa：1，

Ic：2－29・75－84・90－93・95－97・107－109，Id：42－61，Ie：31－61・62－73・85－89，

IIIb：94・98－106に分類される。Icのコッタロ式は断片的だが，Idの中茶路式，Ieの，東釧路4式

に相当するものは，比較的まとまった好資料で，ほかにIe，IIIaの2個体が復元できた。なお個

々の出土区・層位については第5表を参照されたい。

復元土器（第15図1t2，カラー図版il・2）

1．Ieの東釧路4式に相当する深鉢形土器である。口縁は現存する部分が4／1弱なので明らか

でないが，4箇所に低く山形分化するらしい。口唇断面は丸形で，器形は胴部中央より口縁部

へと直立し，底へは緩やかに砲弾形に細まり，先端は鼻先を軽く潰した感じになっている。耳

様は口縁部に2cm幅のRjiの右斜位の絡条体圧痕文を並列させ，同原体を2方向から廻転押圧

して羽状文を休部全面に施している。器壁6mm，底部10mm。胎土に微砂粒を多量に含む。色調

は鈍い黄橙色で焼成はよく硬い。器高30cm，口径推定30．4cm。F－6区Ⅶ1層出土。

2．IIaに分類した綱文式土器に相当する時期のものである。器形は丸底の深鉢形で口縁は平縁，

口唇断面は，内外を少し面とりした丸味のある角形で，器高より口径が凡そ1：1．5の割合で広
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第15図　2号竪穴出土の復元土器
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い。体部はゆるやかなカーブで底に向って細まる。この種の器形は，いわゆる綱文式土器のも

のである。施文はL劇とR朋の原体による幅5－6mmの太い斜行縄文を交叉させたので，少

ない施文例でないかと思う。胎土に微砂粒と少量の礫を含む。器壁8mm，底14mmの厚さである。

口唇上面と内面に横ナデによる入念な調整がなされている。色調は灰黄褐色で焼成はよく硬い。

器高32．2cm，口径47．6cm。F－6区Ⅵ2層出土。

つぎに拓影土器のうち主なものについて述べる。1は表面に縦位，内面に綾状の貝殻復縁条

痕文のある小片である。本遺跡ではこれを入れて2点が出土した。2は口縁部で1号竪穴出土

の復元土器と同型のものであろう。

コッタロ式の押庄京を施したものは，小片ながら各部位が出土しているので凡そを知ること

ができる。コイル状絡状体3－6・10－13・16－29は平板状のものに　一竹管を2／1，4／1栽し

たものかも知れない　一樹皮の繊維あるいは鯨のヒゲ等の極細のものを巻き付け押圧した文様

を特徴とするものである。コイルには密なものと粗なものがあり，14・15のように棒がけした

ものもある。コイル状絡条体圧痕文はコッタロ式土器の主体文の一つである。この文様が用い

られている土器では撚糸・絡条体圧痕文は副次的に使われ，一般にはコイル状絡条体圧痕文＋

貼付帯＋羽状文と組み合わせられることが多いようである。器形は19の例をみると山形分化す

るものもあるようだ。胴部は16のように脹らみがあるb文様はコイル状の庄痕文を縦位，横位，

斜位，長短を使い分け，貼付帯，刺突文等を加えて，込み入った構図を描出している。8・9

は3本組紐庄痕文のある小片。

Idの中茶路式に相当するものは，小片を入れると100点近く出土したが復元には至らなかった。

42・61から胴部に脹らみのある平底の土器で，底部径は凡そ13cmと推定される大型の深鉢形の

ようだ。Idのテピカルな施文は，器の全面に一定幅をとって多重に周らす細紐状の平行貼付帯

で，断面が稜状また平板状だったり区区だが，何れにしても微隆起線に近いものである。42・

43・45・58・60・61は平行とゆるい波状の貼付帯があり，その上からFRjlの絡条体廻転押庄文

を縦位に施し，53・54・56・59は貼付帯間に繊細なR厨たはし増の斜行縄文のあるもの，44

・46・47・49、－51は貼付帯に斜位や方形の区画文があり，貼付帯間に2本単位の縄線文の押圧

がみられる。区画文は美沢2・3遺跡において変化に富むものが多数出土しているが，本遺跡

のものは中野A遺跡8号住居址出土の浅鉢形土器に近いような気がする。器厚は4－5mm，色

；調は灰黄褐色，焼成は硬い。

東釧路4式に相当するものでは羽状撚糸文が代表的であるが，外に横位や斜位の波状撚糸文

の主体文，付加文にも撚糸絡条体押庄文や押庄縄線文などがある。30－35は同一個体に属する

もので，33－35は山形分化する口縁部，口唇断面は先細りの丸形で器厚は5mmと薄い。文様は

L号の撚糸絡条体を2方向から施して羽状文としている。36－40も同一個体のもので，前例と

は30cmと離れていない同一レベルで出土したものである。

36－40も同一個体に属するものである。36－38は口縁部片で，口縁は大きく山形に分化する

らしい。口唇は薄く，口縁部は前例が直線状であるのに対し，やゝ内反し脹らみをもつ。文様
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は口縁から胴部にかけて1cmの幅を保った2本単位のRjiの平行撚紐押庄文が3－4段施され，

その間に斜位の療糸の廻転押庄文がある。40は径4mmの補修孔があり，その内面に厚い炭化物

が付着する。器厚5－6mm。焼成は硬い。

41は口縁部片でやゝ張りがある。口縁部に平行撚糸文が4段と，その下にRjiを右巻きした

縦位の庄痕文が並列している。右斜位の羽状文はその原体を用いたもので，原体の末端処理で

生じた綾絡文も見られる。本号竪穴の復元土器1と同じ仲間で内面に炭化物が付着する。64－

70も羽状文，68・69は2種の原体が用いられた羽状文で，下段がR桂の縄に1本のRを左巻き

にした縄巻き縄文になっそいる。7ト73は現を荒く巻いた斜位の絡条体廻転文である。85－

89は横位に波状する撚糸文。

99－106は同二個体の口縁部でIIIb－1に分類される。口縁は山形に小分化しており口唇断面

は丸形である。口線部にL号の平行縄線文が6条施文されている。102・103はIIIb－4L号の絡

条体による網目状撚糸文，104は無地文の口縁部に2条の平行沈線文を周回させ，その下に3－

4条の撚糸文を鋸歯状に施したものらしい。器の内外面とも凹凸が目につくが滑沢である。色

調はにぷい黄橙色で焼成は極めて堅牢である。　　　　　　　　　　　　（佐藤忠雄）

第4表 2号竪穴ピット計測二覧表

番 号 形　 状 上面径 cm 底面径 cm 深　 さ、cm 備　　 考 番号 形　 状 上面径 cm 底面径 cm 深　 さcm 備 ． 考

1 円　 形 2 6 × 2 8 2 0‘× 2 0 15 2 と対 ’1 1 楕 円形 1 6 × 2 0 1 2 × 1 6 2 2

2 ． 楕円形 2 0 × 24 1 2 × 1 6 1 8 1 2 ク 1 7 × 2 4 5 × 1 0 1 5

3 円　 形 16 × 18 1 0 × 1 2 1 8 4 と対 1 3 ・ 円　 形 2 0 × 2 0 1 6 × 1 6 1 5

4 ク 18 × 2 0 1 2 × 1 2 2 0 14 ク 3 0 × 3 2 2 4 × 2 6 2 5

5 楕 円形 2 2 × 2 6 1 6 × 1 8 2 0 6 と対 1 5 ク 1 2 × 1 6 1 2 × 14 8

6 円　 形 2 7 × 3 0 2 0 × 2 0 2 5 1 6 楕円状 2 0 × 2 6 － 1 0 東 開口

7 楕 円形 し1 8 × 2 3 10 × 1 2 1 5 8 と対 17 円　 形 22 × 24 1 6 × 1 6 2 0 1 8 と対

8 ク 1 6 × 2 0 4 ×　 6 18 18 ク 2 2 × 2 0 1 4 × 1 6 1 8

9 ク 1 7 × 2 2 1 4 × 1 6 1 2 1 9 方　 形 3 0 × 4 0 2 2 × 3 8 1 0

1 0 方　 形 1 5 × 2 4 1 0 × 2 0 8 2 0 不整形 6 0 ×，8 9 50 × 7 6 2 1 南西開 口

注：深さは遺構面より計測
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第16図　2号竪穴Ⅶ1・Ⅵ2層出土の土器（1）
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第17図　2号竪穴Ⅶ1・Ⅵ2層出土の土器（2）
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第18図　2号竪穴Ⅶ1・Ⅵ2層出土の土器（3）
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第5表　2号竪穴出土土器一覧表

図 図 版 番 号 分 類 坦 土 区 層 位 備　　　 考 図 図 版 番 号 分 類 出 土 区 層 位 ．備　　　 考

1 6 1 5 1 I a F － 6 Ⅶ 1 1 6 1 5 3 8 I e E 一 一6 Ⅵ 2

〃 ・ケ 2 I c ク ク ク ク 3 9 一ケ F － 6 ク

ク ク 3 ク ク ク ク ク 4 0 ク E － 6 ・ケ 内 C ・0 ．

ク ク 4 ク 一ケ ク ク ク 4 1 ク ク ク 内 C o ．

ク ク 5 ク ク ク
内 C o ． 1 7 1 6 4 2 I d ク Ⅶ 1 4 2 ・4 5 ・6 1同 一 個 体

ク ク 6 ク ク 一ケ ク ク 4 3 ク 一ケ ク

ク ク 7 ク ク ク ク ク 4 4 ク ク ク

ク ク 8 ク ク ク ク ク 4 5 ク 一ケ ク

ク ク 9 ク E － 6
ク ク ク 4 6 ク ク ク

ク ク 1 0 ク F － 5 ク ク ク 4 7 ク F － 6 ク

ク ク 1 1 ク ク ク 胎 土 に 砂 礫 ク ク 4 8 ク
ヽ

E － 6 ク

ク ク 1 2 ク F － 6
ク ク ク 4 9 ク ク ク

ク ク ‘、1 3 ク ケ ク ク ク 5 0 ク F － 6 ク

ク ク 1 4 ク ク ク ク ク 5 1 ク E － 6 ク

ク ク 1 5 ク F － 5 ク ク ク 5 2 ク E － 5 ク

ク ク 1 6 ク F － 6 ク 1 6 － 1 8 同 一 個 体 ク ク 5 3 ク ク 一ケ

ク ク 1 7 ク ク ク ク ク 5 4 ク ク ケ

・ク ・　 ク 1 8 ク ク ク ク ク 5 5 ク ク ク

ク ク 1 9 〃 E － 6 ・ク ク ク 5 6 クヽ ク ク

ク ケ 2 0 ク ケ ク ク ク 5 7 ク ク ク

ク ク 2 1 ク ク ク ク ク 5 8 ク ク ク

ク ク 2 2 ク F － 6
ク 2 2 ” 2 4 同 一 個 体 ク ク 5 9 ク ク ク

ク ク 2 3 ク ク 一ケ 内 C o ． ク’ ク 6 0 ク ク ク

ク ク 2 4 ク ケ
′

ク 〃 ク 6 1 ク ク ク

ク ク 2 5 ク ク ・ケ 〃 ク 6 2 I e E － 6 ．Ⅵ 2 6 2 ・6 3同 一 個 体

ク 〃 2 6 ク ク ク ク ク 6 3 ク ク ク

ク ク 2 7 ク E － 5
ク 胎 土 に 砂 磯 ク ク 6 4 ク F － 6 ク 6 4 ・ 6 5 同 一 個 体

ク 〃 2 甲 ク ク ク ク ク ク 6 5 ク ク． ク

ク 〃 2 9 ク ク ク ク ク 6 6 ク E － 5 ク

ク 〃 3 0 I e E － 6 Ⅵ 2 3 0 ～ 3 5同 一 個 体 ク ク 6 7 ク F － 6 ク

ク ク 3 1 ク 〃 ク ク ク 6 8 ク F － 5 ク 6 8 ・6 9 同 一 個 体

ク ク 3 2 ク ク ク ク 〃 6 9 ク ク 一ケ

一ケ ク 3 3 ク 〃 ク ク ク 7 0 ク F － 6 ク

ク ク 3 4 ク 〃 ク ク ク 7 1 ク E － 6 ク 7 1 － 7 3 同 一 個 体

ク ク 3 5 ク ク ク
胎土 に砂礫 ・焼成 堅 牢 ク ク 7 2 〃 F － 6 ク 内 ・外 C o ．

ク 〃 3 6 ク F － 6 ク 3 6 ～ 4 0 同 一 個 体 ク ク 7 3 ク E － 6 ク

ク 〃 3 7 ク E － 6 ク ク ク 7 4 ク F － 6 ク
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図 ‘由 版 番 号 分 類 出土 区 層位 備　　　 考 図 図 版 番 号 分 類 出 土 区 層 位 備　　　 考

1 8 1 7 7 5 I c E － 6 Ⅶ 1 7 5 ・7 6 同一 個 体 18 1 7 9 3 I c E － 6 Ⅶ 1

ク ク 7 6 ク ク ′ケ ク ク 94 lIIb F － 6 Ⅵ 1

ク ク 7 7 一ケ F － 6 ク ケ ク 9 5 I c ク Ⅶ 1

ク ク 7 8 ク F － 5 ク ク ケ 9 6 ク ク 〃

ク ク 7 9 一ケ 〃 ケ ク ク 9 7 〃 ク ク

ク ク 8 0 ク E － 5 ク 〃 ク 9 8 IIIb ク Ⅵ 1

ク ク 8 1 ク ク‾ ク ク ク 9 9 一ケ E － 4 〃
9 9 － 102 ・105 ・106

同 － イ固＿体

ク ク 8 2 ク F － 6 ケ ク ク 岬 ク F － 6 ク

ク 〃 8 3 ク E － 5 ク ′ケ ク 101 ク E － 5 ク

ク ク 8 4 ク F － 6 ク 〃 ク 102 ク F － 5 Ⅴ

ク ク 8 5 I e ク Ⅵ 2 85 － 87 同 一 個 体 一ケ 〃 103 〃 F － 6 ク

ク ク 8 6 ク 1〃 ク ケ ケ 104 ク E － 6 ク

ク 〃 8 7 ノケ ク 〃 〃 ク ．105 ク E － 5 ・ケ

ク ク 8 8 ク F － 5 ク ク ク 106 ク E － 6 〃

ク ク 8 9 ク F － 6 ク ク ノケ 107 I c E － 5 Ⅶ 1

ク ク 9 0 I c E － 5 Ⅶ 1 90 ・9 5同 一 個 体 ク ク 108 〃 ・ケ 〃

ク 〃 9 1 〃 ク ク
9 1 ・9 3同 一 個 体 ク ク 109 ク F － 6 ク

ク ク 9 2 ク ク ク

石　器（第19図一第24図，第18図版一第20図版，第4－6表）

この竪穴から出土した石器は定形化した石器113点，石片類1，340点で総点数1，453点である。

出土量の多いのはナイフ状石器であり，石鉄，削器がそれについでいるが，ここではヘラ状石

器の典型的なものが出土している。

石鉄　床面から出土した石鉄は，I－bが4点，I－Cが1点，I－gが1点の6点でI－

bの石鉄のうち3点が黒曜石製である。覆土の石鉄はI－b，I－C，I－eで三角形

石鉄の1点が黒曜石製であ、れ，ほとんどが細身の石鉄で，覆土の12点と合せて2号竪穴

では全体で18点が出土している。

石錨　石錆は1点であるが床面から出土したI卜aである。木の葉状の形をしているもので

石鉄より肉厚である。

石錐　石錐は床面で1点，覆土から2点が出土している。床面のものは黒曜石製でIIトaで

あるが，覆土からのものはII「－aとIII－bで，利器として用いられたと考えられIII－a

は刃部が使用により磨耗している。

ナイフ状石器　床面から24点，覆土から15点出土しているが，床面ではⅤ－1b，Ⅴ－2a，Ⅴ

一2bがほとんどであり，覆土ではⅤ－1a，Ⅴ－1b，Ⅴ－1C，Ⅴ－2b，Ⅴ一2Cのタイプが

出土している。床面では幅の広いⅤ－2が比較的多いのに，覆土からは細身のものが多

い傾向にあった。

掻器　床面で4点，覆土で1点出土している。床面から出土したものはⅥ－C，Ⅵ一dであ
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るが，床面からは円形に近いⅥ－aが出土している。

削器　床面で8点，覆土から4点出土している。床面では長方形で片側が肉厚となるものが

ある。道南の縄文早期末には片側に剥離原面や原石面を残す横形の石片から製作したも

のが出土するが，ここから出土したものは縦形の石片から作ったものが多い。縄文早期

末の特徴であるⅦ－d，29が1点出土している。

ヘラ状石器　床面から2点，覆土から2点が出土している。床面ではⅧ－b，Ⅷ－Cが出土

し，覆土でⅧ－aが出土している。ヘラ状石器は縄文前期から普遍的に出土するが，刃

部が水平で幅広いのが，この遺跡での特徴的といえよう。

剥片石器　不定形であるが，石片の部分に刃部があるものと大きく打欠きで器面を調整した

石器がある。これらに削器の機能をもったものもあるが，破損品などのために剥片石器

としたものがある。

大形剥片石器　剥片石器のなかで刃部や器面を再調整することなく，大きく刃部など打欠い

てある形にしたものを分類した。これらは大きさも他の剥片石器より大きぐ，あるいは

未製品とみることができるが，そのままでも用途によって使用することができるもので

あり，機能的に細分も可能である。

磨製石斧　床面からは破損品が2点出土した。これは石質と作り方，熱変化を受けている状

態などで，その基部と刃部が同一個体となる可能性もある。この石斧は道南地方で縄文

早期からごく一般に出土するタイプである。覆土から出土したものは刃部が一部欠損し

ているが，1号竪穴の床面から出土したものとは異なる磨梨石斧である。

球状礫器　床面から出土したものがなく，覆土から12点が出土している。

擦石類　これらは2号竪穴Ⅶ層から出土している。自然石で安山岩質のものを用いて一端に

擦ったり打欠けのあるものと砥石として使用したものなど8点が出土している。

第6表　2号竪穴床面出土石器一覧表

図 図 版 番 号 出 土 区 層 位 種　　　 類 全　 長 （m m ） 最 大 幅 ‘（m m ） 最 大 厚 （m m ） 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　 要

1 9 1 8 1 E － 6 Ⅶ 1 石　　　 鉄 4 0 ．9 1 3 ．5 4 ．4 1 ．3 S h e ．

ク ク 2 ク ク ク 4 1 ．7 1 2 ．9 3 ．3 1 ．4 O b s ．

ク ク 3 ク ク ク 4 4 ．4 1 2 ．8 3 ．3 1 ．4 O b s ．

ク ク 4 ク ク ク 4 7 ．0 1 2 ．9 3 ．1 1 ．4 O b s ．

ク ク 5 ク ク ク 5 2 ．1 1 3 ．8 4 ．0 1 ．5 S h e ．

ク ク 6 F － 6 ・ケ ク 4 0 ．6 14 ．7 3 ．9 1 ．6 C h e ．

ク ク 7 F － 5 ク 石　　　 錯 4 2 ．9 2 2 ．6 6 ．5 5 ．0 S h e ．

ク ク 8 ク ク 石　　　 錐 （2 4 ．2） 1 2 ．7 2 ．2 （1 ．1 ） O b s ．

ク ク 9 E － 6 〃 ナイフ状 石器 4 6 ．2 18 ．0 5 ．3 3 ．3 S h e ．

ク ク 1 0 F ⊥ 6
ク ク 8 1 ．0 2 2 ．7 5 ．7 12 ．0 S h e ．

ク ク 1 1 E － 6 ク ク 8 1 ．7 2 1 ．4 7 ．6 18 ．1 S h e ．

ク ノケ 1 2 F － 5 ク ク 9 5 ．7 3 5 ．0 7 ．4 21 ．3 S h e ．

′ケ ク 1 3 F － 6 ク ′ケ （5 9 ．5） 30 ．7 7 ．1 （15 ．7 ） S h e ．
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第19図　2号竪穴Ⅶ1層出土の石器（1）
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第20図　2号竪穴Ⅶ1層出土の石器（2）
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第21図　2号竪穴Ⅶ1層出土の石器（3）
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第22図　2号竪穴Ⅶ1・Ⅶ2層出土の石器（4）
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第23図　2号竪穴Ⅵ1層出土の石器（1）
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第24図　2号竪穴Ⅵ1層出土の石器（2）
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図 図 版 番 号 出 土 区 層 位 種　　 類 全　 長 （m通 最 大 幅 （m m ） 最 大 厚 （mm ） 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　 要

19 1 8 1 4 F － 6 Ⅶ 1 ナイフ状石 器 （5 6 ．4） 45 ．4 7 ．2 （2 1 ．2） S h e ．

ク ク 1 5 ク ク ク 47 ．2 21 ．4 6 ．2 4 ．2 C h e ．

ク ク 1 6 E － 6 ク ク 56 ．0 33 ．0 8 ．1 14 ．2 S h e ．

ク ク 1 7 ク ク ク 64 ．0 3 4 ．5 7 ．2 16 ．5 S h e ．

ク ク 1 8 F － 6 ク ク 4 6 ．4 2 3 ．2 6 ．1 5 ．3 S h e ．

2 0 ク 1 9 ク ク ク 6 7 ．4 3 5 ．0 6 ．3 1 6 ．7 S h e ．

ク ク 2 0 ク ク ク 8 4 ．6 3 8 ‾．6 7 ．7 2 4 ．5 S h e ．

ク ク 2 1 ク ク ク 7 1 ．4 2 7 ．1 7 ．9 1°3 ．1 S h e ．

ク ク 2 2 ク ク ク 9 2 ．7 2 5 ．2 7 ．7 18 ．0 S h e ．

ク ク 2 3 E － 6 ク ヘ ラ状 石 器 79 ．0 39 ．3 1°4 ．9 47 ．3 S h e ．

ク ケ 2 4 F － 6 ク 削　　　 器 4 8 ．9 24 ．7 4 ．2 6 ．5 S h e ．

ク ク 2 5 E － 6 ク ク 2 8 ．1 2 3 ．1 4 ．5 3 ．6 S h e ．

ク ク 2 6 ・ク ク 掻　　　 器 3 3 ．7 1 8 ．3 6 ．7 3 ．2 S h e ．

ク ク 2 7 F － 5 ク 削　　　 器 4 8 ．8 2 2 ．6 6 ．7 4 ．1 S h e ．

ク ク 2 8 ク ク ヘ ラ状 石 器 （2 6 ・．2） （2 0 ．3） （4 ．8） （2 ．8） S h e ．

ク ク 2 9 F － 6 ク 削　　　 器 （3 7 ．9） （3 1 ．6） （7 ．4） （10 ．6） S h e ．

ク ク 30 E － 6 ク 掻　　　 器 59 ．4 30 ．1 1 1 ．4 16 ．7 S h e ．

ク ク 3 1 ＿ F － 6 ク 石　　　 錯 39 ．4 22 ．8 8 ．0 5 ．4 S h e ．

ク ク 3 2 ク ク 削　　　 器 72 ．1 3 5 ．8 7 ．1 23 ．2 S h e ．

ク ク 3 3 ク ケ ク 7 1 ．0 4 2 ．2 10 ．0 2 7 ．1 C h e ．

2 1 ク 3 4 F － 5 ク ク （6 2 ．8） 4 5 ．1 12 ．3 3 0 ．7 M u ．

ク ク 箪 ク ク 削　　　 器 4 5 ．6 2 6 ．2 5 ．0 5 ．9 C h e ．

ク ク 3 6 E － 6 ク ナイフ状 石器 （5 6 ．2） （20 ．8） （6 ．5） （10 ．14 ） S h e ．

ク ク 3 7 F － 6 ク ク （3 5 ．1） 19 ．2 3 ．6 （3 ．1） S h e ．

ク ク 38 F － 5 ク 剥 片 石 器 26 ．6 12 ．1 3 ．5 1 ．1 O b s ．

ク ク 3 9 F － 6 ク ナ イフ状石 器 （30 ．2 ） 33 ．5 4 ．8 （4 ．8 ） S h e ．

ク ク 4 0 E － 6 ク 剥 片 石 器 4 7 ．4 3 4 ．2 7 ．9 4 3 ．5 S h e ．

ク ク 4 1 F － 5 ク 磨 製 石 器 （6 3 ．8 ） （4 5 ．2） （7 ．6 ）＿ （5 3 ．8） R h y ． 基 部

第7表　2号竪穴覆土出土石器一覧表

図 図 版 番 号 ・ 出土 区 層 位 種　　　 類 全　 長 （m壷 最 大 幅 （m m ） 最 大 厚 （m m） 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　 要

2 3 2 0 1 F － 5 Ⅵ 1 石　　　 鉄 3 0 ．4 8 ．4 3 ．1 1 ．4 S h e ．

ク 〃 2 ク ク ク （2 2 ．4） 8 ．0 3 ．2 （1 ．2） S h e ．

ク 〃 3 E － 6 ク ク ．2 9 ．2 9 ．2 2 ．4 1 ．5 S 毎 ．

ク 〃 4 F － 5 ク ク 35 ．0 5 ．2 3 ．0 1 ．5 S h e ：

ク 〃 5 F － 6 ク ク （27 ．9 ） 5 ．4 3 ．6 （1 ．6 ） O b s ．

ク 〃 6 ク ク ク 22 ．8 9 ．2 2 ．0 0 ．7 S h e ．

ク ク 7 F － 5 ク ク （2 6 ．6 ） 1 0 ．4 8 ．2 （1 ．8） S h e ．

ク 〃 8 E － 5 ク ク 4 8 ．4 1 0 ．4 4 ．6 1 ．9 S h e ．

ク ク 9 F － 5 ク 〃 4 0 ．0 14 ．9 3 ．6 1 ．9 C h e ．
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図 図 版 番 号 出 土 区 層 位 種　　　 類 全　 長 （m m ） 最 大 幅 （m m） 最 大 厚 （m 壷 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　 要

2 3 2 0 1 0 E － 6 Ⅵ 1 石　　　 鉄 27 ．6 15 ．6 4 ．2 1 ・声 O b s ．

一ケ ク 1 1 F － 5 ク ケ （30 ．1） 10 ．1 4 ．0 （1 ．5 ） C h e ．

ク ク 1 2 〃 ク ク 23 ．2 12 ．8 4 ．8 ・ 1 ．7 S h e ．

ク ク 1 3 E － 5 ク 掻　　　 器 31 ．5 22 ．4 4 ．5 2 ．2 O b s ．

・ケ ク 1 4 F － 5 ク 削　　　 器 37 ．4 14 ．8 5 ．4 2 ．2 S h e ．

ク ケ 1 5 F － 6 ク ク 47 ．1 26 ．4 3 ．9 3 ．9 S h e ．

〃 ケ 1 6 〃 ク ナイフ状石器 5 1 ．0 20 ．8 4 ．4 4 ．3 S h e ．

〃 ク 1 7 E － 5 〃 ク 77 ．3 26 ．0 6 ．2 13 ．0 S h e ．

ク ク 1 8 E － 6 ク ク 45 ．7 25 ．7 5 ．0 5 ．0 S h e ．

ク ク 1 9 F － 5 ク ク 53 ．0 22 ．1 4 ．8 4 ．0 S h e ．

ク ク 2 0 ケ ク ク 50 ．9 27 ．8 4 ．0 6 ．2 S h e ．

〃 ク 2 1 E － 5 〃 ク 48 ．8 24 ．8 4 ．3 5 ．4 S h e ．

ク ク 2 2 E － 6 ク ク 37 ．0 26 ．6 5 ．0 3 ．2 S h e ．

ク 〃 2 3 ク ク
剥　　　 片 3 3 ．2 24 ．3 6 ．0 3 ．0 S h e ．

〃 ク 2 4 E － 5 〃
ナイフ状石器 （3 5 ．5） 22 ．1 ・4 ．2 （3 ．の S h e ．

ク ケ 2 5 ク ク ケ
（2 7 ．6） 31 ．0 5 ．0 （4 ．2 ） S h e ．

ク ク 2 6 F － 6 ク ク 5 2 ．2 18 ．6 5 ．9 6 ．2 S h e ．

〃 ケ 2 7 F － 5 ク ケ 64 ．8 23 ．0 4 ．8 7 ．1 S h e ．

〃 ケ 2 8 ク ク ク 4 6 ．2 18 ．6 6 ．4 6 ．7 S h e ．

〃 ク 2 9 E － 6 ク ケ 6 6 ．6 17 ．6 6 ．6 5 ．9 S h e ．

ク ケ 3 0 F － 5 ク 削　　　 器 3 6 ．6 22 ．4 5 ．7 4 ．8 S h e ．

〃 ケ 3 1 E － 6 ク ケ 5 2 ．1 23 ．6 5 ．9 6 ．2 S h e ．

ク ク 3 2 F － 5 ク ク 4 7 ．2 18 ．8 4 ．1 2 ．9 S h e ．

ク ク 3 3 E － 5 〃 ク （3 5 ．5） 29 ．9 7 ．0 （6 ．2） S h e ．

〃 ク 34 ク ‘ ク ナイフ状石器 6 0 ．5 2 1 ．4 4 ．8 5 ．0 S h e ．

2 4 ケ 3 5 ク ク ヘ ラ状 石 器 （3 1 ．2） 28 ．2 8 ．6 （8 ．6） S h e ．

〃 ク 3 6 E － 6 〃 ク 5 2 ．3 37 ．・9 6 ．1 1 1 ．8 S h e ．

ク ク 3 7 E － 5 〃． 大形剥片石器 6 4 ．2 4 1 ．2 1 5 ．9 3 7 ．7 S h e ．

ク ク 3 8 〃 ク ク 6 5 ．9 3 3 ．6 1 6 ．7 3 3 ．8 S h e ．

ク ク 3 9 ク ク ケ 5 8 ．2 3 9 ．6 1 8 ．1 3 9 ．2 S h e ．

〃 ケ 4 0 ク ク 磨 製 石 器 8 0 ．9 3 5 ．6 9 ．2 4 9 ．7 G r e －S ch ．

図 図 版 番 号 出 土 区 層位 種　 類 全　 長 （m汀） 最 大 幅 （m nJ 最 大 厚 （m m ） 重　 量 （9 ） 擦 り面 の 長 さ ×幅 （読 ）

2 2 1 9 4 2 2 号 竪 穴 Ⅶ 1 擦 り石 1 27 7 7 6 9 89 0 92 × 10

ク ク 4 3 ク ク ク 1 55 90 7 0 1 ，19 0 1 15 × 16

ク ク 4 4 ク ′ケ ク ・107 90 6 5 90 0 86 × 1 2

ク ク 4 5 ク ク ク 1 68 90 6 6 1 ，38 0 95 × 1 2

ク ク 4 6 ク ク ク 16 2 95 5 9 1 ，16 0 106 × 1 0

ク ケ 4 7 ク Ⅶ 2 砥　 石 2 10 1 20 68 1 ，60 0

・ケ ク 4 8 ク ケ ク 220 105 60 1 ，17 0

ク ク 4 9 ク ケ ク 1 88 130 75 1 ，12 0
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第8表　2号竪穴出土図示外石器一覧表

番号 出土 区 層位 種　　　　 類 全　 長 （mm）最大幅 （mm）最大厚 （mm）重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　　　 要

1 F － 5 Ⅵ 1 掻　　　 器 （36．7） （45．6） （13．3） （20．7） R h y．

2 F － 6 〃 剥　 片 石　 器 93．7 4 7．7 1 1．6 4 2．4 M u．

3 E － 6 Ⅶ 1 ナ イフ状石 器 （25．2） （26．8） （6．7） （2．9） O b s．

4 F － 6 ク 〃 （41．5） （28．4） （5．4） （6．3） S h e．

5 F － 5 ク ク （22．4） （23．8） （4 ．6） （2．4） S h e．

6 ク ク ク （45．8） （38．8） （6．3） （12．6） S h e．

7 F － 6 ク ク （29．4） （．28・6） （6．0） （6．2） S h e．

8 ク ク ク （30 ．8） （24．9） （4 ．7） （4．8） S h e．

9 ク ク ク （40 ．5） （22．0） （5 ．6） （5．6） S h e．

10 ク Ⅵ 1 掻　　　　 器 28 ．8 2 7．4 7 ．6 6．3 O b s．

11 E － 6 ク ク 37 ．2 3 5．0 15 ．5 2 1．7 S h e．

12 F － 6 ク 削　　　　 器 114 ．8 4 5．0 15 ．5 6 1．5 S h e．

13 E － 6 ク 剥　 片 石　 器 45 ．2 2 2．4 6 ．6 5．3 S h e ．

．14 ク ク 石　 器 破　 片 （39 ．4） （25．8） （10 ．4） 6．3 S h e ．
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C．3号竪穴

覆　土

発掘区の南端の平坦地，D－3・4，E－3・4区にある。北東は2号竪穴に接し，東南は

ノリの崩落面，西北は平坦なシノ地に続く。C－3区の高圧電柱付近が標高23．30m，D－5区

北端が22・75mで45cmの落差があり約20の緩い斜面である。東西はF－4区23．17m，D－4区

端23・10mD・E－4区中央が22・97mで僅かに窪んでいる。覆土は次のような層序で堆積する。

I層：灰黄褐色10YR6／2の壌土で層厚20～40cm。根曲り笹が密生している。

II層：浅黄橙色7・5YR8／4の火山灰の砂土で，D－3・4区とE－3・4区竪穴中央周辺の窪み

に疎らにみられ，層厚は厚いところで3－4cm，薄くレンズ状に堆積する。

III層：黒褐色10YR2／2の腐植に富む火山灰でII層同様竪穴内だけにあり，周辺になると欠層す

る。層厚4－6cm。

Ⅳ層：黄橙色7・5YR7／8の火山灰の砂土で，拡がりはII層と同じく疎らで薄く水平に堆積する。

層厚1－2cm。

Ⅴ層：褐灰色10YR4／1の火山灰層で，竪穴中央近くは黒褐色10YR3／1と腐植に富む。白い斑点

は認められない。層厚8－15cm。

Ⅵ層：灰黄褐色10YR4／2の壌土である。堆積に小さな起伏はあるが層厚14－20cmでほぼ均一な

状態にある。竪穴内は保水性があり比較的ウエットになっているが，西北の壁外やD－

5区の部分などは可なりコンパクトな状態になっていて遺物を多量に包含している。こ

れをⅥ1層とし，竪穴中央の円状の落込みに堆積する褐灰色10YR5／1のグライ化したロー

ム層をⅥ2層とする層厚6cm前後。遣物を包含する。

Ⅷ層：明黄褐色10YR6／6の基盤のローム層。

遺　構（第25図・第7図版）

E－3，F－3・4区の平坦面から据閲に入ったが，各区ともII・III・Ⅳ層が欠層しており，

D－3・4区の北側になって楕円状に薄く拡がるII層の落ち込みを認めた。D・E－4区のほ

ぼ中央のⅤ層に一部を突出した台石57×62×7cmがあり，その底面の深さを床面の一応の目安

とし，水平に作業を進めた結果，北・東面に大小のピットを擁した高さ10－12cm，約紺前後

で立上る壁を確認した。また床面を西北に向う，扇状の新らたな褐灰色粘土層の落ち込みを検

出した。南西面は水平面が中心角隅から50cmほどで約40の傾斜に移行し，再び平坦になって高

さ5cm，30？の立上りの壁になっている。この斜面の基盤層には，流水によると思われる小さな

開削があり，固い瘡状になっているところが多い○南西面には壁と認められるものはなく，浅

い皿状になっている。ピットは22箇検出したが柱穴とみられるのは12箇，他は盆状のものであ

る。配石は8箇ある中で原位置にあるのは中央の台石のみで，斜面のものなどは動いていると

見るべきだろう。

平面の形状は東・南一西・北を長軸とし，長さ約7．8m，南・西一北東を短軸とする5．4mの

長楕円形で，その内に同形の3．8mX3m，深さ6cmの皿状の窪みがある。これは人為的とする
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よりグライ化した層に浮くようにのる台石の状態から竪穴廃棄ごにできた流入土の溜りでなか

ろうかと思う。

遺　物

土器（第26－29図，カラー図版ii3・4，第21－23図版1－86）

出土した土器片は，口縁部88点，胴部2，789点，底部61点，総数2，938点で，その中から2個

体を一部復元し，特徴のあるもの86点を拓影図示に摘出した。それらはIc：1－16・20・33－

51・56・61，Ie：17－19・29・30，IIa：24・25，IIb：21－236・26a～27，IIIa：31・32・52－

54，IIIbl：58，IIIb3：46・57・60，IIIb4：62～68，IIIb5：59・69－81・85，IIIb6：82，IIIb7：

28・55・83・84・86に分けられる。これらの遺物の出土状況についてはII章2で概述したとお

り，IeとIIa・IIbが南壁の斜面に張りつくように，IcはⅣ2層から散点状で出土している。遺構

の状態にも疑問のあるところで，この竪穴にどのタイプが伴うのか判定することはできない。

ただ物量の点からすればⅥ1層下部にIeとIIbが集中しており破片も大型のものが多い。なお，

Ⅵ1上部・Ⅴ層下部から出土するIIIa・IIIbに属する一群のものとは層位的に区分される。各個の

出土区層位については第10表を参照されたい。

復元土器（第26図1・2，カラー図版ii3・4）

1．IIIblは無頚壷形とでもいえる小型の土器である。口縁は分化するが過半を欠失して明らか

でないが，現存部分からすると「入」形状のものが2ヶ所にあったのではないかと思う。口唇

断面は九時をもち上面は平滑になっている。器体は口縁から内反して器高の2／1の胴部で外出し，

「く」の字状に張り出し気味の底部に細まる。外面からは貼付の隆帯のようにも見えるが，造

形のさい上半と下半を別個につくり，ドベで接合調整した時にできた段差である。施文は口縁

が分化する直下に，幅1cm，厚さ2mmの平らたく長い貼付帯を弧状に垂らし，その上面と口縁

下に径3mmほどの円形刺突文を並列させている。地文はRjとの斜行縄文である。全体としての

形状は右下りに変形しており，バランスがとれていない。内面に横ナデによる調整がなされ，

接合部は特に入念である。胎土に砂粒を含み焼成は硬い。器高現存12．7cm，口径は底部径と同

じ位と推定される。胴部最大径12．6cm，底部径7．6cm，器厚5mm。

2．IIIb4は1と共伴状態にあった深鉢形土器である。口縁は平縁で，口唇断面は切出し型に近

く、上面が平らに押さえられ外にめくれ加減になっている。休部はテーパー状である。文様は

Rjiの撚糸絡条体による網目文が施されている。内面はよく調整され焼成もよい。器高18cm，

口径推定13．2cm，底径6．4cm，器厚6mm。

つぎに拓影図示したもののうち特徴のあるものについて述べる。1－16はIcに属するものだ

が，口唇・口縁上部に数種の変化がみられる。5は内から広幅に面とりするように細められた

薄いもので，口唇下に貼付帯をもっている。7も同類。6は強く外反する薄いもの，8は直立

し，口唇上面が平らに調整され若干肉厚になっている。1は胴部片で縦に蛇行する細い貼付帯

がある。このような貼付帯は本遺跡では少ないが施文例は多い。12－14・16はL号を2本併せ

た絡条体による羽状文のあるもの。
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24・25はIIaに属する同一個体のもので，2号竪穴出土のものと同型である。羽状文のあるIIb

のように口縁部が内反状になるようなこともなく，胎土の繊維の含有量はないに等しい。また

IIbとの相違点は口唇断面にも見られる。IIaでは口縁部より均一な厚さで，内外面から軽く面

取りされた角形，IIbは外面からのみの面取りである。29はIIbの底部と思われる。

明らかにtIIaに属するとみられるのは，貼付帯による文様構成に特色のある32の1点である

が，口縁部に2本の平行洗練文を同らし，rの庄痕による綱目様文を施した31も近い仲間と思

われる。lIIbに属するものは便宜的に1－7に区分したもので，そのようを施文のあるものとい

った程度にとっていただきたい。46は無文の口縁部で口唇内面が大きく面取りされた切り出し

形である。面上に爪形文が並列している。内面に指頭と箆による横位の調整がなされている。

57・60も同類であり，口縁部に2列単位の横位と縦位の爪形文がある。52－54は稜絡文，55は

折り返し口縁のもの。58は縄端による庄痕文が縦位に列点されている。62－68は網目文のある

もので，この中には後期初頭に入るものがあるかもしれ射、。69－81は口縁部に1－4条の平

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10CM

第26図　3号竪穴Ⅴ層出土の復元土器

第9表　3号竪穴ピット計測一覧表

番号 形　 状 上面 径cm 底面径cm 深　 さcm 備　　 考 番号 形　 状 上面径cm 底面径cm 深　 さcm 備　　 考

1 楕円形 104 ×46 9 0×30 1 8 1 2 円　 形 22×　22 1 6×14 2 5

2 円　 形 34 ×40 2 0×20 1 0 1 3 三角状 40×　30 20 ×14 1 6

3 方　 形 50 ×40 4 0×32 1 0 1 4 楕 円形 50×　70 34 ×60 1 0

4 〃 80 ×56 6 6×54 1 2 1 5 円　 形 26×　28 1 2×14 1 6

5 楕円形 30 ×14 10×　4 1 5 1 6 三角状 26×　40 1 8×26 1 0

6 ク 64 ×70 3 6×54 2 0 1 7 円　 形 16× 18 1 0×　8 1 4

7 円　 形 74 ×72 6 0×60 1 5 1 8 ク 34×　30 － 6

8 ケ 48 ×54 4 0×46 1 5 1 9 ク 16× 14 6×　4 18

9 ケ 26 ×26 14×16 2 3 2 0 楕 円形 20×　28 4×　8 14

10 ク 30 ×30 14×20 2 3 2 1 円　 形 18×　20 4×　6 16

1 1 楕円形 56 ×70 4 4×60 2 0 2 2 方　 形 17 8×100 15 8×82 8
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第27図　3号竪穴Ⅵ1・Ⅵ2・Ⅴ層出土の土器（1）
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第28図　3号竪穴Ⅵ1・Ⅵ2・Ⅴ層出土の土器（2）
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第29図　3号竪穴Ⅵ1・Ⅴ層出土の土器（3）
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行縄線文を施したもので，73・74・77の口唇上面には縄端が列点状に庄痕されている。この種

の出現率は非常に高い。85は底部に施文したもの。82には箆がきの曲状洗練文が施されている。

（佐藤忠雄）
第10表　3号竪穴出土土器一覧表

図 図 版 番 号 分 類 出土 区 層　 位 備　　 考 図 図 版 番 号 分 類 出 土 区 層　 位 備　　 考

2 7 2 1 1 I c E － 4 Ⅵ 2 28 2 2 38 I c D － 4 Ⅵ 1

ク 〃 2 ク D － 3 ク
l

ク ク 3 9 ク ク ・ケ

ク ク 3 ク E － 3 〃 ．ク ク 4 0 ク E － 4 ク

ク ク 4 ク E － 4 ク ク ク 4 1 ク ク ク

ク 〃 5 〃 G － 4 ク ク ク 4 2 ク D － 3 ク

ク ク 6 〃 D － 3 ク ク ク 4 3 ク E － 4 ク

ク ク 7 ク E － 4 一ケ ク ク 4 4 ク D － 3 ク

ク ク 8 〃 D － 4 ク ケ 〃 4 5 ′ケ E － 4 ク

ク ク 9 ク D － 3 ク ケ ク 4 6 IIIb 3 D － 3 Ⅵ 1 ・Ⅴ

ク ク 1 0 ク E － 4 ク ク ．ケ 4 7 ク E － 3 一ケ

ク ク 1 1 ク D － 4 ク ク ク 4 8 ク E － 4 ク

ク 〃 1 2 ク ク ケ 一ケ ク 4 9 ク D － 4 ク

ク ク 1 3 ク E － 5 ク ク ク 5 0 ク ク ク

ク 〃 1 4 ク D － 4 ノケ ク ク 5 1 〃 ク ノケ

ク ク 1 5 ク E ⊥ 4 ク 〃 ケ 5 2 IIIa E － 4 ク

ク 〃 1 6 ク E － 3 ケ ク ク 5 3 〃 D － 5 ク

ク 〃 1 7 I e G － 5 Ⅵ 1 ク ク 5 4 ク D － 4 ク

ク ク 18 〃 E ← 4 ケ ク ク 5 5 IIIb 7 D － 3 ク

ク ク 19 〃 ク ケ ケ ケ 5 6 I c D － 4 Ⅵ 1

ク ク 2 0 I c ケ Ⅵ 2 ク ク 5 7 IIIb 3 D － 3 Ⅵ 1 ・Ⅴ

ク ク 2 1 IIb D － 4 Ⅵ 1 ク ク 5 8 IIIb l D － 5 ク

ク ク 2 2 ク D － 3 ク 〃 ク 5 9 IIIb 5 D － 3 ク

ク ク 2 3 ク D － 4 ク ク ク 60 IIIb 3 ク 一ケ

ク ク 2 4 IIa E － 3 ク ク ケ 6 1 I c D － 4 Ⅵ 1

ク ク 2 5 ク ク ケ ク ク 6 2 IIIb 4 ク Ⅵ 1 ・Ⅴ

ク ク 2 6 II b ク ク ク ク 6 3 ク E － 3 ク

ク ク 2 7 ク D － 4 ケ ク ク 6 4 ク D － 4 ク

ク ク 2 8 IiIb 7 D － 3 Ⅵ 1 ・Ⅴ ク ・ケ 6 5 ク D － 3 ク

・ケ ク 2 9 I e 〃 Ⅵ 1 ク ク 6 6 ク ク ク

2 8 2 2 3 0 ク E － 4 ケ ク ク 6 7 ク ク ク

ク ク 3 1 IIIa D － 3 Ⅵ 1 ・Ⅴ ク ク 6 8 ク D － 4 ク

ク ク 3 2 ク ク ク 2 9 2 3 6 9 IIIb 5 ク ク

ク ク 3 3 I c D － 4 Ⅵ 2 ク ク 70 ク ク ク

ク ク 3 4 ク E － 4 r ケ ク ク 71 ク ク ク

ク ク 3 5 ク D － 4 ケ 〃 ク 7 2 ク D － 3 ク

ク ク 3 6 ケ D － 6 ク ク ク 7 3 ケ ク ク

〃 ク 3 7 ケ E － 3 ク ク ク 7 4 ク E － 3 r ク

－55－
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図 図 畢 番 号 分 類 出 土 区 層　 位 備 ’　 考 図 ° 図 版 番 号 分 類 出 土 区 層　 位 備　　 考

2 9 2 3 7 5 IIIb 5 D － 3 Ⅵ 1 ・Ⅴ 2 9 2 3 8 1 IIIb 5 D － 4 Ⅵ 1 ・Ⅴ

ケ ク 7 6 ク ク ク ク 〃 8 2 IIIb 6 ク ク

ク ク 7 7 ケ D － 4 ク ク ク 8 3 IIIb 7 E － 3 ク

ク ク 7 8 ク D － 3 〃 ク 〃 8 4 ク
D 一 台

ク

・ケ ク 7 9 ク 〃 〃 〃 ク 8 5 IIIb 5 ク ク

ク 〃 8 0 ク E － 3 ク 〃 〃 8 6 IIIb 7 D － 4 〃

石　器（第30図一第34図，第11－13表）

この竪穴は，発掘区の南側で2号竪穴に接している。定形化した石器102点，石片類15，814点

が出土している。石片類が多量に出土したことと関連して，竪穴の南であるD－3．，b－4に

集石があり，大形剥片石器もD－4から出土している。竪穴別にみた定形化の石器出土量は2

号竪穴に近い量であるが，ナイフ状石器が2号竪穴とほぼ同数の38点，石鉄も同じように18点

と多い。他にあまりなかったものでは石錆が4点，大形剥片石器7点，石錐5点であるが，石

錆の形態では特徴的なものがみられ，刺器としての石錐が多く出土している。

石鉄　石鉄は床面から7点，覆土から11点が出土している。床面ではITbがおもであった

が，覆土ではI－bが少なく，三角形石鉄であるI－d，I－eが多く，I－hも1点

出土している。層位的には三角形石鉄のほうが時期的に新しいとみることができる。

石錆　この竪穴で出土した石錆は特徴がありII－e，II－f，II－gがあり，同じ石錆の有

舌で1号竪穴から出土したII－dはみられなかった。II－eのタイプで肩部よりも基底
1

部の幅が小さい五角形に近いものが覆土から出土している。

石錐　4点出土した石錐は覆土からのもので，III－aのタイプであった。剥片で基部が厚味

をもっているが，裏面に剥離面を残しているもので，刃部の先端が非常に鋭利なものと

使用によって鋭利でないものとがある。これは皮に穴をあけるなどした刺器としての用

途に用いたものと考えている。床面では破損品が1点出土している。

石槍　床面から2点と覆土から1点が出土している。床面のものは柳葉形のⅣ－aと薄手で

幅広のⅣ－Cの2種であるが，覆土からはⅣ－Cが出土している。

ナイフ状石器　38点出土しているうち，床面が15点で，覆土か．ら23点出土しているが，床面

の大半が定形品で，破損品がほとんどなかった。分類別にみるとⅤ－1a，Ⅴ－1bとⅤ－

2b，Ⅴ－2C，Ⅴ－2d，Ⅴ－2fである。覆土のものはⅤ－1a，Ⅴ－1b，Ⅴ一1C，Ⅴ一1fと

Ⅴ－2a，Ⅴ－2C，Ⅴ－2d，Ⅴ－2fであるが，Ⅴ－2に大別したものでは小形のものがあ

り調べてみるとこの遺跡から出土したナイフ状石器では最小で2cmほどのものがあった。

掻器　床面で4点，覆土で5点出土している。床面のものはⅥ－a，Ⅵ－b，Ⅵ－dで，覆

土のものはⅥ－b，Ⅵ－C，Ⅵ－dである。3号竪穴床面の27，28にみられるように甘

形に近いものがあり，幅広の槍状のものもある。

削器　Ⅶ－a，Ⅶ－b，Ⅶ－Cが出土している。床面で7点，覆土で1点出土している。

剥片石器　床面でなく覆土から2点出土している。
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大形剥片石器　この種のなかには模式図で示したようにあたかも形態が定まっているように

みえるものとそうでないものがある。3号竪穴床面の37，40は形態が定まっているよう

にみえるが，38，39は破損品でなくそれなりにつくられたものである。

球状礫器　この竪穴では4点出土しているが類似するものをみると第26図版89は，外観が球

状磯器に似ていて器面が磨かれたようになっていて，部分を擦っているのもある。

擦石類　自然石の一部分を擦ったもの4点と砥石の類が2点出土しているが，これらは床面

でなくⅥ1，Ⅵ2層から出土している。92の砥石は，片面が研かれて平坦面になっている

が，縦の平行する細い溝が何本も入っている。これは石斧の側縁を擦り研いだものと思
ヽ

われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千代　肇）

第11表　3号竪穴床面出土石器一覧表

図 図 版 番 号 出 土 区 層 位 種　　　 類 全　 長 （m 壷 最 大 幅 （m通 最 大 厚 （m 通 重　 量 （9 ） 石 ‾　 質 摘　　 要

3 0 2 4 1 D － 4 Ⅵ 1 石　　　 鉄 （18 ．3 ） 10 ．1 3 ．2 （1 ．3 ） S h e ．

〃 ク 2 E － 4 ク ク （29 ．0 ） 11 ．1 2 ．5 （1 ．4 ） S h e ．

〃 〃 3 D － 4 ク ク 37 ．7 9 ．3 5 ．1 1 ．6 S h e ．

ク ク 4 ク ク ク 37 ．3 13 ．7 4 ．1 1 ：8 S h e ．

ク ク 5 ク ク ク
（25 ．1） 12 ．9 5 ．5 （1 ．6 ） S h e ．

ク ク 6 E － 4 ク ク 17 ．4 12 ．8 3 ．2 1 ．2 C h e ．

〃 ク ‘7 D － 4 ク 石　　　 錐 （18 ．2 ） 21 ．6 3 ．4 （1 ．6 ） S h e ．

ク ク 8 E － 4 ク 石　　　 鈷 28 ．3 14 ．7 3 ．8 1 ．6 O b s ．

ク 〃 9 D － 4 ク 〃 39 ．7 20 ．3 4 ．9 2 ．6 O b s ．

ク 〃 10 E － 4 ク ク 45 ．4 22 ．8 6 ．0 4 ．6 S h e ．．

ク ク 11 D － 4 ク 石　　　 槍 86 ．5 21 ．6 9 ．3 1 写・4 S h e ．

ク ク 12 E － 3 ク 〃 52 ．4 27 ．7 8 ．6 9 ．2 S h 占‥

ク ク 13 D － 4 ク ナイフ状石 器 43 ．2 23 ．6 3 ．9 3 ．5 S h e ．

ク ク 14 ク ク ク 62 ．8 25 ．8 5 ．8 9 ．3 S h e ． ’＼
＼

ク ク 1 5 E － 4 ク ク 43 ．1 22 ．0 4 ．5 3 ．7 S h e ．

ク ク 16 D － ．4 ケ ク 43 ．8 17 ．1 4 ．7 2 ．4 S h e ．

〃 ク 17 ク ク ク 52 ．4 19 ．5 4 ．8 5 ．0 S h e ．

ク ク 18 ク ク ク 50 ．3 21 ．2 5 ．1 5 ．0 S h e ．

ク ク 19 ク ク ク 52 ．6 25 ．0 5 ．0 6 ．0 S h e ．

ク ク 20 ク ク ク 61 ．4 25 ．4 5 ．6 8 ．9 S h e ．

〃 ク 2 1 E － 4 ク ク 52 ．6 19 ．0 4 ．9 5 ．8 S h e ．

ク ク 2 2 ク ク ク 8 1 ．9 28 ．2 6 ．8 1 5 ．0 S h e ．

ク ク 2 3 D － 4 ク ク 52 ．1 33 ．1 6 ．9 7 ．6 S h e ．

ク ク 24 ク ク ク （37 ．1） 28 ．0 7 ．4 （6 ．4 ） S h e ．

ク ク 2 5 ク ク ク 57 ．5 27 ．4 7 ．0 1 3 ．6 S h e ．

〃 ク 26 ・ E － 4 ク 掻　　 器 63 ．8 36 ．1 9 ．0 2 3 ．5 S h e ．

ケ ク 27 ク ク ク 50 ．2 4 1 ．4 5 ．8 1 3 ．0 S h e ．

3 1 ク 28 D － 4 ク ク 35 ．4 31 ．4 8 ．6 8 ．8 S h 占．
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第30図　3号竪穴Ⅵ1層出土の石器（1）
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第31図　3号竪穴Ⅵ一層出土の石器（2）
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第32図　3号竪穴Ⅵ2層出土の石器（3）
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第33図　3号竪穴Ⅵ1・Ⅴ層出土の石器（1）
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第34図　3号竪穴Ⅵ1・Ⅴ層出土の石器
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甲 図 版 番 号 出 土 区 膚 位 種　　 類 全　 長 （m 壷 ’最 大 幅 （m 通・最 大 厚 （m m ） 重　 量 （会） 石　　 質 摘　　 要

3 1 2 4 2 9 D － 4 Ⅵ 1 削　　　 器 （4 5 ．5 ） 2 5 ．0 3 ．6
（4‾．4 ）

S h e ．

ク ク 30 ・ 由 一 4
ク ク ‘ 5 7 ．4 3 5 ．4 5 ．7 11 ．7 S h e ．

ク ク 3 1 ク ク ク （4 0 ．2） 2 8 ．1 7 ．5 7 ．5 S h e ．

ク ク 3 2 D － 4 ク ク （4 0 ．2） 2 8 ．4 8 ．2 （10 ．0） S h e ．

ク ク 3 3 E － 4 ク ク’ （6 2 ．2） 4 3 ．6 1 2 ．4 （2 8 ．7） C h e ．

ク ク 3 4 D － 4 ク ク 5 8 ．2 1 1 ．9 7 ．1 8 ．2 O b s ．

ク ク 3 5 ク ク
Jク 6 2 ．5 2 5 ．7 5 ．8 1 2 ．0 S h e ．

ク ク 3 6 E － 4 ク 掻　　 器 （3 6 ．7） 30 ．4 9 ．0 （8 ．5） O b s ．

ク ク 3 7 ク ク
大形剥片石器 7 5 ．0 43 ．8 7 ．4 5 5 ．0 S h e ．

ク ク 3 8 D － 4 ク ク （73 ．1） 50 ．9 1 9 ．8 （7 9 ．5） S h e ．

ケ ク 3 9 ク ク ク （47 ．4 ） 54 ．6 1 6 ．6 （58 ．4 ） S h e ．

ク ク 4 0 ク ク ク （76 ．4 ） 4 6 ．0 1 2 ．4 （39 ．2） S h e ．

図 図版 番号 出 土 区 層位 種　 類 全　 長 （m壷 最大 幅 （の 最 大厚 （m壷 重　 量 （9 ） 擦 り面の長 さ×幅 （mm）

32 2 5 4 1 3 号竪 穴 Ⅵ 2 擦 り石 118 6 5 4 7 4 60 5 9 ×10

ク ク 42 ケ 〃 ク 18 3 9 0 5 6 ． 1，14 0 11 9 ×　8

ク ク 43 ク ク ク 10 8 6 0 5ち 57 0 6 4 ×21

ク ク
44

ク ク ク 15 6 8 0 5 3 95‘0 ・99×　 7

ク 〃 4 5 ク ク 砥　 石 100 8 0 3 5 20 0

ケ 〃 46 ク ク ク 27 0 2 2 1 1 5 0 96 0

第12表　3号竪穴覆土出土石器一覧表

図 一図 版 番 号 出 土 区 層　 位 種　　　 類 全　 長 （m 通 最 大 幅 （m 壷 最 大 厚 （m 壷 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　 要

3 3 2 6 1 E － 3 Ⅵ 1 ・Ⅴ 石　　　 鉄 2 1 ．8 1 1 ．4 3 ．2 1 ．5 S h e ．

ク ク 2 ク ケ ク 28 ．2 9 ．9 4 ．1 1 ．5 O b s ．

ク ク 3 ク ク ク 17 ．8 14 ．3 2 ．4 0 ．8 O b s ．

ク 〃 4 ク ク ク 17 ．0 15 ．3 2 ．9 1 ．1 C h e ．

ク ク 5 ク ク ク 16 ．8 15 ．1 2 ．0 0 ．8 S h e ．

ク ク 6 ク ク ク
（16 ．6 ） 13 ．3 3 ．2 （0 ．6 ） C h e ．

ク ク 7 ク ク ク 2 1 ．2 16 ．0 3 ．9 1 ．5 C h e ．

ク ク 8 D － 4 ク ク 2 8 ．6 1 5 ．0 3 ．3 1 ．4 A g a ．

ク ク 9 E － 3 ク ク （2 4 ．8 ） 1 6 ．4 4 ．0 （1 ．6） C h e ．

ク ク 1 0 E － 4 ク 〃 （2 1 ．4） 1 9 ．1 5 ．7 （1 ．8） O b s ．

ク ク 1 1 E － 3 ク ク 4 0 ．8 2 2 ．8 6 ．1 3 ．0 O b s ．

〃 ク 1 2 ク ク ク 5 8 ．2 1 3 ．2 7 ．4 4 ．6 S h e ．

ク ク 1 3 ． D － 5 ク 石　　 槍 3 6 ．2 1 1 ．7 6 ．4 2 ．0 S h e ．

ク ク 1 4 E － 4 ク ク 3 3 ．3 1 1 ．0 4 ．2 1 ．7 S h e ．

ク ク 1 5 D － 3 ク ク 43 ．2 14 ．2 8 ．7 4 ．1 S h e ．

ク ク 1 6 C － 4 ク ・ ク
● 45 ．5 16 ．7 8 ．5 3 ．5

S h e ：

ク ク 1 7 E － 3 ク ナイフ状石 器 45 ．7 17 ．4 4 ．3 2 ．7 S h e ．
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：図 図 版 番 号 出 土 区 層　 位 種　　　 類 全　 長 （m 壷 最 大 幅 （m 壷 最 大 厚 （甲の 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　 要

声3 2 6 18 D － 5 Ⅵ 1 ・Ⅴ ナイフ状 石器 49 ．0 19 ．6 4 ．3 3 ．4 S h e ．

l
ク 〃 1 9 E － 3 ク ク 60 ．6 2 3 ．0 5 ．6 5 ．2 S h e ．

ク ク 2 0 D － 5 ク ク 5 9 ．0 ．2 6 ．4 6 ．2 9 ．0 S h e ．

ク 〃 2．1 D － 3 ク ク 5 4 ．7 ．23 ．3 5 ．4 6 ．2 S h e ．

ク ク 2 2 D － 5 ク ク 5 3 ．6 19 ．6 4 ．6 2 ．6 S h e ．

ク ク 2 3 D － 3 ク ク 53 ．2 23 ．8 5 ．6 5 ．9 S h e ．

ク ク 2 4 D － 4 ク ク 62 ．6 2 6 ．7 5 ．4 8 ．4 S h e ．

〃 〃 2 5 D － 3 ク ク 50 ．0 2 7 ．8 6 ．0 7 ．5 S h e ．

ク 〃 2 6 D － 4 ク ク 4 3 ．6 23 ．0 6 ．2 5 ．4 S h e ．

34 ク 2 7 E － 3 ク ク 3 8 ．6 31 ．8 5 ．8 6 ．4 S h e ．

ク ク 28 D － 5 ク ク 7 2 ．6 20 ．7 5 ．5 8 ．2 S h e ．

ク ク 2 9 D － 4 ク ク 63 ．3 17 ．2 5 ．0 5 ．6 S h e ．

ク ク 3 0 D － 5 ク ク 61 ．4 2 6 ．2 7 ．2 1 1 ．7 S h e ．

ク ク 3 1 D － 3 ク 一ケ 6 9 ．3 2 2 ．0 6 ．6 9 ．0 S h e ．

ク ク 3 2 D 二一5 ク ク
6 6 ：9 24 ．2 6 ．0 11 ．6 S h e ．

ク ク 3 3 ク ク ク 7 9 ．6 29 ．0 7 ．0 1 5 ．2 S h e ．

ク ク 3 4 P － 3 ク ク 62 ．2 2 4 ．6 7 ．3 1 2 ．2 ． S h e ．

ク 3 5 E － 4 ク ク 52 ．9 2 7 ．1 4 ．4 5 ．4 S h e ．

ク ク 3 6 E － 3 ク ク 5 5 ．4 1 7 ．2 5 ．0 － 4 ．5 S h e ．

ク ク 3 7 ク 一ケ 石　　 槍 5 5 ．7 2 9 ．8 11 ．8 15 ．7 S h e ．

ク ク 3 8 ク ク 削　　 器 5 5 ．2 21 ．9 9 ．6 1 2 ．2 C h e ．

ク ク 3 9 ク ク ナイフ状 石器 （60 ．2） 3 0 ．0 7 ．0 （1 1 ．7 ） S h e ．

第13表3号竪穴出土図示外石器一覧表

番 号 出 土 区 層 位 種　　　 類 全　 長 （m 壷 最 大 幅 （m 壷 最 大 厚 （m m ） 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　　　 要

1 E － 4 Ⅵ 1 ナ イ フ状 石 器 38 ．9 21 ．0 6 ．2 4 ．5 S h e ．

2 E － 3 ク ク 4 6 ．9 2 7 ．8 5 ．8 8 ．4 S h e ．

3 ク ク 掻　　　 器 ‘ 3 4 ．8 3 0 ．4 8 ．6 7 ．2 C h e ．

・4 ク ク ク 3 8 ．0 2 7 ．2 10 ．4 1 2 ．3 S h e ．

5 ク ク ク 3 1 ．9 2 1 ．9 7 ．0 3 ．6 C h e ．

6 D － 4 ク 剥 片 石　 器 36 ．2 23 ．9 5 ．0 3 ．6 S h e ．

7 D － 3 ク ク 6 9 ．2 3 9 ．6 6 ．6 42 ．0 S h e ．

8 D － 4 ク 石　　　　 鉄 2 2 ．9 1 1 ．8 2 ．4 1 ．3 O b s ．

・・9 ク ク ナ イ フ状 石 器 4 6 ．4 1 7 ．1 3 ．6 2 ．0 S h e ．

10 ク ク ク 42 ．4 22 ．2 4 ．0 3 ．0 S h e ．・

1 1 E － 4 ク 剥　 片 石　 器 25 ・q 34 ．1 9 ．3 7 ．0 S h e ．

1 2 ク． ク ク 4 9 ．2 3 2 ．2 9 ．4 12 ．0 S h e ．

1 3 E － 3 ク ク 5 3 ．1 3 6 ．0 1 1 ．2 12 ．1 S h e ．

1 4 E － 5 ク ナ イ フ状 石 器 24 ．1 1 5 ．6 5 ．0 1 ・．8 S h e ．

1 5 F － 6 ク 剥 片 石　 器 35 ．4 20 ．7 7 ．2 4 ．0 S h e ．
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d．4号竪穴

覆　土

K－6・7とし－6・7の一部にかけて検出された○松江原野道路を登りつめたところに接

する発掘区の東端である。北8mに個人墓地があり，南北は標高23・30品で凡そ水平，東西は東

が標高23．50m，西に30で緩く長い斜面になっている。覆土は次のような層序で堆積する。

I層：灰黄褐色10YR5／2で，道路開さく工事や耕佃二よって撹拝された土壌でバサついて腐植

も少ない。層厚10－16cm。

II一Ⅳ層は欠層。

Ⅴ層：黒褐色10YR3／1の腐植に富む火山灰層で層厚6－17cm，これをVl層とし，その下に部分

的に挟在する褐灰色10YR4／1，層厚12cm前後をV2層とした。

遺　構（第35図・第9図版）

Ⅵ1層上面でK－6区全面に延びる古倒木の根と幹が炭化に近い状態で発見され，その間に潜

り込むように多数のフレイクが出土し，また65×50×30cm，65×70×42cm，25×30×15cm，15

×15×10cmの4個の山石などがあり，遺構の存在が予測されたが，落ち込みを確認したのはグ

リッドの南側が基盤層に達し清掃を北にすすめていく途中，弧状に落ちる薄い粘土層を検出し

低い壁の立上りに突き当ってからで，東に周り込むほぼ円状のものと思われた。しかし，東南

は道路ノリ面で切れ，南西は消失していた○床面には26箇のピットが認められたが，その中に

規則的なものは読み取れなかった。

平面の形状は不整楕円形で東西5・8m，南北7・6m。北壁斜面の長い部分の高さ15cm，立上り

角度250。

遺　物

土器

K－7区から76点の縄文のある土器』丼を出土したが，全べて小片で文様による型式の判別

はできない。　　　　　第14表　4号竪穴ピット計測一覧表

番号

1　2

3

4

形　 状

方　 形

ク

上面径cm

44×40

底面径cm 深　 さcm 備　　 考 番号
形 ‘状 上面径cm 底面径cm 深　 さcm 備　　 考

26 14 円　 形 20×20 － 7

130×60 114×48 7 15 楕円形 44×32 － 8

円　 形

〃

20×20 － 5 16 円　 形 22×20 － 5

20×20 － 5 17 ケ 16×14 － 6

5 ク 28×26 12×　8 15 18 方　 形 24×20 －
8

6

7

半円形

楕円形

40×20 －
10 19 円　 形 12×10 － 5

24×16 － 8 20 方　 形 20×10 － 5

西北開口

東 開 口

北東開口

南東開口

8 〃 36×20 － 5 21 不整方形 30×90 24×96 8

9 円　 形 12×10 － 12 22 円　 形 26×22 －
4

10 不整方形 30×20 － 12 23 ク 30×32 － 5

11

12

楕円形

ク

20×23 － 15 24 楕円形 36×78 20×72 12

20×28 － 13 25 方　 形 40×40 38×36 19

北東開口
13 〃 14×　8 － 6 26 ク 18×14 － 4
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第35図　4号竪穴実測図
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石　器（第36図一第37図，第27図版一第28図版，第15・16表）

この竪穴は，1号，2号，3号から離れた北東で確認されたもので，覆土をほとんど除去し

たために，出土した石器は床面のものを扱うことにした。37点中，ナイフ状石器15点，石鉄7

点，掻器3点，削器2点と擦石類10点である。

石鉄　石鉄は五角形石鉄のI－aが1点，三角形石鉄のI－d，I－e，I－fが6点の7

点であった。特色は三角形石鉄が多いのと黒曜石製が石鉄7点のうち5点であった。

ナイフ状石器15点出土のなかでⅤ－1b，Ⅴ－1C，ⅤrldとⅤ－2b，Ⅴ－2d，Ⅴ－2eがあり，

特徴はⅤ－1Cのように先端部が多く水平である○これはⅤ一2eのように一端が必らずL

も尖っていることを必要としなかったもので，むしろ先端部が水平であるために使用に

便利であったことを考えさせられるものである○刃部の稜線が左側に走るのが1例あった。

掻器　掻器と分類した石器が3点出土している。Ⅵ－Cのタイプと形がさだかでないが刃部

が厚く，裏面が平坦に作られているものを含めた。

削器　2点であるが，27は形態的にはⅥ－eやヘラ状石器のⅧ－bに似ているが，側縁の刃

部と先端の水平部分に刃部があり，刃部が薄いため削器として使用したものと考えられ

るものである。

擦石類　図版には32の球状礫器が1点含まれている。そのほかは砥石が1点で，その他は自

然石の側縁を擦ったもので，擦痕の外縁に打撃による打欠きがみられるものである。

第15表　4号竪穴床面出土石器一覧表

図 図 版 番 号 出 土 区 層 位 種　　　 類 全　 長 （m m） 最 大 幅 （m 汀） 最 大 厚 （m 通 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　 要

3 6 2 7 1 K － 7 Ⅵ 1 石 ‘　 鉄 1 8 ．0 7 ．4 2 ．0 0 ．5 O b s ．

ク 〃 2 K － 6 ケ ケ 1 9 ．8 1 3 ．2 3 ．1 1 ．1 C h e ．

ク ク 3 K － 7 ク 〃 2 3 ．4 1 4 ．0 2 ．6 1 ．4 O b s ．

ク ク 4 ク ク ク 2 1 ．2 1 6 ．2 3 ．9 1 ．6 C h e ．

ク 〃 5 ク ク 〃 （12 ．3 ） 1 4 ．2 3 ．1 （1 ．0） O b s ．

ク ク 6 ク ク ク （15 ‾．9 ） 12 ．9 3 ．4 （1 ．3） O b s ．

ク ク 7 K － 6 ク 〃 32 ．1 15 ．7 5 ．4 1 ．9 O b s ．

ク ク 8 ク ケ
ナイフ状石 器 31 ．5 13 ．0 2 ．8 1 ．7 S h e ．

〃 ク 9 K － 7 ク ク 53 ．6 23 ．0 5 ．1 5 ．8 C h e ．

ク 〃 1 0 K － 6 一ケ 〃 52 ．4 18 ．8 4 ．2 3 ．8 S h e ．

ク ク 1 1 K － 7 ク ク 1 00 ．4 24 ．2 6 ．8 14 ．7 S h e ．

ク ク 1 2 J － 6 ク ク 64 ．0 30 ．8 7 ．0 12 ．9 C h e ．

ク 〃 1 3 K － 7 ク ク 34 ．1 18 ．4 8 ．2 2 ．2 S h e ．

ク 〃 1 4 ク ク ク 4 2 ．0 20 ．0 4 ．3 3 ．2 S h e ．

ク ク 1 5 ク ク ク 57 ．1 22 ．0 4 ．0 3 ．6 S h e ．

ク ク 1 6 ク ク ク 4 9 ．6 －
4 ．5 4 ．4 C h e ．

ク 〃 1 7 K － 6 ク ク
（4 0 ．2） 3 2 ．6 （5 ．4 ） 11 ．8 S h e ．

〃 ク 1 8 K － 7 ク ク 4 8 ．2 3 1 ．2 5 ．7 7 ．4 S h e ．

ク 〃 1 9 K － 6 ク ク 7 5 ．1 28 ．2 6 ．0 17 ．1 S h e ．
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図 図 版 番 号 出 ≠ 直 層 位 種　　　 類 全　 長 （mm ） 最 大 幅 （m m ） 最 大 厚 （m壷 重　 量 （9 ） 石　　 質 、‾摘　　 要

3 6 2 7 2 0 K － 7 Ⅵ 1 ナイフ状 石器 46 ．2 ． 20 ．5 5 ．8 4 二5 S h e ．

ク ク 2 1 D － 5 ク 掻　　 器 33 ．9 26 ．1 8 ．0 5 ．0 S h eご

ク ク 2 2 ク ク ク 38 ．9 25 ．4 8 ．6 8 ．4 S h e ．

ク ク 2 3 ・ E － 3 ク ク 4 3 ．1 22 ．4 6 ．4 6 ．2 S h e ．

ク ク 2 4 〃 ク 石　　　 片 1 9 ．4 12 ．6 3 ．6 1 ．7 O b s ．

ク ク 2 5 K － 7 ク 削　　　 器 3 2 ．9 19 ．8 1 4 ．2 1 2 ．2 S h e ．

ク ク 2 6 D － 5 ク 掻　　 器 4 5 ．6 3 2 ．3 7 ．3 1 2 ．0 O b s ．

ク ク 2 7 E － 3 ク 削　　　 器 6 9 ．8 4 2 ．8 9 ．2 4 2 ．5 S h e ．

図 図 版 番号 出 土 ．区 層位 ・種　　 類 全　 長 （mm）最大幅 （扁 最 大厚 （mm）重　 量 （9 ） 擦 り面 の長 さ×幅 （m汀）

37 2 8 2 8 4 号 竪穴 Ⅵ 2 擦 り　石 150 75 4 5 7 90 12 5×　9

ク ク 29 ク ク ク 158 7 5 60 9 40 108 ×12

ク ク 30 ク ク ク 158 7 0 4 2 7 90 10 3×　9

ク ク 31 ク 〃 〃 15 5 64 4 5 640 13 0×11

ク ク 32 ク ク 球状礫器 72 71 6 2 4 5 0

ク ク 33 ケ ク 擦　 り　石 162 ，85 6 2 1，11 0 10 9×　6

ク ク 34 ク 〃 砥　　 石 112 47 1 6 15 0

ク ク 35 ク ク． 擦　 り　石 189 7 1 5 8 1，13 0 16 9×15

ク ク 36 ク ク ク 150 8 5 3 2 30 0 10 8文fO

ク ．ケ 37 ク ク ク 16 5 9 0 6 3 1，12 0 1 12 ×勺

第16表　4号竪穴出土図示外石器一覧表

番号 出土区 層位 種　　　 類 全　 長 （mnJ 最大幅 （mm） 最大厚 （m通 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　　　 要

1 K － 6 Ⅵ 1 ナイフ状石 器 33．9 15 ．0 6 ．1 2 ．0 S h e．

2 J － 7 ク ク 38．8 20 ．0 4 ．8 3 ．3 S h e．
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歯一曲風塵
01　くユ　2

一亀凸
．＝＝⊃　　8

仁0　9　　‘二3　10

17　　　こ＝＝ゝ　18　‘三二ゝ

く＝＞　22　　∠＝＞　23

くこ二二二フ　　　27
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e．遺構外の遺物

土　器（第38－43図・第29－34図版1－199）

遺構外から出土した土器片は，口縁部209点，）胴部6，242点，底部171点，総数6，622点が出土

した。これは発掘区全体の出土量の半数強である。このうちの約48％に当る3，189点がA－E－

3・4▼・5区からのものである。型式別に見るとI群土器a・b類は各1点のみで，C・e類

は各区に平均してみられるが，面積比からすれば量は少なく断片的であり，復元できるものは

なかった。またd類が1点も出土していないのは意外であった。II群土器b・C類は1号，2

号竪穴の北側のL－9区，H・1－8区を東から西に向う稜線，標高23．10－22．78－22．54mに

分布の中心があるらしい。出土量は口縁部19点，胴部494点，底部9点，総数522点である。III

群土器に属するものはB・C－3・4区に特に濃密であった。つぎに拓影図示に摘出した199点

のうち代表的なものについて簡単に述べる。

Icに12のような施文がある。この種の文様はコッタロ式でよくみられる。太い和iの絡条体

が横位と縦位に施された，太い貼付帯による方形区画のあるもので，他のC類の器厚が5mmほ

どであるのに対し，11mmと部厚い。17はコイル状絡条体の鮮明射甲庄例である。72－74は結束

のある斜行縄文あるいは羽状縄文を地文とし，その上に横位の貼付帯のあるものである。74は

口縁部で口縁は小波状に分化する。この貼付帯は断面が三角形で，幅も広く厚く，稜上から縄

端が強く庄痕されていて，とれまでのものとは趣きを異にする。

IIcに属すると思われる66・67は口縁部，64はその胴部である。口縁は平縁，口縁上部に3．3

cm幅の無文帯があり，胴部との境いに幅1．4cm，高さ9mmの断面が三角形を呈する隆起帯を周ら

している。やゝ内反す茜口縁部にはL桟とRiとの2種の縄文原体押圧による2本の平行縄線文，

を周回させ，休部には羽状文が施されている。胎土に砂礫を含んでおり，器厚は8”9mm。こ

れと類を同じくするのが85－88・90・91である。85・88・90が同一個体で，前例同様，口縁部

はやゝ内反する。口唇断面は外側からだけ面取りした角形，上面は平らに押えられ内側にめく

れている。口縁上部が幅1．6cmの無文帯となっており，胴部と境いして幅1．5cm，厚さ6mmの隆

起帯がある。休部にL桟とRはにより約5cm幅に回転押圧した羽状縄文が施され，隆起帯上に

は等間隔に原体の縦位の側面庄痕文が並列している。無文部に指頭による横ナデ，内面には箆

による横位の調整がある。胎土に砂粒を多く含んでいる。器厚10mm，色調は灰黄褐色，焼成は

よく硬い。．86・87は別個体の口縁部で無文帯の幅が2．5cmで前例より広い。92も本類であろう。

無文帯幅3cm，隆起帯幅2cm，厚さ6mm，帯上に円棒状工具による縦位・の側面庄痕文がある。

器厚は12mm，胎土に多量の砂礫を含み内外面に浮きでている。焼成は硬い。

IIIbの95はL号の撚糸文を地文とし，口縁部にハの字状の原体側面庄痕文があり，口縁上部に

半裁竹管文による斜位の刺突列のあるもので，97は口縁上部3．5cm幅が無地文で，2条の平行縄

線文の間に95と同様の刺突列があるblO8・110は類例であるが，その何れの内面にも指頭によ

る調整痕が顕著である。103－106は無地文に棒状工具による斜位の刺突が体部全面に見られる。

100は工具が板状のもの。刺突の方向はすべて右から左である。109・112・113・114は縄線文と
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円形竹管文が組まれたもので，115の隆起帯上にも見られる。

116・117は網目状撚糸文のある口縁部に円形刺突文を同回させたもので，口唇は切り出し形

に面取りされ，上面にも刺突が施されている。118は薄い広幅の折り返し口縁に網目状文があり，

下に1．5cm幅の無文帯がある。円筒下層b式のものかも知れない。123・130は全面に施したもの。

131・141接無地文の口縁部に平行縄線文と箆がき沈線文のあるもの。
J

147は外反する口縁部で口唇は角形，RjEの斜行縄文と縦位の蛇行する縄庄痕文のあるもの。

148は折り返し口縁で，その部分は無地文。

149・150・153・ユ54は地文がなく，円棒状工具による曲状洗練文の施されたもの，151・152

・155は細い工具によるものである。173の裏面174に華奪な右手薬指形が押庄されている。
／

（佐藤忠雄）

第17表　遺構外出土土器一覧表

図 図 版 番 号 分 類 出 土 区 層 位 備　　　　 考 図 図 版 番 号 分 類 出土 区 層 位 備　　　　 考

3 8 2 9 1 I a C － 3 Ⅵ 3 8 2 9 2 7 I c C － 4 Ⅵ

ク ク 2 I b － C － 4 ク ク ク 2 8 ク ク ． ク

ク ク 3 I c F － 7 ク 3 － 10 同 一 個 体 ・ケ ク 2 9 一ケ ク ・ケ

〃 〃 4 ク ク ク ケ ク 3 0 ・ケ ク ク

〃 〃 5 ク ク ク ク ク 3 1 ・ケ G － 8 ・ケ

ク ク 6 ク ク ク 内 C o ． ク ク 3 2
． ク ク

ク 〃 7 ク ク ク 内 C o ． ク ク 3 3 ．ケ F － 8 ク

ク ク 8 ク ク ク ク ク 3 4 ク F － 7 一ケ ・3 4 ・3 5 同 一個 体

ク ク 9 ク ク ク ク ク 3 5 ケ ケ ク

ク 〃 1 0 ク ク ク ク ク 3 6 ク ・ケ ク

ク ク 1 1 ク C － 4 ク 11 ～ 14 ・1 6同一個 体 ク ク 3 7 ク H － 6 ク 37 ・3 8同 一 個 体

ク 〃 1 2 ク ク ク 〃 ク 38 ク G － 6 ク

ク ク 1 3 ク H － 4 ク ク ク 3 9 ク F － 7 ク

ク ク 1 4 ク C － 4 ク ク ク 4 0 ク C － 4 ク

ク ク 1 5 ク I － 5 ク ク ク 4 1 ク D － 5 ク 内 C o ．

ク ク 1 6 ク C － 4 ク ク ク 4 2 ク H － 7 ’ ク

ク 一ケ 1 7 ク F － 7 一ケ 17・18 ・20～25同一個体 ク ク 4 3 ク ク ク

ク 〃 18 ク H － 7 ク 内 C o ． ク ク 4 4 ク ケ ク

ク ク
1 ‾9

ク E － 6 ク 内 C o． ク ・ク 4 5 ク F － 6 ク

ク ク 2 0 ク H － 6 ク ク ク 4 6 ク H － 6 ク

ク ク 2 1 ク ク ク 3 9 3 0 4 7 I e F － 3 ク 4 7 － 49 同 一 個 体

ク ク 2 2 ク G － 7 ク ク ク 4 8 ク ク ク 内 C o ．

ク ク 2 3 ク H － 7 ク ク ク 4 9 〃 ク ク

ク ク 24 ク E － 5 ク ク ク 5 0 ク F － 4 ク

ク ・ケ 2 5 ク H － 6 ク ク ク 5 1 ク G － 8 ク

ク ク 2 6 ク E 一 年 ク ク ク 5 2 ク F － 8 ク
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第42回　遺構外出土の土器（5）
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第43図　遺構外出土の土器（6）
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図 L 図 版 番 号 分 類 出土 区 層位 簡　　　 考 図 図 版 番 号 分 類　 出 土 区 層 位 備　　　　 考

3 8 2 9 5 3 I C F － 4 Ⅵ 4 0 3 1 9 2 II c　 F － 8 Ⅵ

ク ク 5 4 ク H － 7 ク ク ク 9 3 IIIb C － 4 Ⅵ ・Ⅴ

ク 〃 5 5 ク G － 8 ク 内 C o ． ク ク 9 4 ク B － 4 ク 9 5 ・9 6 ・9 8 同 一個 体

ク 〃 5 6 ク F － 3 ．ク ク ク 9 5 ク ク ク

ク ク 5 7 ク H － 7 ク 内 C o ． ク ク 9 6 ク ク ク

ク 〃 5 8 ク F － 4 ク ク ク 9 7 ク B － 3 ・ケ

ク ．ケ 5 9 ク F － 7 ク ク ・ケ 9 8 ク B － 4 ク

ク ク 6 0 ク 〃 ク ク ク 9 9 ク C － 4 ク

ク 〃 6 1 ク F － 3 ク ク ク 100 ク C － 3 ク

ク ク 6 2 ク ク ク 内 C ‘0 ． ク ク 101 ク B － 4 ク 1 01 ・10 2同 一 個 体

ク ク 6 3 ク ク ク ク ク 1 02 ク ク ノケ

ノケ ク 64 II c H － 8 ク ク ク 10 3 ク C － 4 ク 10 3－ 10 6同 一 個 体

ケ ク 6 5 IIb C － 3 ク 、内 C o ． ク ク 10 4 ク ク ク

ク ク 6 6 II c H － 8 ク 6 6 ・67 同 一個 体 ク ク 10 5 ク ク ク

ク ク 67 ク ク ク ク ク 10 6 ク C － 3 ク

ク ク 68 I c ク ク ク ク 10 7 ク ク ク

ク ク 69 ク F － 8 ク ク ク 108 ク B － 4 ク

ク ク 7 0 ク C － 4 ク ク ク 109 ク C － 4 ク 1 09 ・1 14 同 一 個 体

ク ク 7 1 ク G － 7 〃 ク ク 110 ク ク ク

ク ク 7 2 ク C － 4 ク ク ク 111 ケ B － 4 〃

・ケ ク 7 3 ク G － 7 ク ク 一ケ 112 ク C － 4 ・ケ 1 12 ・1 13同 一 個 体

〃 ク 7 4 ク C － 4 ク ク ク 1 13 ク B － 4 ク

3 9 30 7 5 ク ク ク ク ク 1 14 ク C － 4 ク

〃 ク 7 6 ．ク 〃 ク ク ク 1 15 ク ク 一ケ 11 5 － 11 7同 一 個 体

ク ク 7 7 ク ク ク ク ク 1 16 ク 一ケ ク 116 ・117・120同 一 個 体

〃 ク 7 8 ク E － 7 ク ク ク 11 7 ク B － 4 ク

ク 一ケ 7 9 ク G － 3 一ケ ク ク 11 8 ク C － 3 ク

〃 ク 8 0 ク C － 4 〃 ク ク 11 9 ク ク ク

〃 ク 8 1 ク ク ク ク ク 12 0 ク B － 4 ク

ク ク 8 2 ク F － 7 ク ク ク 121 ク C － 4 ′ケ

ク ク 8 3 ク C － 4 ク ク 〃 122 ク C － 3 ク

ク ク 8 4 ク ク ク 4 1 3 2 123 ク B － 4 ク

4 0 3 1 8 5 IIc L － 9 ク 8ト 88 ・90・91同一個体 ク ク 124 ク D － 6 ク

ク ク 8 6 ク ク ク ク ク 1 25 ク B － 3 ク

〃 ク 8 7 ク ク ク ク ク 1 26 ク C － 4 ク

ク 〃 8 8 ク ク ク ク ク 1 27 ク ク ク

ク ク 8 9 ク B － 4 ク ク ク 1 28 ク B － 3 ク

ク ク 9 0 ク L － 9 クー ク ク 12 9 ク C － 4 ク

ク ク 9 1 ク ク ク ・ケ ク 13 0 ク B － 3 ク
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図 図 版 番 号 分 類 出土 区 層位 備　　　　 考 図 図 版 番 号 分 類 出 土 区 層 位 備　　　 考

4 1 3 2 13 1 IIIb B － 3 Ⅵ ・Ⅴ 4 2 3 3 16 6 III L － 9 Ⅵ ・Ⅴ

ク ク 13 2 ク ク ク ク ク 16 7 ク B － 4 ク

ク ク 133 ク B － 4 ク ク ク 16 8 ク D － 6 ク

ク ク 134 ク G － 6 ク ク ク 169 ク ク ク

ク 一ケ 135 ク C － 4 ク ク ク 1 70 ク B － 3 ク

ク ク 136 ク ク ク ケ ク 1 71 ク C － 4 ク

ク ク 137 ク B － 4 ク ク ク 1 72 ク B － 3 一ケ

ク ク 1 38 ，ケ B － 3 ク ク ク 17 3 ク C － 3 ク

ク ク 1 39 ク B － 4 ケ ク ク 17 4 ク E － 6 ク

ク ク 14 0 ク ク ク ク ク 17 5 I Ic C － 4 Ⅵ

ク ク 14 1 ク B － 3 ク ク ク 176 III ク Ⅵ ・Ⅴ

ク ク 142 ク B － 4 ク ク ク 177 ク B － 4 ク

ク ク 143 ク F － 3 ク ク ク 178 ク D － 4 ク

ク ク 144 ク C －・4 ク ク ク 1 79 ク C － 4 〃

ク ク 145 ク B － 4 〃 〃 ク 1 80 ク B － 3 〃

ク ク
146

一ケ ク ク ク ク 11 81 I c C － 4 Ⅵ

一ケ ク 1 47 ク 1 ク ク ク ク 18 2 ク ク ク

ク ク 1 48 ク A － 3 ク ク ク 18 3 ク ク ク

ク ク 14 9 ク B － 3 ク 1 49 － 1 55同 一 個 体 ク ク 18 4 ク E － 3 ク

ク ク 15 0 ク ク ク ク ク 185 ク ク 〃

ク ク 15 1 ク G － 3 ク ク ク 186 ク ク ク

ク ク 152 ク ク ク ク ク 1 87 ク G － 7 ク

ク ク 153 ク C － 3 ク ク ク 1 88 ク C － 4 ク

ク ク 154 〃 ク ク． 4 3 3 4 1 89 ク H － 6 ク

ケ ク 155 ク G － 3 ク ク 〃 19 0 II L － 9 ク

4 2 3 3 156 III B － 4 ク ク ク 19 1 I c F － 4 ク

ク ク 157 ク C － 4 ク ク ク 19 2 ク B － 3 ク

ク ク 1 58 ク B － 3 ク ク ク 193 II J － 8 ク

ク ク 1 59 ク C － 4 ク ク ク 194 III C － 4 Ⅵ ・Ⅴ

ク ク 16 0 ク ク ク ク ク 1 95 ク B － 3 ク

ケ ク 16 1 一ケ ク ク ク ク 1 96 ク B － 4 ク

ク ク 162 ク ク ク ク ク 19 7 ク C － 4 ク

ク 一ケ 163 ク ク ク ク ク 19 8 ク ク ク

ク ク 164 ク ク ク ク ク 19 9 ク C － 3 ク

ク ク 1 65 ク B － 3 ク
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石　器（第44－50図，第35－38図版，第18－19表）

竪穴以外の遣構外の石器は，全体出土量の半数強の量である。定形化の石器が414点，石片類

が15，937点であった。定形化のなかで多いのは球状礫器が159点で最も多く，次いでナイフ状石

器の141点，石鉄28点，掻器22点，削器21点，擦石類19点，ヘラ状石器9点，大形剥片石器8点，

石錆7点，石槍5点，石錐3点，磨製石斧1点の順になっているが，ここでは石器別のおもな

ものについて記述する。

石鉄　石鉄は有柄石鉄が1点も出土しなかった。これは，竪穴から出土した例も少いが，I

一g，I－hといったタイプがあってもよいのに意外であった。I－bの細形のものと

I－eの三角形石鉄が多く，黒曜石製が30パーセントをしめていた。

石錆　石錆はII－a，II－b，II－eがあって，II－d，II－fがみられなかった。多いの

はII－aの幅広の木の葉状のもので，ここでも石鉄と同じように黒曜石製がある。

石錐　錐はIIトaに属するもので，先端部が細くて鋭利なものと鈍いものがある。特色は基

部に加工が加えられていないで薄手のものと厚味のあるもので刃部が槍先のように尖っ

ているものがほとんどである。

石槍　定形品が少なく，Ⅳ－a，Ⅳ－bのタイプである。図版などに示していない石器で，

槍の未完形品と思われる長さが11cmのⅣ－aが1例あった。

ナイフ状石器　この石器は遣構外でも量的にもっとも多く出土したものである。Ⅴ－1では

Ⅴ－1a，Ⅴ－1b，Ⅴ－1C，Ⅴ－1d，Ⅴ－1e，Ⅴ－1fとあるが，刃部稜線が左側にあるも

のは少なく4例しかなかった。Ⅴ－2の幅の広いものでは，Ⅴ－2a，Ⅴ－2b，Ⅴ－2C，

Ⅴ－2d，Ⅴ－2eで，刃部稜線が左側にあるものは2例しかなかった。先端部が水平なも

のは4号竪穴でみられた幅の細いものでなく，Ⅴ－2の幅の広いものに多くみられる。

掻器　円形か幅の広い槍状のものが多い。Ⅵ－a，Ⅵ－C，Ⅵ－dと分類したものである。

円形のものは竪穴からも出土しているが，Ⅵ－bのように大きいものはなかった。Ⅵ－

Cでも形が槍に似て刃部が厚くつくられているものが比較的多かった。

削器　短柵形，長方形に近いものなどⅦ－a，Ⅶ－b，Ⅶ－Cが多く，Ⅶ－dはみられなか

った。側縁の片側か両側が刃部となっているが，片側だけが意識的に刃部をなしている

ものは少なく，その多くは両側が刃部となっていて，先端も機能を果していたのもある。

ヘラ状石器　揆形や丸味のある短柵形でⅧ－a，Ⅷ－Cがおもである。片面が厚くなってい

て横断面が蒲鉾形をしている。水平を先端部の刃が厚くなっているもので，形態的には

遺構から出土したものより，整っているものが多かった。

大形剥片石器　扁桃形で大形の幅広い槍のような石器や長方形に近い大形の剥片石器である

が，刃部には細かな再加工がなく，刃部の作り出しだけがあるもので，それなりにある

用途があったものと思われる。その代表的なものを図示し，図版にのせた。

球状礫器　遣構外の石器，Noユ00・101に示したものは球状であるが，扁平な球状礫器の1例

であるが，器面が磨耗している。球体，扁平なものを含めて159点出土している。
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擦石類　擦石類には3種類がある。光一a，氾一b，光一Cで19点出土しているが，氾－b

については1号竪穴でも述べたように，遣構外の石器図版にあるNo．93・94・95は石斧の

基部である可能性がある。器面が打ち叩き技法によって形を整えている点と横断面が円

形である点が1号竪穴の床面出土の石斧に似ている。しかし，石棒などの可能性もある

ので擦石類に入れたものである。その他では砥石と考えられるものと自然石の一辺を擦

っているものがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千代　肇）

第18表　遺構外出土石器一覧表

図 図 版 番 号 出 土 区 層 位 種　　　 類 全　 長 （m m ） 最 大 幅 （m m ） 最 大 厚 （m m ） 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　 要

4 4 3 5 1 C － 4 Ⅵ 石　　　 鉄 （2 7 ．0 ） 10 ．2 3 ．4 1 ．3 S h e ．

ク ク 2 I － 8 ク ク 2 6 ．2 9 ．2 2 ．6 1 ．5 S h e ．

〃 ク 3 F － 4 〃 ケ 3 2 ．3 1 1 ．4 3 ．6 1 ．7 S h e ．

ク ク 4 G － 3 ク ク 3 6 ．8 9 ．4 3 ．8 1 ．7 S h e ．

ク 一ケ 5 E － 7 ク ク 3 4 ．8 1 2 ．4 4 ．2 1 ．7 S h e ．

ク ク 6 F － 7 ク ク 2 3 ．8 9 ．4 2 ．9 1 ．3 O b s ．

〃 一ケ 7 F － 4 ク ク 2 5 ．2 9 ．8 3 ．8 1 ．6 O b s ．

ク ケ 8 G － 8 ク ク 2 5 ．0 1 1 ．3 3 ．2 1 ．6 O b s ．

ク ク 9 F － 7 ケ ノケ 23 ．2 1 3 ．6 4 ．0 1 ．3 S h e ．

ク ク 1 0 K － 9 ク ク 20 ．0 14 ．0 2 ．0 1 ．5 S h e ．

ク ク 1 1 F － 8 ク ク 23 ．8 19 ．4 4 ．0 1 ．7 S h e ．

〃 ク 1 2 H － 6 ク 〃 23 ．6 15 ．3 2 ．7 1 ．5 S h e ．

ク ク 13 H － 7 ク ク 22 ．0 8 ．8 3 ．2 1 ．4 O b s ．

ク ク 1 4 G － 7 ク ク 3 5 ．6 16 こ0 4 ．1 1 ．7 O b s ．

ク ク 1 5 F － 4 ク 石　　　 錯 3 5 ．0 1 8 ．9 4 ．4 1 ．9 O b s ．

ク ク 1 6 ・L － 7 〃 ク 3 2 ．7 2 1 ．1 4 ．0 2 ．2 S h e ．

ク ク 1 7 H － 7 〃 〃 3 4 ．8 1 8 ．8 5 ．6 2 ．1 S h e ．

ク ケ 1 8 G － 3 ク ク 3 8 ．0 1 4 ．0 4 ．6 1 ．9 S h e ．

ク ・ケ 1 9 E 一一7 ク ク 4 2 ．3 1 7 ．0 6 ．1 3 ．0 O b s ．

ク ク 2 0 B － 3 ク 〃 3 9 ．0 1 7 ．1 5 ．7 2 ．2 S h e ．

ク ク 2 1 G － 8 ク 石　　　 槍 （38 ．0） 1 5 ．8 9 ．0 2 ．3 S h e ．

・ケ ク 2 2 F － 4 〃 ク 65 ．5 24 ．3 7 ．2 12 ．6 S h e ．

ク ク 2 3 F － 3 一ケ ク 61 ．9 2 1 ．2 9 ．6 1 2 ．0 S h e ．

ク ク 24 F － 4 ク ク 58 ．0 18 ．9 10 ．6 9 ．1 S h e ．

ク ケ 2 5 C r 4 ク 石　　　 錐 7 1 ．6 17 ．0 12 ．0 1 3 ．2 S h e ．

ク ク 2 6 F － 7 ク 石　　　 槍 6 2 ．7 13 ．8 8 ．0 8 ．6 S h e ．

ク ク 2 7 H － 8 ク ク 4 6 ．6 14 ．8 7 ．8 4 ．8 S h e ．

ク ク 2 8 E － 7 ク 石 錐　　 錐 3 9 ．0 1 7 ．7 7 ．5 3 ．2 S h e ．

ク ケ 2 9 ク ク ク （2 2 ．8 ）． 1 6 ．2 5 ．4 （1 ．7） S h e ．

ク ク 3 0 ク ク ナイフ状 石器 （4 2 ．4） 2 0 ．0 3 ．2 （3 ．2） S h e ．

ク ケ 3 1 H － 9 ．ケ ク （4 2 ．0） 2 1 ．7 4 ．2 （3 ．3 ） S h e ．

ク ケ 3 2 C － 4 ・ケ ク （40 ．0） 1 5 ．8 5 ．0 （2 ．2 ） S h e ．
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第44図　遺構外出土の石器（1）
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第45図　遺構外出土の石器（2）
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第46図　遺構外出土の石器（3）
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第47回　遺構外出土の石器（4）
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第48図　遺構外出土の石器（5）
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第49図　遺構外出土の石器（6）
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第50図　遺構外出土の石器（7）
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図 図 版 番 号 出土 区 層 位 種　　　 類 全　 長 （m ） 最 大 幅 （m 壷 轟 大 厚 （m 壷 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　 要

4 4 3 5 3 3 D － 5 Ⅵ ナ イフ状 石 器 4 0 ．0 8 ．6 5 ．2 2 ．1 S h e ．

ク 〃 3 4 ク ク 削　　　 器 5 1 ．4 17 ．0 牛 6 4 ．0 S h e ．

ク ク 3 5 H － 6 ク ナ イフ状石 器 4 4 ．6 17 ．0 4 ．0 1 ．9 S h e ．

ク 〃 3 6 J － 8 〃 ・ケ 4 0 ．8 17 ．4 4 ．2 2 ．0 S h e ．

ク ク 3 7 H － 6 ・ケ ク 4 3 ．0 20 ．0 4 ．0 2 ．1 S h e ．

ク ク 3 8 H ⊥ 7 ク ク 4 2 ．7 19 ．2 6 ．4 3 ．7 S h e ．

ク ク 3 9 H － 6 ク ク 50 ．4 19 ．0 4 ．・6 3 ．8 S h e ．

ク ク 4 0 H －・5 ク ・ケ 55 ．0 21 ．7 5 ．2 5 ．8 S h e ．

ク ク 4 1 G － 3 ク ク 60 ．5 23 ．1 5 ．8 6 ．5 S h e ．

4 5 〃 4 2 H － 4 ク ク 65 ．4 25 ．0 6 ．0 11 ．8 S h e ．

ク ク 4 3 L － 6 ク ク 69 ．6 21 ．6 ‘5 ．1 8 ．1 S h e ．

〃 ク 4 4 I － 8 ク ク 53 ．4 27 ．8 6 ．0 6 ．6 S h e ．

・ケ 〃 4 5 G － 3 ケ ク 54 ．0 30 ．0 8 ．1 9 ．6 S h e ．

ク ク 4 6 F － 7 〃 ク 73 ．0 38 ．0 6 ．0 19 ．4 S h e ．

ク ク 4 7 ク ク 〃 81 ・4 41 ．6 5 ．3 21 ．8 S h 色．

一ケ 〃 4 8 H － 4 ク ク 73 ．4 31 ．5 4 ．2 14 ．1 S h e ．

ク ク 4 9 H － 3 ク ク 48 ．9 34 ．3 6 ．0 7 ．7 S h e ．

〃 ク 5 0 ． G － 8 ク 〃 53 ．0 29 ．3 7 ．0 11 ．7 S h e ．

ク 〃 5 1 I － 8 〃 ク 56 ．7 33 ．4 5 ．6 8 ．4 S h e ．

ク 〃 5 2 G － 3 ク ク 54 ．3 30 ．4 5 ．4 8 ．8 S h e ．

ク ク 5 3 K － 6 ク ク 62 ．4 30 ．8 5 ．7 11 ．6 S h e ．

〃 ク 5 4 G － 3 ク ク 66 ．0 27 ．4 5 ．6 9 ．4 S h e ．

ク 〃 5 5 K － 6 ・ケ ク 70 ．7 28 ．6 4 ．8 11 ．8 S h e ．

一ケ 〃 5 6 F － 4 ク ク 9 1 ．4 40 ．0 5 ．2 18 ．5 S h e ．

4 6 ク 5 7 G － 8 ク ク 64 ．6 19 ．2 7 ．4 7 ．3 S h e ．

ク ク 5 8 G － 3 ク ク 58 ．5 23 ．5 6 ．8 8 ．0 S h e ．

ク ク 5 9 E － 7 ク ′ケ 84 ．5 2 3 ．6 7 ．9 15 ．0 S h e ．

〃 ク 6 0 G － 7 ク ク 104 ．2 2 2 ．8． 7 ．0 18 ．2 S h e ．

〃 3 6 6 1 D － 5 ク ヘ ラ状 石 器 9 9 ．0 50 ．1 18 ．6 84 ．2 S h e ．

ク ク 6 2 F － 4 ク ク 7 3 ．7 4 1 ．0 1 2 ．0 41 ．7 S h e ．

ク ク 6 3 F － 4 ク ク 5 5 ．5 ・ 3 5 ．3 1 2 ．6 24 ．6 S h e ．

ク ク 6 4 F － 8 ク ク 5 3 ．2 3 6 ．8 1 3 ．5 28 ．8 S h e ．

〃 ク 6 5 C － 4 ク ク 5 8 ．0 3 0 ．6 8 ．9 18 ．3 S h e ．

ク ク 6 6 I － 9 ク ク 5 2 ．8 3 5 ．2 8 ．6 23 ．8 S h e ．

ク 〃 6 7 K － 9 ク ナイフ状 石 器 （4 5 ．0） 3 9 ．0 7 ．8 （18 ．3） S h e ．

ク ク 6 8 G － 7 〃 ク （5 7 ．2） 34 ．0 8 ．0 （16 ．6） S h e ．

ク ク 6 9 E － 3 ク ヘ ラ状 石 器 8 0 ．4 輩 ．3 1 3 ．0 43 ．5 S h e ．

ク ク 7 0 G － 8 ク ク 9 0 ．5 4 0 ．0 1 2 ．9 51 ．8 S h e ．

4 7 ク 7 1 H － 6 ク 掻　　　 器 2 8 ．0 2 3 ．0 7 ．4 3 ．5 O b s ．

ク ク 7 2 F － 7 ク ク 3 4 ・．8 2 3 ．4 7 ．4 4 ．2 O b s ．
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図 図 版 番 号
出 土 区

層 位 種　　　 類 全　 長 （mm ） 最 大 幅 （mm ） 最 大 厚 （m m） 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　 要

4 7 3 6 7 3 F － 4 Ⅵ 掻　　 器 （37 ．8 ） 37 ．4 14 ．2 （1 6 ．8） S h e ．

〃 〃 74 I － 8 ク 〃 31 ．0 34 ．9 1 0 ．6 1 1 ．9 O b s ．

ク 〃 7 5 K ．－ 9
ク ク 39 ．9 34 ．9 10 ．8 1 5 ．4 O b s ．

ク 〃 7 6 H － 6 ク ク 40 ．9 34 ．4 9 ．4 14 ．2 S h e ．

・ケ 〃 7 7 F － 7 ク ク 47 ．5 30 ：0 1 3‾．1 14 ．0 S h e ．

ク 〃 7 8 E － 7 ク ク 4 3 ．2 25 ．2 7 ．4 7 ．0 S h e ．

ク 〃 7 9 H － 4 ク ク 33 ．6 25 ．0 8 ．1 6 ．2 S h e ．

ク 〃 8 0 C － 4 ク ク 31 ．0 19 ．4 7 ．0 2 ．9 S h e ．

ク 〃 8 1 G － 8 ク ク （4 3 ．6 ） 34 ．5 8 ．0 （11 ．7 ） S h e ．

ク 〃 8 2 F － 8 ク ナイフ状 石器 （59 ．2 ） 29 ．1 6 ．7 （21 ．6 ） 亭h e ・

ク 〃 8 3 F － 3 ク 削　　　 器 （55 ．7 ） 4 4 ．1 9 ．6 （28 ．8 ） S h e ．

ケ ク 8 4 H － 9 ク ヘ ラ状 石 器 （4 8 ．6 ） 4 6 ．5 15 ．5 （41 ．8 ） S h e ．

〃 ク 8 5 F － 4 ク 削　　　 器 65 ．6 31 ．6 9 ．5 22 ．6 S h e ．

ク 〃 8 6 ‘E － 7 ク ・ケ （4 9 ．1 ） 4 2 ．6 11 ．6 （22 ．2 ） S h e ．

ク 〃 8 7 H － 4 ク ク 4 0 ．4 25 ．9 8 ．6 8 ．1 S h e ．

4 8 〃 8 8 ク ・ケ ク
（4 1 ．6 ） 28 ．8 11 ．2 （16 ．1 ） S h e ．

ク 〃 8 9 I － 9 ク 石　　　 片 4 7 ．6 38 ．9 15 ．4 13 ．6 S h e ．

ク 〃 9 0 H － 6 ク 大 形剥片石器 8 6 ．5 50 ．7 16 ．9 66 ．9 S h e ．

ケ 〃 9 1 I － 8 ク ク 8 8 ．4 55 ．4 19 ．1 86 ．7 S h e ．－

ク 〃 9 2 F － 4 ケ ・ケ 10 1 ．4 61 ．1 16 ．2 1 2 ．4 S h e ．

図 図 版 番 号 出土区 層位 種　　 類 最大長 （m通 最大幅 （m汀） 最大厚 （m通 重　 量 （9 ） 擦 り面 の長 さ×幅 （m壷

49 3 7 9 3 J － 6 叩 2 擦 り石 ？ 138： 42l 3 6 36 0　＿

ク ク 94 ク ク ク　 ？ 95 4 0 3 1 20 0

ケ 〃 9 5 F － 8 ケ 〃　 ？ 95 4 2° 39 21 0

ク 〃 9 6 H － 6 ク 石　　 斧 105・ 56 30 25 0

ク 〃 9 7 L － 9 Ⅵ 2 ク 601 4 5 ． ．15 5 0

ク 〃 98 ク ク 石 斧 ？ 79 5 8 3 2 20 0

ク 〃 9 9 H － 9 ク 石　　 斧 69． 60ニ 25 15 0

ク 〃 100 J － 5 Ⅵ 礫　　 器 105 8 9ニ 40 1，68 0

ク ク 101 ク ク ク 12 3 ． 10 0 4 0 7 9 0

ケ 一ケ 102 L － 9 Ⅵ 2 石　　 皿 249・ 16 5i 4 0 1 ，90 0

5 0 3 8 1 03 F － 7 Ⅶ 1 擦　 り　石 135．・ 79 4 2 7 50 89 ×10

ケ 〃 104 H － 9 Ⅵ 2 ク 15 5i 白q 4 5 7 80 1 03 ×　8

ケ 〃 10 5 G － 6 Ⅶ 2 ク 14 2‘ 7写 56 9 20 1 06 ×20‾

′ケ 〃 106 L － 9 Ⅵ 2 ク 15 9 80 7 8 1 ，180 1 28 ×13．

ク ク 10 7 H － 9 ケ ク 14 0 6 0 4 5 5 00 1 37 ×　3

ク ク 10 8 F － 8 Ⅶ 1 ク 180 ． 80 60 1 ，280 14 0 ×13

ク 〃 10 9 D － 6 Ⅵ 1 ク 160 鋤 64 1 ，280 1 09 ×18

ク 一ケ 11 0 K － 8 Ⅵ 2 砥　　 石 ． 170 7 5 4 5 8 80 150 ×　4

ケ 〃 11 1 H － 7 Ⅶ 1 ク 22年 13 5 8 5 3 7．0．
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第19表　遺構外出土図示外石器一覧表

番 号

1

出 土 区 層位 種　　　 類 全　 長 （m通 最 大 幅 （m 壷 最 大 厚 （m 壷 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　　　 要

F － 4 Ⅵ 石　　　　 鉄 40 ．1 1 6 ．6 5 ．4 2 ．1 S h e ．

2 K － 9 ク ク 2 3 ．0 1 5 ．2 3 ．2 1 ．7 C h e ．

3 H － 8 〃 ク 2 6 ．6 1 3 ．0 4 ．5 1 ．7 O b s ．

4 H － 6 〃 〃 1 9 ．0 11 ．5 3 ．4 1 ．2 O b s ．

5 G － 8 ク ク 3 6 ．7 11 ．6 4 ．0 1 ．6 S h e ．

6 E － 7 〃 ク 16 ．7 22 ．4 4 ．1 1 ．8 C h e ．

7 D － 5 ク ク 2 8 ．2 16 ．7 4 ．5 1 ．9 S h e ．

8 C － 4 ケ 〃 30 ．4 16 ．0 4 ．0 1 ．7 S h e ．

9 H － 6 ク ク 16 ．4 19 ．0 4 ．9 1 ．8 O b s ．

1 0 C － 4 ク ク 2 5 ．9 9 ．2 2 ．6 1 ．3 S h e ．

1 1 ク ク ケ （24 ．5） 14 ．0 4 ．8 （1 ．8） S h e ．

1 2 ‘ ク ク ク （2 8 ．9） 1 0 ・．8 6 ．2 （1 ．9） S h e ．

1 3 ク ケ 〃 （1 7 ．4） 1 3 ．6 2 ．9 （1 ．2 ） O b s ．

1 4 G － 7 ケ ク 2 5 ．5 1 5 ．7 2 ．4 1 ．4 O b s ．

1 5 H － 5 ク 石　　　　 錯 （3 1 ．4 ） 1 5 ．8 4 ．9 （2 ．0 ） O b s ．

1 6 L ⊥ 6 ク ナ イ フ状 石 器 3 6 ．2 18 ．6 3 ．6 1 ．9 S h e ．

1 7 H － 3 ケ ク 4 4 ．0 18 ．6 3 ．0 2 ．1 S h e ．

18 K － 6 ク ク 22 ．9 17 ．9 3 ．0 1 ．7 S h e ．

1 9 G － 8 ク ク 4 7 ．6 24 ．5 5 ．5 5 ．3 S h e ．

2 0 G － 3 ク ケ 53 ．8 23 ．8 5 ．4 6 ．9 S h e ．

2 1 F － 4 ク ク 63 ．0 2 2 ．2 7 ．8 8 ．4 S h e ．

2 2 H － 3 ク ク 60 ．2 3 1 ．7 6 ．2 1 3 ．0 S h e ．

2 3 F － 9 ク ケ 6 8 ．9 1 2 ．0 6 ．4 7 ．7 S h e ．

2 4 F － 8 ク ク 5 2 ．0 2 4 ．4 5 ．0 4 ．9 S h e ．

2 5 C － 4 ケ ク 5 4 ．2 2 3 ．1 5 ！6 7 ．3 S h e ．

2 6 E － 3 ク 〃 5 5 ．2 2 4 ．4 5 ．5 7 ．4 S h e ．

2 7 F － 3 ケ ク 5 4 ．4 2 5 ．8 6 ．2 6 ．4 S h e ．

2 8 J － 8 ク ク 6 6 ．6 3 0 ．7 6 ．0 8 ．7 S h e ．

2 9 G － 8 ク ク （4 6 ．4 ） 22 ．2 6 ．6 （6 ．0 ） S h e ．

3 0 F － 5 ク ク 5 6 ．5 16 ．7 4 ．4 2 ．3 S h e ．

5 1 C － 3 ク ク 51 ．2 17 ．2 5 ．3 4 ．4 S h e ．

3 2 C － 4 ケ ク 4 6 ．0 17 ．8 3 ．9 2 ．8 S h e ．

3 3 H － 6 ク ク 4 7 ．2 18 ．6 4 ．0 2 ．0 S h e ．

34 G － 8 ク ク 48 ．2 16 ．4 4 ．6 2 ．3 S h e ．

3 5 F － 3 ク 〃 56 ．4 3 7 ．9 5 ．2 1 3 ．0 S h e ．

3．6 H － 3 ク ク 4 1 ．4 1 8 ．9 5 ．0 4 ．7 S h e ．

3 7 C － 3 ク ク ．47 ．9 2 年・0 6 ．0 5 ．0 S h e ．

－92－



番 号 坦土 区 層位 種　　　　 類 全　 長 （m m） 最 大 幅 （m 汀） 最 大 厚 （扁 重　 量 （9 ） 石　　 質　　 摘　　　　 要

3 8 C － 4 Ⅵ ナ イ フ状 石 器 5 5 ．4 1 7 ．2 4 ．5 6 ．8 S h e ．

3 9 H － 6′ ク ク 5 5 ．1 2 0 ．0 4 ．6 4 ．3 S h e ．

4 0 G － 4 ク ク 40 ．6 2 0 ．2 4 ．8 2 ．3 S h e ．

4 1 H － 6 ク ク 35 ．0 2 1 ．8 4 ．8 3 ．2 S h e ．

4 2 F － 8 ク ク （34 ．9 ） 2 0 ．8 3 ．2 （2 ．2） S h e ． 頭 部

4 3 H － 7 ク ク （20 ．9 ） 2 1 ．4 4 ．4 （1 ．7） S h e ．

4 4 G － 7 ク ケ （32 ．8 ） 17 ．0 5 ．4 （2 ．1） S h e ．

4 5 H － 7 ク ク
（云8 ．4 ） 16 ．4 6 ．2 （1 ．9 ） S h e ．

4 6 H － 6 ク ク （4 2 ．2 ） 23 ．3 5 ．0 （6 ．2 ） S h e ．

4 7 ク ク ク （3 6 ．4 ） 22 ．4 5 ．6 （4 ．6 ） S h e ．

4 8 F － 8 ク ク （3 8 ．8 ） 23 ．4 6 ．4 （6 ．8 ） S h e ．

4 9 E － 7 ク ク （2 2 ．8） 17 ．6 2 ．8 （1 ．4 ） C h e ．

5 0 F － 7 ．ク ケ （3 4 ．0） 20 ．6 7 ．0 （4 ．7） S h e ．

5 1 F － 8 ク ク （2 3 ．4） 3 1 ．4 4 ．8 （2 ．1） S h e ．

5 2 G － 3 ク ク （3 2 ．0） 1 4 ．6 3 ．2 （1 ．6） S h e ．

5 3 H － 6 ケ 一ケ （2 5 ．0） 2 3 ．3 7 ．2 （2 ．8） S h e ．

54 F － 7 ク ク （4 6 ．1） 2 0 ．0 4 ．8 （4 ．9） S h e ．

5 5 L － 7 ク 〃 （4 3 ．0） 2 1 ．9 6 ．0 （7 ．9） S h e ．

5 6 F － 4 ク ク （3 2 ．5） 1 9 ．0 4 ．2 （2 ．0） S h e ．

5 7 F － 8 ク ク （23 ．0 ） 34 ．6 7 ．5 （5 ．5） S h e ．

5 8 G － 7 ク ク （49 ．8 ） 2 7 ．8 6 ．5 （1 2 ．0） S h e ．

5 9 D － 5 ク ク （56 ．0 ） 19 ．8 6 ．7 （4 ．3） S h e ．

6 0 C － 4 ク ク （35 ．0 ） 21 ．8 5 ．7 （3 ．4 ） S h e ．

6 1 F － 7 ク ク （37 ．6 ） 21 ．4 9 ．0 （4 ．9 ） S h e ．

▼6 2 H － 7 ク ク 19 ．6 12 ．1 2 ．1 1 ．0 S h e ．

6 3 I － 5 ク ク 95 ．4 38 ．6 7 ．4 29 ．0 S h e ．

6 4 ． I － 8 ク ク 8 7 ．0 31 ．0 5 ．9 17 ．4 S h e ．

6 5 F － 4 ク ク 7 2 ．1 3 4 ．8 5 ．2 14 ．3 S h e ．

．6 6 ク ク ク 7 1 ．6 3 6 ．0 5 ．1 1 3 ．2 S h e ．

6 7 ク ク ク 7 8 ．8 1 9 ．6 6 ．7 1 1 ．5 S h e ．

6 8 ク ク ク 6 7 ．7 2 8 ．7 6 ．9 1 1 ．9 S h e ．

6 9 ク 〃 ク 6 6 ．0 2 8 ．8 6 ．4 1 1 ．2 S h e ．

7 0 ク ク ク 5 9 ．0 2 6 ．7 8 ．0 1 2 ．6 S h e ．

7 1 F － 3 ク ク 5 7 ．6 2 1 ．6 5 ．0 6 ．1 S h e ．

7 2 F － 7 ク ク 5 2 ．7 2 5 ．0 6 ．0 6 ．7 S h e ．

7 3 E － 7 ク ク 69 ．2 20 ．8 5 ．8 8 ．7 S h e ．

7 4 ク ク ク 6 1 ．0 ・23 ．6 4 ．8 6 ．1 S h e ．

7 5 F － 7 ク ク 70 ．0 19 ．6 5 ．・4 7 ．5 S h e ．

7 6 E － 7 ク ク 4 6 ．6 23 ．0 6 ．1 5 ．1 S h e ．
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番 品 出 土 区 層 位 種　　　　 類 全　 長 （m壷 最 大 幅 （m壷 最 大 厚 （m 壷 重　 量 （9 ） 石　　 質 摘　　　　 要

7 7 E － 7 Ⅵ ナ イ フ状 石 器 56 ．4 2 2 ．0 5 ．0 6 ．0 S h e ．

7 8 H － 6 〃 ク 54 ．2 1 6 ．5 4 ．0 2 ．5 S h e ．

7 9 H － 7 ク ク 5 1 ．4 2 3 ．8 4 ．8 5 ．8 S h e ．

8 0 ノク 〃 ク 54 ．8 1 7 ．2 3 ．9 3 ．1 S h e ．

8 1 H － 8 ク ク 5 5 ．2 1 9 ．7 4 ．0 4 ．2 S h e ．

8 2 F － 7 ク ク 60 ．2 2 4 ．3 6 ．0 5 ．7 S h e ．

8 3 G － 7 〃 ケ 5 7 ．9 1 7 ．9 4 ．6 5 ．1 S h e ．

8 4 G － 3 〃 〃 6 6 ．4 1 8 ．8 4 ．5 6 ．3 S h e ．

8 5 〃 〃 ク 6 6 ．9 2 1 ．0 4 ．6 5 ．9 S h e ．

8 6 G － 7 〃 ク 4 9 ．6 2 2 ．9 6 ．0 6 ．7 S h e ．

8 7 H － 5 〃 ク 4 5 ．、7 1 9 ．2 4 ．8 3 ．0 S h e ．

8 8 F － 4 〃 ク 5 0 ．6 1 5 ．0 5 ．4 3 ．1 S h e ．

　8 9 I － 8 ク ク 6 1 ．9 2 0 ．8 5 ．5 8 ．6 S h e ．

9 0 G － 7 〃 ク 4 8 ．7 2 3 ．4 6 ．4 6 ．0 S h e ．

9 1 G － 3 〃 ク 5 1 ．6 2 1 ．2 6 ．4 5 ．5 S h e ．

9 2 F － 4 〃 ク 5．1 ．5 1 8 ．6 6 ．0 5 ．4 S h e ．

9 3 〃 〃 ク 4 5 ．2 1 5 ．6 3 ．0 1 2 ．2 S h e ．

9 4 〃 〃 ク 5 2 ．8 15 ．4 5 ．2 3 ．6 ．S h e ．

9 5 F － 7 〃 ク 4 0 ．0 1 6 ．8 3 ．6 2 ．0 S h e ．

9 6 G － 7 〃 〃 3 0 ．9 2 1 ．9 3 ．9 2 ．5 S h e ．

9 7 ク 〃 ク 5 0 ．8 2 4 ．8 6 ．0 7 ．8 S h e ．

9 8 E － 7 〃 ク 4 2 ．4 2 0 ．2 4 ．4 2 ．2 S h e ．

9 9 F － 4 〃 ク 4 6 ．0 21 ．4 4 ．0 3 ．0 S h e ．

10 0 H － 6 ク ク 3 8 ．0 14 ．5 4 ．6 2 ．0 S h e ．

10 1 G － 3 〃 ク 4 6 ．6 23 ．2 4 ．8 2 ．9 S h e ．

10 2 G － 7 〃 ク 4 4 ．8 16 ．8 4 ．0 2 ．5 S h e ．

10 3 I － 5 〃 ク 58 ．6 23 ．0 6 ．4 7 ．9 S h e ．

10 4 F － 4 〃 ・ク 34 ．4 27 ・0 5 ．0 4 ．2 S h e ．

10 5 E － 7 ク ク 4 2 ．0 16 ．4 3 ．4 2 ．0 S h e ．

10 6 G － 7 ク ク 35 ．7 19 ．d ・ 4 ．0 2 ．0 S h e ．

10 7 K － 6 〃 ク 32 ．0 18 ．2 4 ．9 1 ．9 S h e ．

10 8 C － 4 〃 ク 35 ．9 19 ．2 4 ．8 2 ．0 S h e ．

10 9
ク ク ク （30 ．0 ） 13 ．8 3 ．8 （1 ．8 ） S h e ． 頭部

11 0 H － 6 〃 ク （34 ．2 ） 30 ．8 9 ．4 （5 ．4 ） S h e ．

11 1 D － 5 〃 ク （3工 7 ） 26 ．0 4 ．4 （2 ．5 ） S h e ．

11 2 I － 7 ク ク
（37 ．4 ） 32 ．8 5 ．0 （4 ．8 ） S h e ．

・11 3 F － 4 ク ク
（2畠．0 ）

21 ．0 5 ．7 （2 ．3 ） S h e ．

11 4 E － 3 ク ク （26 ．0 ） 22 ．8 6 ．2 （2 ．1 ） S h e ．

11 5 〃 〃 ク （4 0 ．0 ） 26 ．0 信 2 （4 ．0 ） S h e ．

11 6 F － 4 ク ク
胤 9 ） 30 ．0 6 ．0 （6 ．2 ） S h e ．
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番 号 出土 区 層 位 麺　　　 類 全　 長 （m 壷 最 大 幅 （m m ） 最 大 厚 （m 壷 重　 畢 （9 ） 石 ．　 質 ‘摘　　　　 要

117 E － 3 Ⅵ ナ イ フ状 石 器 （3 7 ．4 ） 2 8 ．9 7 ．0 （3 ．8） S h e

1 18 F － 4 ク ク （3 9 ．3 ） 2 1 ．4 ・6 ．8 （4 ．7） S h e ．

1 19 E － 7 ク ク （3 7 ．2） 2 6 ．2 6 ．0 （3 ．4 ） S h e ．

1 20 C － 6 ク ク （37 ．8） 2 2 ．0 6 ．0 （3 ．3） S h e ．

12 1 D － 4 ク ク （23 ．6） 19 ．6 5 ．0 （1 ．9 ） S h e ．

12 2 H － 6 ク　ー ク （28 ．8 ） 32 ．6 5 ．6 （3 ．7 ） S h e ．

123 F － 7 ク ク （28 ．8 ） 16 ．0 4 ．6 （1 ．8 ） S h e ．

124 H － 6 ク 掻　　　　 器 6 1 ．6 3 4 ．8 1 2 ．4 2 4 ．5 S h e ．

125 F － 8 ク ク 5 1 ．0 3 2 ．4 6 ．2 1 2 ．0 C h e ．

1 26 F － 7 ク ク 5 6 ．8 2 0 ．6 5 ．0 4 ．5 S h e ．

1 27 F － 5 ク ク 5 2 ．2 43 ．2 10 ．0 21 ．8 S h e ．

．．1 28 L － 7 ク ク （20 ．4 ） 15 ．0 4 ．6 （1 ．6 ） O b s ．

12 9 H － 6 ク ク （4 0 ．7 ） 29 ．2 6 ．ラ （6 ．6） S h e ．

13 0 L － 7 ク ク 3 7 ．4 30 ．5 9 ．6 9 ．4 S h e ．

131 G － 3 ク ク 5 6 ．2 2 7 ．4 1 0 ．6 1 6 ．9 S h e ．

132 H ＿－ 3 ク ク （4 9 ．8） 3 0 ．2 1 2 ．0 1 3 ．2 S h e ．

133 K － 9 ク ク 3 5 ．4 2 5 ．0 10 ．2 6 ．4 O b s ．

1 34 H － 8 ク 〃 37 ．2 2 7 ．8 11 ．0 12 ．1 S h e ．

13 5 D － 5 ク 削　　　 器 46 ．0 22 ．0 5 ．4 4 ．8 S h e ．

13 6 ク ク ク 4 1 ．8 27 ．7 1 1 ．6 7 ．8 S h e ．

13 7 E － 7 一ケ ク （3 2 ．0 ） 25 ．6 5 ．9 （2 ．3） C h e ．

138 F － 8 ケ 〃 4 3 ．8 1 1 ．8 6 ．4 2 ．8 S h e ．

139 ク ク ク （1 6 ．0） 2 3 ．4 1 ．9 （1 ．6） S h e ．

1 40 E － 7 ク ク 3 9 ．0 2 5 ．4 8 ．2 6 ．8 S h e ．

1 41 H － 8 ク ク 27 ．0 12 ．4 3 ．0 1 ．1 O b s ．

14 2 F － 8 ク ク 46 ．0 23 ．8 9 ．4 8 ．2 S h e ．

14 3 J － 9 ク ク 4 1 ．0 26 ．6’ 7 ．0 5 ．9 C h e ．

144 C － 3 ク ク （4 3 ．5 ） 4 4 ．5 1 0 ．9 （1 8 ．0） S h e ．

145 I － 8 ク ク （4 2 ．2） 3 8 ．4 1 2 ．8 （2 2 ．5） S h e ．

146 E － 7 ク ク （4 9 ．8） 4 6 ．4 1 1 ．0 （25 ．0 ） S h e ．

1 47 J － 9 ク ク （4 0 ．4 ） 48 ．6 9 ．6 （18 ．8 ） S h e ．

1 48 F － 7 ク ク 60 ．2 23 ．2 21 ．6 32 ．4 S h e ．

14 9 F － 8 ′ケ ク 54 ．2 39 ．0 1 5 ．4 3 4 ．2 S h e ．

15 0 H － 8 ク 大 形 剥 片 石 器 （5 9 ．2 ） 6 2 ．0 1 3 ．2 （4 5 ．3） S h e ．

151 D － 5 ク 〃 （6 3 ．2 ） 5 4 ．6 ， 24 ．3 （7 6 ．8） S h e ．

152 ク ク ク 7 3 ．8 5 0 ．4 15 ．1 7 1 ．8 S h e ．

1 53 H － 8 ク ク 6 5 ．0 4 5 ．7 9 ．0 43 ．0 S h e ．

1 54 H － 4 ク ノク （7 2 ．0） 3 9 ．8 1 ．0 （22 ．2 ） S h e ．

15 5 F － 7 〃 石　　　　 片 90 ．5 52 ．1 19 ．4 9 4 ．4 C h e ．

15 6 F － 7 ク ク （7 4 ．9 ） 56 ．4 2 2 ．6 （13 6 ．7） B a ．
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第20表　土器片出土量一覧表

出土区 口縁部 胴　 部 底　 部 数　 量 出土 区 口縁部 胴　 部 底　 部 数　 量 出土 区 恒 縁部

1 3

I胴 部

1 12 3

1 2 6

恒 部

1 2

I数 量

「 1 28

l 26

A － 3 1 9 4 5 1 00 F － 4 9 35 5 1 0 37 4 H － 8

B － 3

4

C － 3

21

1 18

6 3 9 17 6 77 5 8 4 3 9 14 4 6 1 9

3 14 6 33 8 6 20 2 99 26 34 5 I － 4 1 15 1 15

11 50 7 1 0 52 8 ・7 12 34 9 6 36 7 5 2 1 17 1

I 3 2

2
1 17 5

1 344

5

D － 3

7 1 工10 1 5 2 1，224 8 1 3 0 7 1 3 0 9 6 2

18 18 G － 3 4 1 02 4 1 10 7 3 1 3 1

26 84 1 2 4 89 1 4 10 17 5 3 18 8 8 8
1 23 4

I l O

7
l 24 9

1 1 04

5 1

6 I

E － 3

4

5

6

7

F － 3 1

4 4 90 7 3 0 98 1 5 5 45 1 8 4 64 9

8 28 8 8 3 04 6 1 1 277 7 2 95 J － 6 6 6

2 7 9 8 1 7 8 3 19 7 3 34 7 9 9

I

叫

16 1

1 5 1

7 04 70 4 8 4 1－22 2 12 8 8 1 3 4

33 7 7 3 6 2 H － 3 1 2 3 24 K － 7 7 6 7 6

4 4 5 1 6 4 77 4 37 37 8 4 4

1 83 11 20 9 5 5 1 61 3 1 69° 9 7 1 8

38 3 38 3 6 6 14 1 6 3 6 L － 9 8 8 9 9 7

1 14 8 7 1 56 7 7 22 0 8 2 3 5 合　 計 387 1 1，57 4 3 20 12 ，28 1

第21表　Flake出土量一覧表

出 土 区 点　 数　 重量 （9 ）　 出 土 区 点　 数　 重量 （9 ）

891　　　 6 ，630

出 土 区

I －　 9

点　 数 l 重量 （9 ）

1 号 竪穴 559 4 ，799 F －　 4
ノ

112 1 1，120

2 号竪穴

3 号竪穴

1，339

1 ，657

12 ，671 F －　 5 602 7，680 巨 、 計
266 3，060

15，814 F －　 8 399 5，110 J －　 4 95 I 820

1 590

1　 40

1　 70

I 690

小　　 計 3，555 33，284 巨 J、 計
2，501 25 ，270 J －　 5 40

B －　 3 4 90 「 G － 3
341 3 ，0．60 J －　 7 6

・小　　 計 4 90 G －　 4 764 4，390 J －　 8 8

C －　 3

C －　 4

239 2，260 G －　 5 583 4 ，000 J －　 9 49

786 9，631 G －　 6 491 5 ，487 小　 計

K －　 6

198

340

1 2，210 ・

1 3，510

1 1 ，420

小　　 計 1，025 11 ，891 G －　 7 611 5，070

D －　 3 360 4，140 G －　 8 271 3，120 K －　 7 208

D　－　 4 390 6，010 小　 計 3，061 25 ，127 ． K －　 8 6 140

D －　 5

D －　 6

592 6 ，660 H －　 3 76 860 K －　 9 187 2，390

325 3 ，400 H －　 4 1 ，255 8，100 小　 計

L －　 7

741 I

393 1

13 I

7，460

2 ，760

160

小　　 計 1 ，667 20，210 H －　 5 290 2 ，690

・E －　 3

E －　 4

E －　 5

944 9，190 H －　 6 597 5 ，920 L －　 9

41 540 H －　 7 323 3，490 小　 計 406 2，920

419 4，410 H －　 8 708 6，030

合　 計 18，731 179 ，102

E －　 6 147 1，460 H －　 9 70 900

E －　 7 437 3 ，990 小　　 計 3，319 27，990

小　　 計 1，988 19 ，590 I －　 7 14 450

F －　 3 609 5，850 I －　 8 140 1，490
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第22表　球状礫器出土一覧表

出 土 区 点数 重量 （9 ） 層 出 土 区 点数 重量 （9 ） 層 出 土 区 点数 重量 （9 ） 層

′1 号竪穴 8 5 ，640 Ⅵ E －　 6 1 54 0 Ⅵ H －　 4 7 5，280 Ⅵ

2 号竪穴 12 ’10 ，570 ・ケ E －　 7 8 5，330 ク H －　 5 11 1，310 ク

3 号竪穴 4 2 ，280 ク F －　 3 3 1，520 ク H －　 6 20 12，850 ク

B　－　 3 3 1 ，440 〃 F －　 4 3 1，680 ケ H －　 7 ・4 1，780 ク

B　－　 4 2 1 ，260 〃 F －　 5 ′　2 1，510 ケ H －　 8 1 69 0 ク

C －　 3 2 1 ，290 ク F －　 7 2 1，500 ク I －　 6 5 3，750 ク

C －　 4 1 670 ク G －　 3 2 1，520 ク I －　 8 1 63 0 ク

D －　 4 8 4 ，970 ク G －　 4 9 5，940 ケ J －　 5 5 2，960 〃

D －　 5 4 2 ，330 ク G －　 5 7 4，240 ク J －　 6 5 3，090 ク

D　－　 6 2 1，170 ク G －　 6 10 6，930 ク J －　 9 3 1，380 ク

E －　 3 2 1，090 ク G －　 7 2 1，020 ク K －　 6 1 1，120 〃

E　－　 4 2 1、860 ク G －　 8 3 2，180 ク K －　 7 8 5，910 〃

E　－　 5 7 2，770 ク G －　 9 2 1，850 ク L －　 8 1 1，900 ケ

第23表　石器出土一覧表

種　類
石　 鉄 石　 錆 石　 錐 石　 槍 ナイフ

状石器
掻　 器 削　 器 ヘラ状

石　 器
剥　 片
石　 器

大形剥
片石器

磨 ．製
石　 斧

球　 状
礫　 器

擦石類 石片類 計

出土区 （I） （II） （III） （Ⅳ） （Ⅴ） （Ⅵ） （Ⅶ） （Ⅷ） （Ⅸ） （Ⅹ）

1号竪穴 5 3 3 22 4 1 2 8 7 559

（55）

614

2号竪穴 18 1 3 39 5 12 4 5 3 3 12 8 1，340

（113）

上453

3号竪穴 18 4 5 3 38 7 8 2 7 4 6 15，814

（102）

15，916

4号竪穴 7 15 3 2 10

（37）

37

遣 構 外 28 7 3 5 141 22 21 9 8 1 15　9 19 15，937

（414）

16，360

計 76 15 14 8 255 41 41 14 7 18 6 18 3 50 33，650

（730）

34，380
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III．総　括

この発掘調査で検出された竪穴は4軒であるが，周壁を完全に確認したものはない。プラン

は1号・不整楕円形，2号・円形と長楕円形，3号，4号・長楕円形であるが，開口部や消失

箇所があり一様でなく判然としたものではない。大きさは長楕円形のものが平均長軸7．4m，短

軸5・8m，円形は直径7．0mで軸の方位は区区である。2号竪穴は，東側の一部と南から西にかけ

ての高い斜面側にテラス状の面がある。縄文中期のベンチを擁した竪穴を思わせるが，既に遣

物の出土状況，遺構で解れたように，2基の竪穴が重複したものとして取扱った。これらの竪

穴の中で炉址のあるものは，1号竪穴の3個の石組みを残す半壊したものだけで，他は石組み

はもとより焼土も検出されなかった。また柱穴と考えられるもので規則性が窮えるのは，2号

竪穴壁内外の5対と3号竪穴床面にある，北の2個，東3個，南3個の柱列である。1，2号

竪穴床面は検出された個数も少なく，主柱と認められるものはをい。4号竪穴も同様で浅い窪

みが多く，それから作意を汲み取ることはできない。上述のような床面の，とくに1・2号竪

穴床面の状態は，覆土の層序が示すように，凍上，励行，流土，削土，再堆積等の痕跡があり，

自然の営力が大きく関与しているからであろう。各竪穴の時期は，出土遣物から1号竪穴はⅦ1

層：Ic，Ⅵ2層上半：Ieで早期末と早期末一前期初頭のものの重複，2号竪穴はⅦ1層：Ic・Id，

Ⅵ2層下半：Ie，上半一Ⅵ1層下半：IIaで早期末・早期末一前期初頭・前期の重複であり，3号

竪穴はⅥ1層下半：Ic・Ie，Ⅵ1層上半：IIcで早期末一前期の構築と考えられる。4号竪穴で

は援用し得る土器の出土がなかったが，隣接区からIIcに属する土器片があり，前期一円筒土

器下層a式直前－としておきたい。

出土した土器は，口縁部387点，胴部11，574点，底部320点，総数12，281点である。その分布

は第7図，第20表に示したように遺構中心に濃密であり，発掘区の南端に集中している。分類

に摘出した土器は，復元した6個体と特徴のある437点で，縄文時代早期末から後期に亘る。

松江遺跡の第1群土器は，全道的分布の趨勢にある東釧路3，4式土器に対比されるもので

ある。東釧路3，4式土器は1962年東釧路貝塚で型式設定されたもので，（河野・沢1962）中茶

路遺跡の調査を経て（富永・沢1966）東釧路3式から4式への移行過程は，東釧路3式，コッ

タロ式，中茶路式，東釧路4式という序列をたどることが示された。（沢1969a，b）そのご1970

年代の後半になって道央，道南地方に開発行為に伴う大規模な緊急発掘調査が集中し，苫小牧

工業地帯，（佐藤1976）新千歳空港建設用地，（北海道教育委員会1976－1979b，北海道埋蔵文化

センター1980C）函館空港拡張，（市立函館博物館1977）北海道自動車縦貫道，（北海道埋蔵文化

財センター1981）等によって膨大な資料がもたらされた。これらの成果から東釧路3式と4式

の間に一型式を設定しても良いのではないかという提起もをされているが，（木村1980）東北

地方前期との関係に問題が多く（沢1982，林1982）未だ解決をみていない。したがって第1群

土器の分類は，Ia：貝殻式土器，以下，通説に依ってIb：東釧路3式，Ic：コッタロ式，Id：

中茶路式，Ie：東釧路4式とした。その中でIaとIbは5点の小片のみで，遺構に定着したもの
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として把えられるのはI。からである。それを代表するものが1号竪穴出土の復元土器2であり

他の破片資料も堆左される器形，施文形態などから美沢2遺跡（北海道教育委員会1977）のIb

－2類に同定される。Idは2号竪穴の最下層からIcと混在していたもので，施文形態から中野

A遺跡8号住居址の土器（市立函館博物館1977）に近似する。中茶路式の一般的施文は，微隆

起線状の細い貼付帯を並行，波状，曲状に多重に周らすのが特徴で，方形の区画をもったもの

は少ない。また中野遺跡の場合は，コッタロ式，東釧路4式等の近縁的なものを含まない完全

なセットで注目されている。Ieの主体をなすものは休部に羽状撚糸文を施文する丸底の土器で，
ヽ

2号竪穴出土の復元土器3がそれである。口縁部に撚糸絡条体の側面を縦位に庄痕したもので，

類例は大麻遺跡P－10にみられlる。（北海道埋蔵文化財センター1980b）このほか2号竪穴36－

40のような撚紐原体側面押圧による平行縄線文のあるものは栄浜遺跡第1群土器C類（峰山巌

1977）松前町建石遺跡のII群第1・2類（久保1975）元和遺跡第5地点のA群土器第2類の復

元土器（大沼1976）に類別を求めることができる。また1号竪穴18－22，2号竪穴30－35のよ

うな羽状撚糸文のみのものは美々7遺跡のIb－4（北海道教育委員会1979b）にあるが量的に

は少ない。1号竪穴では休部に隆帯状の脹らみをもつ無文の円底土器が伴出している。道内で

は初見の資料ではないだろうか。Ieには2号竪穴71－73の横位に流れる粗い撚糸文も含まれて

いる。この土器は前者より器厚があり，大型のもののようである。器形も丸底ではなく，静川

8遺跡C地区第17号ピット出土土器（佐藤1976）のような平底でないかと思う。なお東釧路4

式に併行か先行すると見られる器形が正三角形に近い斜行縄文を施す，大津遺跡A地点第2群

土器（斉藤1974），白坂遺跡第1地点遺構外等に見られるような尖底土器の出土はなく，東釧

路3式も断片的で極めて稀薄なことから，松江遺跡はコッタロ式を上限とする可能性が強い〇

第II群土器は意図した交叉状斜行縄文のあるもの，羽状縄文のみを施すもので無文の口縁部

に隆起帯を周らし，体部に羽状縄文を施した前期初頭に位置すると思われるものであるoIIa

は交叉状斜行縄文の大型の丸底土器で2号竪穴から出土し復元されたものであり，3号竪穴に

も2点の出土があった。器高と口径の比率は静川8遺跡B地区包含層出土8の斜行縄文を施し

た丸底土器や大曲洞窟出土の綱文式土器（児玉・大場1955）に似るが，繊維の含有を認めない。

器壁は大型土器の割には薄く，底部まで均一な厚さを保っている。IIbは1号竪穴の24－26，2

号竪穴21－23bで，口唇，口縁の違いからIIaと区分したものである。美々7遺跡ⅩH－4に類

例がある。（北海道教育委員会1979b）この土器の特徴は2種の原体を用いて斜行縄文を羽状に

施文している点で，IIcの胴部施文も同じである。IIcは遺構外出土の66・67・85－91で，口縁

上部に隆起帯を周らし，その上を無文帯，下の胴部にIIbにみる羽状文を施したものである○こ

の種の口縁部形態から円筒土器下層a・b式を想起させるが，その胴部施文は斜縄文，撚糸文，

複節縄文等によっており，本類のような羽状縄文の施文例は皆無に等しく，胎土に繊維を全く

含まない等を考慮して，円筒土器下層式に先行するものではないかと思う。III，Ⅳ群土器に関

しては頁の都合により割愛した後日稿を改めたい。　　　　　　　　　　（佐藤忠雄）
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発掘区内から出土した石器類の総点数は34，380点である。このなかで定形化した石器を選び

出した。石片として調査の対象外としたものは32，650点であるが，さらに分類したとき定形化

の種類として抽出できるものもある○これらから石器製作技術，石器使用法の参考資料となる

ものもあるが，時間などの関係で除外した○報告書に記載の対象とした点数は721点であるが，

これは竪穴別に分類して記載したが，その竪穴および覆土に時代差があり，竪穴の床面と覆土

というように分けて整理した。しかし，石器組成の傾向は共通するものと竪穴別の傾向とがみ

られるので，出土した土器型式との関係も考慮する必要がある。

総点数34，380点は，1号・2号・3号竪穴の集中的傾向と離れた4号竪穴ならびに竪穴から

離れた位置から出土することもあり，これらは遺物分布図を参考にされたい。発掘面積1，116I音

から発掘された石器点数の比率は他の遺跡からみて最も高い例といえよう。定形化お耳び記載

の対象とした721点については，第23表で示しておい午。

1）1号竪穴　石器の総点数614点であるが，定形化した‘もの55点である。石器分類で特徴的な

ものは，石鉄I－a，I－b，I－dがあり，石錆ではII－C，II－dがあることといえよ

ぅ。黒曜石製品は石錆だけで他の石器種類には用いられていない。その他では幅が細い特色

ぁる石斧と磨製の有孔石斧などがある○種類別ではナイフ状石器が22点と定形石器の大半を
ゝ一

じめてい「る／が，石鉄，球状礫器，擦石類も多い割合をしめている。

2）2号竪穴　石器の総点教1，453点であるが，定形化したもの113点である。数量的には1号

竪穴あ・受僧である。その中で床面出土が72点と半数をしめている。特徴的なものは，石鉄，
．ノ′

ナイフ状石器，球状礫器であり，石鉄はI－a，I－b，I－CがほとんどでI－eとI－g

がわずかに出土している。ナイフ状石器はⅤ－1，Ⅴ－2の比率が床面と覆土では床面でⅤ

一2が多い傾向にある。そのほかではヘラ状石器が4点出土し，2点が床面，2点が覆土で

遺構から出土したものとしては多い○他の遺構と比較して石斧の総点数6点の内3点がこの

竪穴から出土しているが，2点は床面で，1点は覆土であり，床面のものは熱変化を受けて

いる。また，遺構のなかでの定形化した石器数はもっとも多く，ナイフ状石器は39点とその

しめる割合が高い。

3）3号竪穴　この竪穴から出土した石器は，総点数15，814点と量的には圧倒的に多く出土し

ている。しかし，定形化した石器はその1割にもみたない102点であり，多くは石片で，竪穴

では石器加工をした可能性が考えられる○多く出土した石器は石鉄とナイフ状石器，石槍，

大形剥片石器である。石鉄は2号竪穴ではI－a，I－bが多いのにI－d，I－eといっ

た三角形石鉄の多いのが特徴といえよう。ナイフ状石器では幅の狭いⅤ－1が多い傾向にあ

る。大形剥片石器は他の竪穴では2号竪穴で3点しか出土していないが，7点の出土とその

形態が一様でなくあるいは石器製造と関連があるようにも思われる。特徴ある石器では石錆

をあげることができる。石錆は分類したII－e，II－f，II－gが出土し，道南の他遺跡で

はみられなかったものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼

4）4号竪穴　この竪穴は最終的に遺構確認がなされたもので，石片などは遣構外に区分した。
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石器総数は37点であるが，これらはすべて定形化した石器数で，多いのは石鉄、ナイフ状石

器，擦石類である。他の竪穴と比較して擦石類が多いのも特色といえよう。石鉄はI－eが

多く，1例I－fが出土している。ナイフ状石器の出土率は，他の遺構と同様にその大半を

しめていて，I－1のタイプが多い。

5）遺構外の石器　総点数16，360点中定形化の石器414点がある。石片の数は15，937点で3号竪

穴出土の15，814点に近い。このことは3号竪穴をより特色づけるものといえる。414点のなか

で多いものをみると球状礫器159点，ナイフ状石器141点，石鉄28点，掻器22点，削器21点，

ヘラ状石器9点で，球状礫器に次いでナイフ状石器が大半をしめている。石鉄は総体的にI

－b，I－eが多く，五角形石鉄に近いものと三角形石鉄がおもなものであり，石錆ではII

－a，II－b，II－eがある。II－bは遺構であまり出土Lをかったものである。石器分類

では表示しなかったが，石槍とした先端が鋭利であるいは石錐としたほうが適当と思われる

ものが出土した。掻器ではⅥ－a，Ⅵ－Cと分類したものが多く，ヘラ状石器は総点数14点

の内9点が遺構外から出土している。そのほか大形剥片石器も特徴的なものがある。遺構外

の特色は球状礫器が多いことと石槍に類するもの円形掻器，ヘラ状石器が多く出土したこと

といえよう。

総体的にみた石器の特色は，石鉄の形態が一定でなく下北半島の白浜式と呼ばれた細長の五

角形石鉄，無柄三角形石鉄があるほか，石錆も形態に種類があって，道南地方ではこれまでに

．ない種類が出土している。量的には石小刀とか縦形石匙と呼ばれてきたナイフ状石器が255点出

土していることである、。この数は記載の対象とした730点の3分の1にあたるが，礫器を除くと

497点で，その2分の1に相当する。この点でナイフ状石器の分類と用途，すなわち使用に関す

る研究も可能であるが，別の機会にゆずることにする。　　　　　　　　　　（千代　肇）

Ⅳ．結　語

松江遺跡の一部分の発掘調査であったが，縄文時代早期末から前期にかけての4軒の竪穴住

居と後期に及ぶ多数の出土遺物を得ることができた。早期末のコッタロ式，中茶路式，東釧路

4式は道内各地から出土しているものと殆んど変ら射、斉一性をもっている。注目されたのは

II群土器で，a類は特徴的施文であるが綱文式に並行，b類は美沢7に比定して大過ないが，

C類は美沢7のもつ羽状縄文，円筒土器下層式のもつ口縁部の隆起帯や縄線文，庄痕文との関

連から円筒土器下層式直前に位置するのではないかとしておいたが，中野式に前後する可能性

もあり，今後に類例の出土が保たれる。遺構では決して良い状態とは云えなかったが，1号竪

穴でコッタロ式→東釧路4式→綱文式並行序列を層位的に把握することができたのは一応の成

果であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤忠雄）
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図 版



第1図版　調査前の発掘区近景
第2図版　調査終了時の発掘区近景（東から南を望む）



第3図版　発掘区東隅に検出された沢址
第4図版1号竪穴全景



第5図版　2号竪穴全景
第6図版　2号竪穴遺物の出土状況





第9図版　4号竪穴全景
第10図版　発掘作業の状況



第11図版　発掘区の遺物出土状態
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第12図版　1号竪穴Ⅶ題・Ⅵ3・Ⅵ－・Ⅴ層出土の土器
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第13図版　1号竪穴Ⅶ・Ⅵl層出土の石器（1）
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第14図版　1号竪穴Ⅶ・Ⅵ一層出土の石器（2）
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第15図版　2号竪穴Ⅶl・Ⅵ層出土の土器（1）
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第16図版　2号竪穴Ⅶl・Ⅵ層出土の土器（2）



第17図版　2号竪穴Ⅶ・Ⅵ2層出土の土器（3）
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第18図版　2号竪穴Ⅶl層出土の石器（1）



第19図版　2号竪穴Ⅶl・Ⅶ2層出土の石器（2）
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第20図版　2号竪穴Ⅵl層出土の石器



第21図版　3号竪穴Ⅵl・Ⅵ2・Ⅴ層出土の土器（1）
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第22図版　3号竪穴Ⅳl・Ⅵ2・Ⅴ層出土の土器（2）
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第23図版　3号竪穴Ⅵ－・Ⅴ層出土の土器（3）



第24図版　3号竪穴Ⅳl層出土の石器（1）



第25図版　3号竪穴Ⅵ2層出土の石器（2）
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第26図版　3号竪穴Ⅵl・Ⅴ層出土の石器
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第27図版　4号竪穴Ⅵl層出土の石器（1）



第28図版　4号竪穴Ⅵ2層出土の石器（2）
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第29図版　遺構外出土の土器（1）
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第30図版　遺構外出土の土器（2）
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第31図版　遺構外出土の土器（3）
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第32図版　遺構外出土の土器（4）
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第33図版　遺構外出土の土器（5）
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第34図版　遺構外出土の土器（6）
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第35図版　遺構外出土の石器（1）
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第36図版　遺構外出土の石器（2）
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第37図版　遺構外出土の石器．（3）



第38図版　遺構外出土の石器（4）
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